
        
            
                
            
        

    
























































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「お前は運命の女性を見つけるんだ……」

　叔父さんは十八歳の誕生日に死んだ。

　死因は、見ず知らずの女性ストーカーに刺されたこと。

　辞世の句は、

「童貞捨てたかった」

　だった。




　俺こと真ま丘おか陸りくが覚えている最古の受難は、四歳の時だった。

「ねえ、りくくん、わたしのことすき？」

　長い髪の女の子。近所に住んでいて保育園も一緒。優しくて可愛かわいくてふわふわしているお姉さん風で、俺に質問しながらハサミを突きつけてきた。先生が、徒ただならぬ雰囲気に気づいてくれて助かった。

　八歳の時は、バレンタインデーに手作りチョコを貰もらった。髪の毛と爪が入っていた。送り主は隣のクラスの女の子。黒魔術に傾倒していた。自宅には、首が切られた鶏と、五ご芒ぼう星せいの中心に配置された俺の盗撮写真があったらしい。

　十五歳、電車で痴漢の冤えん罪ざいをかけられる。一緒にいた友人のおかげで事なきを得るが、冤罪をかけた女性曰いわく、「一生、私を忘れないようにしたかった」とのこと。俺に何かつながりでもあるかと思えば、その日、俺を見て一目ぼれしたらしい。

　そして、今日は四月三日。俺の十七歳の誕生日。

　女性という人類の半分を占める生命体に恐れを抱くしかない人生も十七年だが、誕生日とくればめでたい──わけがなかった。

「はぁっぴばぁすでぇ～」

　読経のようなバースデーソング。十七本、ろうそくが立ったケーキ。鼻水を流しながらろうそくを吹き消す俺と、通夜のような重々しい顔の母さんとじいちゃん。

「陸がもう十七歳なんて……うぅ」

「お、お義と父うさん。ほら、ケーキ切りましょ。何はともあれ、十七年間無事に育ったんだから」

　無事と言えるだろうか？

　先週、俺の子を妊娠したという女性に出会ったのですが、残念ながら清い体です。ええ、残念ながら。

　悲しみにくれつつも、母さんはケーキを切り分ける。不器用な人だけど、普通一番大きいケーキを息子にやるもんでしょう。なんで自分が一番大きいケーキを取ってるのかな。本当にちゃっかりしている。

「母さんにじいちゃん、ケーキ食べよ……。わぁい、俺の好きなメロンだー」

　俺はカラ元気を振りまきつつ、なぜかしょっぱいメロンケーキを頬ほお張ばる。

　そんな中、呼び鈴が鳴るとともに、どたどたと誰かが入ってくる音がした。俺らがいる居間にやってきたのは、すらりとした体たい躯く、甘い顔立ち、けれどどこか愛あい嬌きようがあるこいつは、控え目に言ってイケメンと呼ばれる。色素の薄い髪をふわりとさせて、長い手を大きく上げた。

「誕生日おめでとう！」

　パーンと、爆発音とともに、紙吹雪とリボンが舞い散る。葬式めいた誕生日がほんの少し明るくなった。

「ユキ！　めっちゃケーキにかかってる」

　俺は紙吹雪が積もったケーキを掲げ、クリームがついたリボンを摘つまむ。

「わっ、ごめん！　あっ、おばさん、おじいちゃんこんにちは！」

「ふふふ、相変わらず元気ねえ、ユキくん」

「前よりもカッコよくなったのう」

　慣れた様子で母さんとじいちゃんはユキを迎える。

　ユキは俺と幼おさな馴な染じみで、小中高一緒の腐れ縁だ。

「ほい。誕生日プレゼント！　全然、めでたくなさそうだけど、ないよりましだろ？」

　ぽいっと投げられる紙袋を受け取る俺。

「開けるね」

「どうぞ」

　妙にドヤッとした表情を見せるユキ。

　紙袋の中には懐中電灯が入っていた。

「なんで懐中電灯？」

　俺だけでなく、母さんとじいちゃんも不思議そうにのぞき込む。

「これはこう使うんだ」

　にこにこ笑いつつ、ユキは懐中電灯のスイッチをカチャカチャ動かす。強烈な光とともに、バチッと電流が走った。

「光だけでもひるませられるけど、だめだったらここのスイッチ切り替えてスタンさせる。勿もち論ろん、電池の消費が激しいから気を付けてね」

「いやいやいや」

　誕生日プレゼントに懐中電灯型スタンガン。ユキは幼馴染だけあって、俺の引き寄せ体質を熟知している。ユキに何度、痴漢の冤えん罪ざいやストーカー被害から助けられただろう。

「ユキくんがいると心強いわ」

「そうだなあ、剣道も空手もどちらも強いからなあ」

「陸りくもそのくらい強ければいいんだけどねえ」

　母さんとじいちゃんは、俺を見て大きなため息をつく。

「あー、もううるさいなあ！　ほら、ユキも食うだろ、ケーキ」

「食べる！　いただきまーす」

　丸いケーキは四等分されていたのでちょうどよかった。たぶん、残ったら母さんが食べただろうけど。

　俺は、物騒な誕生日プレゼントを横に置くと、またフォークを手にした。

　ユキのおかげで少し気持ちは明るくなったものの、俺の中のカウントダウンは止まらない。

　俺は今日で十七歳。真ま丘おか家の男子は十八までに運命の女性に出会わなくてはいけない。でなければ──。

　十八歳で必ず死ぬ。
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　さて、真ま丘おか家の男の宿命はもう一つある。

　どんなことかと言えば、生死にかかわる女難の相に比べたら比較的可愛かわいらしいもの。でもあくまで比較的。

　どんな宿命かというと──。

　超探偵体質だ。

　なんだよその体質、と思われるかもしれない。うん、簡単に言うと大変事件に巻き込まれやすい。なんていうか一緒に豪華クルージング船に乗り込みたくないとか、孤島の別荘に招待されたくないとか。

　というわけで、今俺の目の前には──。

　苦く悶もんの表情を浮かべ、息絶えた学年主任の松まつ岡おか先生がつり下がっていた。

　ぶらりと揺れる足元、脚立の上には並べられた靴があった。
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　誕生日が終わって数日、俺は着慣れた制服を身につけ、高校に向かっていた。通学路の桜はとうに散って葉っぱが大きく広がっている。家から学校まで約三キロ、自転車通学したい距離だが、学校が高台にあるため、徒歩でテクテク。学校に近づくにつれて、制服の数が増える。

　私立葉は桜ざくら高校。校名の由来は、言うまでもなく学校まで続く坂道に綺き麗れいに並んだ桜並木だろう。桜といっても一般的なソメイヨシノと違って、山桜に近い品種で花と葉が同時に出てくる。だから、薄紅色の美しい桜の風景はなく、花びらが散ったあとの緑が美しいとされる。

　正直物足りないといえば物足りない。入学式といえば桜の花びらが舞い散る中というのは、定番中の定番だ。

　微妙な名所を持つ高校だが、校則が比較的緩やかで女子の進学先として人気が高い。さらに、普通科に加え、特進科、商業科、調理科とあるので、少子化の今では珍しい一学年千人を超えるマンモス高校だ。

　俺はなだらかかつ心臓破りの坂を歩く。横目に学校前に停とまるバスが通り過ぎるのが見えて憎らしい。何度か誘惑に負けてバスに乗りたいと思ったけど、また痴漢冤えん罪ざいを吹っ掛けられてはたまらない。

　俺は、いや真ま丘おか家の男子全員、すこぶる女運が悪い。それこそ、サイコロを転がして偶数の目が出る確率くらい、悪い女に当たる。知っているよ、世の中の女性がみんな悪いわけじゃないことくらい。でも、真丘家男子の場合は、それこそそういうフェロモンを出しているのかというくらい悪い女性を引き当てる。当てるというより当たってくる。

　なので俺は今警戒している。前を、後ろを歩く生徒たち、その半分は女の子だ。何かしら言いがかりをつけられないか常にビクビクしている。

　そんな俺に……。

「りーく！」

「うぎゃぁ！」

　驚いて、思わず近くの電柱によじ登ってしまった。恐る恐る下を見ると、呆あきれ顔のユキがいる。

「そこまで驚かなくてよくない？　こっちも傷つくんですけどー」

「ごめん。ってか、珍しいな、こんな時間。いつもなら朝練だろ？」

　ユキはスポーツバッグと竹刀を抱えている。空手、合気道と色んな格闘技を嗜たしなむパワフルな幼おさな馴な染じみだが、葉は桜ざくら高校では剣道のスポーツ特待生だったりする。

「今日は休み。久しぶりに一緒に行こうかと思ったら、さっさと出かけてるから」

[image: ]

「あー、なら連絡入れといてくれよ」

　俺はするすると電柱を降りる。

「クラス替え一緒になれるといいなー」

　軽く言ってくれる幼おさな馴な染じみだが、俺はズドーンと重い石がのしかかった顔をする。

「クラス替え、また女子の傾向と対策考えなきゃ」

　俺は分厚い手帳を取り出す。過去に俺を襲ってきた女性たちを自分なりにデータベース化して、近づくと危ない女子と距離を取っている。不思議と、今まで加害者となった女の子は極端で、ギャルゲーで言えば話しかけるだけで好感度がぐんぐん上がった。昨日まで路傍の石扱いだったのに、ある日突然一言話しただけで意気投合し、そのまま病んでいる方向にハンドルを切りまくる。

　今のところ、襲ってくる女の子の傾向はわからない。ただ、年齢は俺と前後十歳もかわらず、既婚者ではないというのはわかっている。いや、もっと狭めようよ。

　そのため、俺はより接触が多い同じクラスの女子たちのかすかな情報さえ聞き逃さない。好きな食べ物、嫌いな食べ物、趣味、部活、誰と仲がいいか、誰と付き合っているかなどなど。

　孫そん氏し曰いわく、『敵を知り、己を知れば百戦殆あやうからず』。

　結果、高校に入ってからだいぶ学校生活が安定した。でも、学校外では対処しづらい。痴漢冤えん罪ざいとか最たる例だ。

「気持ち悪いね」

　ユキは、誰もが爽やかと評する笑みで辛辣なことを言う。

「何とでも言え」

「へいへい」

　ユキは気軽に俺の肩に手を乗せる。チラチラと視線が気になってきた。

「なにあれ？」

　横目で見る女子高生二人組。まだ雰囲気が幼く俺も見たことがない顔。今年の新入生だろう。まだ入学式前だが、スポーツ特待生なんかは数日前から学校に来ることが多い。

「一人はかっこいいけど」

「もう一人はモブだよね」

　聞こえてるよ！　とても聞こえているよ！

　ユキはその声を聞いているのか聞いていないのか、目が合った新入生にニコリと笑いかける。

「きゃあっ」

　黄色い声とはよく言ったものだ。もう彼女らには俺というモブの存在は見えておらず、ユキだけが背景に花を背負って映っているに違いない。

「じゃあね」

　ユキは二人組に手を振りつつ、俺の肩を抱いたまま前へと歩く。足が長いのか身長は変わらないのに、俺のほうだけ少し早歩きだ。

「なー、いいのか？」

　俺は二人組をちらりと見る。やはり、どちらも新入生だ。ユキは有名人なので、学校で知らない人はいない。

　騙だまされている、お前らユキに騙されているぞ！

　口にしたところでモブの話になど聞く耳を持たないだろう。

　俺はまた被害者が増えたことを痛感しつつ、学校へと向かった。
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　二年Ｃ組、それが俺の新しいクラスだ。Ａ組Ｂ組が特進科クラス、Ｃ組からＴ組までが普通科クラス、他は調理科と商業科。普通科クラスは文系と理系に分かれている。俺は何の変哲もない理系普通科クラス。

　ユキは隣のＤ組だった。スポーツ特待生に個別のクラスはなく、普通科にばらけて配置される。

　一緒のクラスじゃないことをがっかりされたけど、俺にとっては女子の変なやっかみが減って少しホッとする。というか同じ理系でも、他に九クラスあるので一緒になるほうが難しい。

　始業式を終えて、なんだかだらだらした空気で教室に入る。理系クラスなので、男女比は六：四くらいだ。前のクラスで同じだった女子を含め、よく知っているのは二割くらいであとは今後、情報収集をしなければならない。

「また、お前と同じか」

　憎まれ口を叩たたいて来るのは茂も部ぶだ。一年の時、同じクラスだった奴やつ。名前の通りモブみたいな顔をしている。

「おっ、真ま丘おか、一緒だなー。よろしくー」

　そう声をかけるのは般はん人と。同じ中学出身でそれなりに仲が良かった。こいつもまた人ごみに溶け込んだら、探し出せないような凡庸な顔をしている。

　そして、俺。

　モブはモブで固まる。なんか悲しい性さがだが、新学期ぼっち問題は解決したので良しとしよう。

　そんな中、新クラス最初の試練が待っていた。

「今日はもろもろの委員会決めて帰ります」

　副担任の師もろ岡おか先生が覇気のない声で言った。

　わかるだろうか、委員会決め。できるだけ楽なのをやりたい。ついでに一緒にやるなら同性がいい。女の子は怖い、やめよう、適度なディスタンスを取ろう。

　だが、一つの委員会に人気が集中すると、争奪戦になる。そして、俺はじゃんけんに弱く、二人の枠に三人手を挙げて、今敗北してきたところだ。

　残る席は一つしかなかった。

「ということで、真ま丘おかくんがイベント補助委員だけどできますか？」

　初めて聞く委員会だ。定員一人。いや、女子と二人よりいいけど、普通に休めないよね？

「できますか？」

　返事が遅いからってそんなに確認しなくても。

　師岡先生は、若くイケメンだが生気がない。髪を半端に伸ばし、こめかみにはまだらの火傷やけど痕あとのようなものが見える。化学担当とかボソボソと自己紹介で言っていた。

　ちなみに見た目通り、押しに弱いらしく担任にホームルームを押し付けられて委員会決めをやらされているっぽい。

　担任は学年主任の松まつ岡おか先生、英語担当。正直、あの人のクラスなんてついてない。生徒を押さえつける性格で、自分の思い通りに行かないと気が済まない。俺も予習を忘れたとき、ネチネチ言われた。

　しかし、忙しいのはわかるけど、若手の先生に押し付けるのはどうなんだろう。特進クラスを受け持てなくて、いじけているって話本当かな？

　師岡先生のやる気のない顔には、早く終わらせようと書いてあった。

「「意義ナーシ」」

　妙にハモるクラスメイトの声。

「ちょっと待って！　何、イベント補助委員って！　去年、そんなものありましたか？」

　聞いたことがない。いや、似たような物はあるけど、学級委員、図書委員などに比べるとなんだか浮いて聞こえる。

「今年から決まりました。イベント毎ごとに、体育祭実行委員とか、学園祭実行委員とかありますよね？　どうにも、その時々で新しい生徒が始めると上う手まくいかないから、イベントに特化して補助する委員会を作っておこうと今年から」

　ぼそぼそと説明する師もろ岡おか先生。後ろの席は聞き取りづらそうだ。

　つまりイベント事を円滑に進行するため、補佐役を作ったということ。理屈としてはわかるが、どうにも解せない。

「つまりイベントのたびに実行委員をしろということですか？」

　俺は頭を抱える。

「違います、あくまで補助です。実行委員は別に立てます」

「でも忙しいですよね？」

　イベント事の実行委員の忙しさは去年一年間で、よく知っている。特に学園祭、体育祭など大掛かりなイベントになると、日付が変わるぎりぎりになるまで居残りし、間に合わず家に持ち帰る生徒もいたくらいだ。

　補助と言っても準備期間中は、帰宅部顔をしてのんびり下校などさせてもらえないだろう。

「……」

　師岡先生の無言は肯定を示していた。しばしの沈黙はチャイムの音で破られる。

「じゃあ、解散！」

「先生！　ちょっ、待って、先生！」

　俺の叫びはかき消された。

　やる気がない若手教師は、給料分の必要最低限の労働しかしたくないらしい。
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　俺は前向きに考えることにした。委員会なのだから誰かがやらなくてはいけないこと、俺がやらなかったら誰かが苦労する。

　うん、俺という犠牲の上で誰かが助かるのなら、と思っていた時期もありました。

　だけど、早速その日に呼び出されるなんて聞いていませんね。

「いやー、ちょうどよかった。新入生歓迎会って誰もまとめる人がいなくて大変でさ」

「そーですねー」

　俺は周りを見る。第一体育館二階の壇だん上じようには俺を含めて五人。今、俺と話しているのは陸上部キャプテン、短く刈られた髪に日焼けした肌。坊主というよりツーブロック。さわやかなスポーツマンだ。ただ残念なことに手を怪け我がしていて、右手を三角巾で吊つり下げている。名前を覚える必要はなさそうなので『三角巾』先輩としておこう。

『三角巾』の人、確か去年都大会でいい成績を残したよな。リレーだったかな？　終業式で表彰されているのを見たことがある。

　こうして歓迎会の準備を手伝っているのは、怪我で練習ができないからだろう。

「本当に、困る。先生も部活動主導でやりなさいって言って投げ出すんだもの」

　演劇部の部長は困った顔をする。縁のくっきりした眼鏡に手には台本と、確かに演劇部っぽい。小説か何かで賞を取ったらしく、校内の掲示板に新聞記事が貼られていた人だ。ボブカットというよりおかっぱというのにふさわしいヘアスタイル。『女史』という敬称がよく似合う。いや、『女史』なんて口にしたら、性差別だとか言われないだろうか？　でも頭の中で何と呼ぼうが関係ない。

　もちろん相手が女性なので、俺が距離を取っているのは言うまでもない。女子の傾向と対策手帳には色々書き込むことが多そうだが、まず今回だけで今後会わないに越したことはない。

「先生は部活より進学率のほうが大切なんだろ？　ともかく、よろしく」

　もう一人の男子生徒、足元には楽器のケースが置いてある。笑顔が素敵な名誉体育会系のオーケストラ部部長だ。『名誉運動部』、すなわち文化部でありながら運動部以上の運動量をこなす部活のこと。今は、穏やかな笑みを見せているが、放課後音楽室前で怒号が響くのを俺は知っている。

　三人はともに三年生。引退まであと数か月なのに、新入部員を手に入れるため目を輝かせている。

　さて、もう一人、俺の隣、と言っても微妙な距離に立っている人物がいる。

　どことなく童顔な可愛かわいらしい顔立ちの女の子だ。襟につけたクラス章で二年Ａ組とわかる。特進理系クラスだ。

　この中で唯一、俺と同じ立場。つまりイベント補助委員という貧乏くじをひいた相手ということで少し親近感。なんと、他のクラスではまだ委員会決めは難攻しているらしい。

　わかるけどね。勉学、部活のどちらの足も引っ張りそうな面倒な委員会な上、あくまで補助ということで青春するにはパンチが弱い。みんなが嫌がるのは無理もない。俺のように自己犠牲の精神を持つ生徒は、他のクラスでは彼女以外いないようだ。

　とはいえ、俺にとっては恐ろしい異性なのでやはり距離を置く。にこやかに自己紹介などという真ま似ねはできない。

「では、何をやればいいのか教えてください」

　可愛かわいらしい声で三人に話しかける。目がくりくりしているので小動物みたいなイメージだ。

「でもやるのは補助ですよね？　私、あまり力がないんで、簡単な手伝いくらいしかできません」

「あっ、いーよいーよ。補助委員なんて今回が初めてでさ。俺たちもどう指示すればいいのかわからないし、手が足りない時だけ呼ぶよ」

　女子生徒は先輩受けする気質もあるようだ。ふわんふわんとした空気を漂わせている。

　俺もほんの少しほわんほわんの中に交ぜてもらおうとしたら──。

「……チッ」

　なんでしょう？　今、舌打ちしませんでした？　ついでに、先輩たちに対しては上目遣いなのに、俺に対してだけガン飛ばしてません？

　俺は半歩下がり、女子生徒と距離を置く。

　ともかく彼女のおかげで、俺も気兼ねなく、ただのサブとして役割を果たそうと思っていたら。

「なんだ、なんで特進クラスがいるんだ？」

　妙にとげのある声が聞こえた。振り返ると担任の松まつ岡おか先生がいた。どうやら新入生歓迎会の担当は松岡先生らしい。

「イベント補助委員です。新入生歓迎会を手伝いに来ました」

「お前は、柊木ひいらぎまりあだったな」

　先生、ここにあなたのクラスの生徒がいますけど、なぜ眼中にないのでしょうか？　と俺は心の中で問うた。

「成績が下がるといけない。歓迎会と言ってもほとんど部活動紹介みたいなもんだ。特にやらなくても問題ないぞ」

　松岡先生は、言いたいことだけ言ってやったという顔で去っていった。何しに来たんだよ、あの人。俺は、俺は無視!?

「あー、腹立つ。何しにきたのよ、松岡の野郎！」

「おい、やめろ。聞こえるぞ」

『女史』を『三角巾』が窘たしなめる。

「言いたくもなるわ。どうせ、また実績がどうとか言って、部費減らす気だよ？　私、知っているんだから。あいつが部活の数をもっと減らすべきじゃないかって提言してるの」

　うーん、帰宅部としてはわからなくもない。だって、学校からお金出てるじゃない？　部活に入ってない俺らの分も入っているじゃない？　実績もなく使われているなら、もっと違うところに充ててほしいかな。とか言ったら怒られそう。

　あと、ちらっと話を聞くに、部活の他、イベント関連も減らすように言っているらしい。ここ数年、偏差値や進学実績が下がっているせいだそう。

　でも、松まつ岡おか先生のやることは極端すぎるな。成績優秀者のみ優遇するとか。一応担任だけど、俺らのクラスには全く興味なさそうだし。

「あのー、私はどうしたらいいですか？」

「そうだね、まりあちゃんは特進クラスだもんね。大変そうなら無理しなくていいよ」

　歯が輝きそうな笑みを浮かべる『名誉運動部』。

　ちょっと待て、その理屈で行くと──。

「代わりに真ま丘おかくんにいろいろ頼むから」

　そーなるんだよね！

　いや、いいけど、やりますけど。

　特進のまりあちゃんと違い、普通科の俺は雑用認定されてしまうか。でも大した仕事はないって言ってましたよね。

　しかし、まりあちゃんねえ。普通に考えると『聖母』だけど、本当に『聖母』なら俺を睨にらんだりしないでしょうねえ。

　なんていうか、俺は初めて会った人物に対して、勝手にあだ名を考える癖がある。別に人の名前を覚えるのは苦手じゃないし、たぶん得意なほうだと思う。でも、初めて会ってこれから二度と会うかわからない人は、できる限り覚えたくない。

　新入生歓迎会は入学式のあとに行われる。一体何をするかと言えば、ただ壇だん上じようで部活動紹介をするというもの。新入部員の獲得数は、部活の存続と部費に著しく関係する。

　俺はこれまで部活なんて無縁だったので、彼かれ等らが熱狂する理由はわからない。でも同時に少し羨ましい。

　俺が真丘家の男でなければ、人並に青春な学校生活がおくれたのだろうか。

「あー、真丘くん。スケールでステージ測定するから端っこ持ってくれない？」

　早速使ってくれるのは、『名誉運動部』。俺は雑用係らしくスケールと呼ばれる測定器具を持つ。

『名誉運動部』はステージ上だけでなく、ステージ下も測る。こういうのって毎回測らなくても何度もやっていると思うんだけど。メモ取らないの、とか思っていても口にしません。

「うーん、どう置こうかな。ステージ上だけでも入るには入るんだけどー」

「吹奏楽って、どのくらい場所取るんですかー？」

　あまりに『名誉運動部』が気さくに声をかけてきたので、俺も軽く返してみた。それが間違いだった。

「ああ？　今なんて言った？」

　声が裏返った。にこにこ笑っていた好青年はいずこ、俺にメンチを切っている。

「吹奏楽だぁ？」

　俺は震える。一体、何の地雷を踏んだのか。記憶を探る。

　ええっと、吹奏楽、吹奏楽が問題なんだよな。しまった、吹奏楽じゃなくてオーケストラ部だ。

「ええっとオーケストラ部でしたね」

　鬼のように睨にらみつけてきた顔は、元の好青年に戻る。

「そうだよ。吹奏楽じゃないよ、色んな楽器を使っているんだ。吹奏楽じゃないから、そこ注意な。ブラバンでもないぞ」

「そ、そうですよね」

　危ない、ブラスバンドとか言わなくてよかった。

　こんなところで同性とまで、嫌なフラグを立てたくない。

　真ま丘おか家の男は、女性関係以外でもなぜか色んなフラグを立てることが多い。うちの親父おやじも、母さんと結婚して短命の呪いは無くなったものの、一級フラグ建築士として現役だ。なんというか、よく豪華客船のゲストに呼ばれたり、道に迷って大金持ちの別荘に厄介になったりする。

　俺が初対面の人間の名前を極力覚えたくない理由はわかっただろうか？

　と、まあ、いくらなんでも学校生活でそうそう事件は起きないと信じたい。

「ちょっと雑用係さーん。こっちも手伝ってー」

『女史』がたぶん俺を呼んでいる。とても行きたくない、行きたくないけど行かなくちゃいけない。

　俺は、とぼとぼ重い足取りで向かう。

　演劇部の面々はステージ上で、照明のチェックや大道具の配置を考えていた。高い所から確認するため、脚立の上に立って見ている。

　幕がぶら下がっているぶどう棚には、他に小道具を引っかけるフック付きのロープがいくつもつけられていた。

「ええっと、俺は何をすればいいんですか？」

　正直、女性とはあまり接したくない。ソーシャルディスタンスを保ちながら伺う。

「とりあえずそこに立ってくれる？」

「はい」

　俺は言われた場所に立つ。すると、ぐぐっと床が動いた。

「おおっ！」

　ステージから床が抜け、そのままエレベーターのように下がった。

「うーん、異常ないかな」

「なんですか、これ？」

　俺は、慌てて上を向く。高さは二メートルちょいくらいだろうか？　こんな設備が高校の体育館のステージにあるとは知らなかった。

「うーん。普通の学校じゃないもんね、こんな舞台装置。歌舞伎でいう迫せりのことだけど、かなりかみ砕いて言えば、昇降装置。ここから役者が出たり消えたりする。私、これ目当てで高校を選んだんだよね」

「そーなんですかー」

　嫌な予感がした。そして、俺の予感は外れない。

「ほら、このステージの奥行を見て！　普通こんだけ大きなステージはないのよ。緞どん帳ちようも特注で分厚いから、話し声もステージの外に漏れないの！　かすみ幕はライトの──」

「あー、はいはい。すごいです。こんな風に何重にもなっていたんですね！　床もなんだか色々あるし」

「わかる？　すごいのよ！　贅ぜい沢たくを言えば、走行式舞台があれば最高なんだけど、回り舞台があるだけすごいから。あー、でもフライングはやりたいんだけどなー。うちにあるのよ、専用の滑車装置。ミュージカルであるよね、ピーターパンとか空を飛ぶ。あー、チクショウ、松まつ岡おかの野郎がＯＫだせばできるのに」

「はい、わかりました。ところで俺は何をすればいいんですか！」

　このままだと話が終わりそうにないと判断。次の仕事を聞くことで、話の腰を折る。

「あっ、奈落。つまりその舞台の下のことね。降りたついでに、汚れていると思うから軽く掃除してくれる？　できれば、今回の部活動紹介で使いたいんだけど、奈落が汚れてたら衣装も汚れるでしょ？」

「……はい」

　軽く掃除？　返事をしたものの、俺は周りを見渡す。ものすごく埃ほこりっぽい。嫌だなあ、と思いつつ、口と鼻をハンカチで覆って掃除する。けっこう広い、かなり広い。何もないかと思いきや、回り舞台の装置がある。こんな風になっているのかと見ながら装置にかかった蜘く蛛もの巣を取る。

「大丈夫か？」

　上から声が聞こえた。誰かと思えば『三角巾』だ。

「俺もやることないし、手伝うよ。片手だから、大したことはできないけどさ」

『三角巾』も箒ほうきを持って降りてきた。昇降装置の音はステージの上では意外と静かだが、奈落ではけっこう響く。

「あ、ありがとうございます」

　二人で簡単に奈落を箒で掃いていく。大体終わったところで戻ろうとしたら、昇降装置が上がっていた。

「いや、戻れないし」

　他人に仕事を頼むのに、この扱いは普通にひどい。

「しかも暗いな」

　ふとポケットを探ると懐中電灯が一つ。ユキが誕生日にくれた物。なんか怖いのでそのままポケットに戻す。なんで持っているかって？　せっかく貰もらった物なのに身につけないと申し訳ないだろ。

「こっちから出られるみたいだよ」

　俺は、『三角巾』に言われてついていく。突き当りに扉があり、開けると体育館の一階に繋つながっていた。

「あー、そういうことか」

　俺は頭の中で、体育館の構造を組み立てる。葉は桜ざくら高校の第一体育館は二階建てで一階は柔道場や剣道場としていくつかに区切られているが、二階に比べてなにか狭いと感じていた。ステージの下はこういう奈落として使われているのなら理解できた。

「すごい装置だよね。前の理事長が演劇好きで、第一体育館を建てるとき作ったってさ。演劇部の部員の多くはこの舞台装置に惹ひかれてやってくるんだよ。まあ、他の体育館はさすがに予算がないから普通の設備だけどね」

　さっき、『女史』が言っていたけど、知らなかったふりをしておく。

「なんかすごいですね」

　いや、いくらかかったんだよ？　と突っ込まずにはいられないけど、そこはおいておこう。

「じゃあ、俺は一度部活に顔を出さないといけないから。悪いけど掃除道具をお願いするよ」

『三角巾』は、グラウンドを指す。

「ありがとうございます」

　俺は掃除道具を持って階段を上り、二階ステージに戻る。

「すみませーん、終わりましたー」

　俺は『女史』の前で報告するが彼女は全く聞いていない。『女史』は他の演劇部員の演技指導をしていた。

　昇降装置が上がったままだと思ったら、勝手に練習を始めていたとは。言いたいことはあるけど、文句を言っても仕方ない。何より些さ細さいなことで女性の恨みを買いたくない。

「どこへ行っていたんですか？」

　俺の後ろから冷たい声がかかった。

　誰かと思えば、『聖母』だった。

「いや、演劇部に頼まれて奈落を掃除していたんだけど」

　サボっていたわけじゃないですよ、ほら、と掃除道具を見せる。

「わかりました。でも、上履きの裏を拭いていただけませんか？」

「どういうこ……。あっ！」

　俺は自分が歩いた跡を見る。体育館の床には、白い足跡がついている。奈落は汚れていて、上履きの底が汚れたまま歩いてきたのだ。

「うわーっ」

「ちゃんと掃除してください」

　俺は床を雑巾がけする羽目になった。なお、『三角巾』の足跡も消さなくては。

　しかし、『聖母』って俺に対して本当に冷たくないか？

「遅かったわね」

『女史』は、それだけ言うと、俺に紙切れを一枚渡した。演劇部の紹介文が書かれていた。

[image: ]

「この後、部活の代表が集まって、紹介する順番を決めるから、その間にしおりを作ってくれる？　原稿は各部活の部長が持っているから、全部集めて千枚ずつコピーして。ちなみに演劇部のはこれ」

「……はい」

　なんだか知らないが、この部長さん、めちゃくちゃこき使ってくるなあ。渡された紙はＡ４サイズだ。いや、千枚って多くない？　新入生の人数だろうけど、一人一部もいるんだろうか。

「はいこれ、去年のしおりを参考にして」

　渡されたしおりは地味にずっしり来た。ペーパーレスのこの時代にそぐわないものだ。部活動の数は二十八。一体どんだけコピーすればいいんだ。

「表紙と裏表紙なんかも作ってくれると助かるわ。ほらフリー素材でちゃちゃっとできるでしょ？」

　一番言っちゃいけないことを、『女史』は言いまくっている。

「先生の許可をとるの大変だけど、頑張ってね」

「えっ、取ってないんですか？」

　ちょっと待て。無理だろ。先生って、たぶん松まつ岡おか先生のことだ。部活に対して色々ケチをつける松岡先生がすぐさまＯＫを出すわけがない。

「うん、頑張って」

　どうしよう。この先輩、殺意がわいてくる。わいてくるけど、だめだこらえろ、真ま丘おか陸りく。ここで口ごたえしても、返り討ちにあうだけだ。

「おーい、演劇部。無む茶ちや言うなよ」

　助けの声が聞こえた。『名誉運動部』が現れる。

「あくまで手伝いなんだろ。そうやって無茶言ってると、また先生に睨にらまれるぞ」

　よく言った。よく言ったぞ、先輩！　吹奏楽とか言わなければ、まあまあいい人だ。

「んなこと言ったって、手が足りないんだもん。あんたもわかるでしょ？　文化部の扱いひどいの。運動部みたいにただ、紙切れ読み上げるだけの簡単な紹介じゃないから大変なのよ」

「持ち時間五分で劇しようとか、まーよう考えるわ」

「それなら、オーケストラ部のほうが怖いわ。準備含めて五分でどう楽曲やるっていうの？　楽器の数が半端ないでしょ？　言っとくけど、トリは演劇部がもらうからね」

「ふーん、なら、ステージにあらかじめ楽器は置かせてもらうからな。別にオーケストラ部と演劇部以外は緞どん帳ちようも開けないだろうし」

　順番を決めるからというので、ステージ前に次々と部の代表が集まってくる。ただ、運動部はそこまでやる気がなく、文化部は二大派閥に文句をいうものはなかった。さくさく、順番は決まっていく。

『三角巾』は部活に行くと言っていたが、この話し合いには加わらないのだろうか。でも、最初に陸上部と書いてあったので、加わる必要もないんだろう。三人で話し合うことも多かったし、あらかじめ決めていたようだ。

　しかし、どんなものでも最初の発表ってやだよねえ。

　俺は分厚いしおりを見ながら、去年のことを思い出す。去年の入学式のあとのことを。ひたすら部活動紹介が長かった。大体、アピールしたい部活は五分なんて短い。だからか、こうやって入念に準備して、時間内にできるだけおさめようとしている。おさまるかは知らないけど。

　俺は黙々と部長さんたちから紹介文の紙を集める。といっても、ほとんど用意してなくて、あとから取りにきてとひどい返事ばかりだ。

　そして、順番決めはさっさと終わるかと思いきや、別の話に飛んでいる。

「別にあんたはいいよね！　運動部だからって、先生たちの覚えめでたく、部費を優遇してもらってさ。こっちは年々、予算削られているの」

「部費は今関係ないだろ。何より、毎度無理言って先生困らせているのはそっちだろ。あんまり分厚いしおり作ったところで捨てられるのがオチだぞ。わかっているのか？」

「じゃあ、どうやってアピールしろっていうの？」

　なんか喧けん嘩か腰ごしになってきた。主に文化部対運動部。順番はもう決まったが、部活動案内のしおりについてもめていた。

　俺は『聖母』を見る。いや、何しに来たんだろ、この人。じっと見ているだけで何もしようとしない。いや、なんか発表の順番に関しては口出ししていたな。

　仕方なく俺は挙手する。

「あ、あのー」

「なに!?」

『女史』が睨にらむ。怖いからやめて。女の人、怖い。

「今はペーパーレスの時代ですし、しおりはわざわざ作らなくてもいいかと」

「あんたも運動部の味方するわけ！」

　ひいっと俺は肩をすくめる。

「いえ、こういうのは駄目ですか？」

　俺はスマホを見せる。

「ええっと、画像を取り込んで、ネット上で公開するとか。そしたら、二次元コードを皆に読み取ってもらうだけでいいですよね？　これならしおりがごみとして捨てられることもないですし、印刷などの手間も省けると思います」

　あと、表紙なんか作らなくても誤ご魔ま化かせそう。

「そうだな。荷物が増えないほうが新入生も嬉うれしいと思うぞ。せっかく作ったしおりなのに、ごみ箱に捨てられるなんて、目も当てられないからな」

　よし、ナイスフォロー知らない誰か、たぶんバスケ部あたり。

「はい。今は無料でいくらでもＳＮＳアカウント取れますし、期間限定であとは削除すれば問題ないですよね？」

　変に個人情報がばらまかないように気を付けないといけない。なお、この手のことに、俺より気を使う高校生はそうはいないだろう。ダイレクトメールの一つ一つまでちゃんとシュレッダーにかけます、ストーカー怖い。

「これなら先生も文句言わないんじゃないですか？」

　何より、数千枚、数万枚もコピーしたくない。んでもって分厚いしおりをパチパチホチキスでとめたくない。それなら、使い捨てアカウント一つ作ったほうが簡単だ。

『女史』はなんだか複雑な顔をしつつも頷うなずいた。

「わかった、わかったわ。じゃあ、お任せするけどいい？　あと、部活の紹介文はちゃんと全部集めてちょうだいね」

「……わかりました」

　俺は、ほっとする。これで俺の仕事もだいぶ減らせる。

「悪いな。あくまで補助だっていうのに」

「いえ、そーいう仕事ですから」

『名誉運動部』は気を使ってくれる。なら代わりにやってくれよ、と言いたいけど、そこまで求めるのは駄目だ。でも、やっぱり仕事多いぞ。

「あいつはすげーアナログだから、ネットとか使うなんてこと思いつかないんだよ。電化製品もろくに扱えないし。いやー、言ってくれてこっちが助かった」

　好青年だ、ちと問題あるけど好青年だ。

　でも、俺の仕事にこれ以上付き合う気はないらしい。

　結果、俺は紹介文を貰もらっていない部活のリストを作り、校内を駆けまわる羽目になった。
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　数日後、入学式兼新入生歓迎会当日。外は生あい憎にくの雨、どしゃぶりだ。

　俺は机の上で果てていた。

「おー、死にかけてるなー」

　声の主は、ユキだ。相変わらずの甘いマスク。俺と同じ制服なのに、雑誌から切り抜かれたみたいな二枚目。クラスの女子の視線が痛い、流れ弾で当たって来るんだ。

「なんか用か？」

「廊下から死に損ないが見えてちょっかいかけにきた」

　うん、わかりやすい理由だ。

「暇なら手伝え」

　俺はユキに自分のスマホを渡す。画面は作り立てのＳＮＳアカウントだ。部活動の紹介文を写真として表示、タップで拡大とこれといって複雑さはないが見やすい作りだ。

「チェックしてくれ。ようやく終わった」

「真面目まじめに作ってんだなー」

「作ったよ、作りましたよ！」

　おかげで大変だった。三十近くある部活動、代表者を一人一人当たって紹介文を貰もらってくる。いるんだよ、こういうの出さない奴やつって。もう出さないなら出さないでいいんだけどさ、「まだできてない、放課後取りに来て」とか言うのやめてくれる？　いや持ってきて。

　松まつ岡おか先生じゃないけど、部活の数減らせばいいのにとか呪ってしまった。

　と、いうわけで最後のページが出来上がったのは、今さっき。二次元コードはもう印刷して拡大コピーしている。

　それにしても、結局ほぼ一人でやったな。

　他のクラスはまだイベント補助委員とやらは決まっていないのか？　『聖母』は、放課後うろうろして何もせずに帰っていくだけだし。というか、他のクラスは面倒くささに感づいて、とりあえず歓迎会終わるまで決まってないふりして待ってるんじゃないか？

「うん、よくできているんじゃない？　ってか、最後の生物部だけやたらページ多くないか？」

　ユキは確認を終えてスマホを返す。

「ああ、それが最後な。紹介文なのに、論文持ってこられてびっくりした」

　生物部、ただの文化部と侮ること勿なかれ。ガチ勢だった。本当にガチでやっていて、部室をのぞいたとき、虫が入った籠がたくさんあって引いた。孵ふ化かしたカマキリの子どもがたくさんいて引いた。寄生虫のホルマリン漬けまであって引いた。

　運動部系は、大体部活動の実績が書かれているだけなのに、文化系は妙に熱のこもった内容だったりする。

「まー、問題ないんじゃないか？」

「あんがとよ。ってか、ユキ、今日は部活ないんだろ、帰らないのか？」

　俺の言葉にユキは顔を曇らせる。ユキの手には震えるスマホ。

「ナイスタイミング。新入生歓迎会、出ろってさ」

　今まさに催促の連絡が来たのだろう。ユキは、憂鬱な顔をしている。

「あー」

　俺は瞬時に納得した。ユキは剣道部で特待生だ。あの見た目なら、ユキ目当てで剣道部に入ろうなんて思う不ふ埒らち者ものはたくさんいるし、餌としては十分だろう。しかし餌にされる側としてはたまったものではない。

「がんばってなー」

「そっちこそ」

　そうなのだ。俺もこれで仕事は終わりじゃない。

　部活動紹介にやってくる部活の受付をすることになっている。

　いきなり昨日言われて驚いた。放送部が取り仕切ると思っていたのにさ。

　でも、決まったものは仕方ない。

　さてと、俺も動かねばと──。
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「あー、何しているんです？　えっ、パフォーマンスにゴール使いたい？　ダンク決めたい？　できるんですか？　ちょっ、待ってください。許可取ってます？　えっ、すぐそこにあるからいいじゃないって。やめてください、湿気で滑るんですから！　シューズすら履いてないでしょ！」

「はあ？　カンペ渡すから代わりに喋しやべってくれって。いや、いいんですか？　アピールできるチャンスですよ？　ただ読むだけですよ、家庭部の皆さん。頑張って、頑張って！」

「あー、十分前には集合してくださいって言ったのに、なんで来てないの!?　飛ばすよ！　飛ばしていいの！　あー、わかりました、次の部活と順番入れ替えるんですぐ準備してくださいよ」

　と、いう流れで俺のＳＡＮ値はゴリゴリ削られる。

　ただ、来ているか確認してチェック入れるだけって言ったじゃないですか、嘘うそつき！

　なんか時間が押したら俺の責任になりそうで嫌だから、どの部活が何時何分に受付に来たか、紹介に何分かかったか計っておきますね。

　自分の保身のためなら、いくらでもマメになる子、それが真ま丘おか家の男です。

　ふうっ、それにしても、たくさん新入生がいるなあ、千人って村作れるよね。半分が女の子として、『運命の女性』とやらがいればいいなあ。

　他力本願だけど、俺自身、何が運命なのかさっぱりだからな。

　じいちゃんや親父おやじ曰いわく、「ズキュンと来て、ぐわんとなる」とか「凪なぎかと思えば、渦潮に巻き込まれていた」だとか。俺としては、血走った目をして包丁持った女性がいたら、心臓がズキュンとなるし、まさに渦潮に巻き込まれた心境になるからね。

　意味がわからないけど、今のところ俺は異性に対して脅される以外でそんな気持ちにはなったことがない。ただひたすら恐怖の半生しかないんだ。

　さて、疲れているところに、松まつ岡おか先生がやってきた。

「なんでしょうか？」

　俺は義務的に対応する。

「ステージ内を確認する。入るぞ」

「ええっと、何を確認するんですか？」

　俺はドキドキしつつ、松岡先生に聞いた。

　ステージの奥、緞どん帳ちようの裏にはオーケストラ部の楽器や、演劇部の大道具などが置いてある。去年の学園祭の時に、ステージに置いてあったそれらや種々の機材が壊されていたことがあったらしい。なので、ステージ内は基本立ち入り禁止、特別な用事で入る時はちゃんと用件を確認するように言われていた。主に、オーケストラ部と演劇部に。

「演劇部が昇降装置を使いたいなどと抜かした。駄目だと言ったら不ふ貞て腐くされていたので、危険な別の機材を使う可能性がある」

　俺には松岡先生を止める理由はない。『女史』なら勝手にやりそうだ。

「な、中は暗いのでお気をつけください」

　俺にはそれしか言えない。いや、奈落の掃除したんだけど、無駄になっちゃいましたね。

「ああ。少し時間がかかるかもしれないが気にしないでくれ」

「わかりました」

　俺はステージに入っていく松岡先生を見送ると、次の部活動紹介の確認をする。部員たちはすでに来ていたのでよかった。




「悪いけど、ちょっとトイレ行ってきていい？」

　俺は隣に座っていた放送部の子に話しかける。松岡先生はまだ出てこないけど、ちょっと時間が空いた隙に行きたかった。

　放送部の子は、同級生で名前は知らない。けど、たぶん悪い女の子じゃないと信じたい。今後も顔を合わせるようなら、傾向と対策手帳に追加する予定だ。

「わかった。じゃあ、そのあと私、交代だから早く帰ってきて」

「うん」

　さっと、トイレに行って戻ってくると、今度は『聖母』がやってきた。

　ジッと俺を見ている、何か用だろうか。もしかして受付を代わってくれるのだろうか。

「ま……」

　まりあちゃんと言いかけて止まる。やめよう、下手に異性を下の名前で呼ぶと、勘違い野郎として警察に突き出されるかもしれない。確か名字は『柊木ひいらぎ』だったよな。同じ名字の奴やつがクラスにいて、『柊木』というと、ふんわりマシュマロボディの彼を思い出してしまう。名字で言い直す前に、『聖母』はどどんと黒くて細長い革のケースを取り出した。

「音楽部です。受付そろそろですよね」

「……はい？」

　俺を手伝いに来たんじゃなかったんかい、と落胆しつつ、音楽部にチェックを入れる。音楽部は代表がフルートを演奏すると聞いていた。でも発表者が『聖母』だとは聞いていない。

　一言教えてくれてもいいんだけどなあ。

　まー、なんとなくですがわかります。どうやら俺は『聖母』に嫌われているようです。妙に睨にらまれている気がします。理由はわかりませんが、生理的に受け付けないとかあるかもね。面と向かって言われたら、毎朝鏡を見ては舌を噛かみ切りたくなると思う。

　嫌われる、いいよ、病んでるレディに刺されるより、距離を取っていただいたほうが俺としては安全なので。あっ、傾向と対策手帳には記入済みです。あとで音楽部と追記しておこう。

　今の俺のままでは、叔父さんと同じ運命を辿たどるんだろうなって確信があって怖い。叔父さんは、高校時代女性を避けまくった。避けまくった挙句、全然違うところでストーカーに会って刺された。死にたくない。死にとうない。

『聖母』はステージに上がると、革ケースからフルートを取り出した。

　ステージの前側に立つと、『聖母』は一礼だけしてフルートを吹き始める。制限時間は五分なので時間が勿もつ体たいないと言わんばかりだ。

　でも、彼女のやり方は成功だ。

　新入生の空気は「早く終わらねえかなー」という『歓迎』の二文字とはかけ離れたものになっていた。面倒くさい説明をすっ飛ばして、ただ綺き麗れいなフルートの音を奏でる。興味なさそうにスマホをいじっていた新入生、舟をこいでいた新入生も壇だん上じように見入っている。

　俺自身も何の曲かわからないけど、つい目を瞑つぶって聞き入ってしまった。

『聖母』は曲を終えると一礼して帰る。パチパチと拍手の音が鳴り、暇そうな新入生たちは目をきらきらさせた。電子しおりも、『聖母』が誰なのか調べるためか、二次元コードを読み取る者もいる。

　あー、『聖母』。全然、仕事してくれなかったけど、ありがとう。ほんと、ただ見ているだけだったけどありがとう。今思えば、ただ音楽部の下見に来ただけだったのかもしれないけど、ありがとう。

　さて、いい感じになったところで、上げて落としてしまう。次は部活というか、同好会。軽音同好会だ。初しよっ端ぱなから、いきなり「キィーン」はやめてくれ。フルートの余韻が脆もろくも崩れ去る。インパクトを狙ったのかもしれないけど、たぶん技術が追い付いてなかった。新入生だけでなく、先生たちも睨にらんでいる。悪いけど、部への昇格は難しいだろうな。

　それにしても、オーケストラ部、音楽部、軽音同好会。うちの学校、音楽系多いなあ。

　葉は桜ざくら高校は部活動への参加は自由なんだけど、学校側としては勉学を優先してもらいたいらしい。赤点を取ると、追試で合格するまで部活動禁止。特進クラスだと成績が上位五十位以内に入らないと退部しないといけないらしい。

　普通科で帰宅部の俺には関係ない話だけどね。

　ってことは全然手伝ってくれないけど、『聖母』は成績優秀者なんだねえ。手伝ってくれないけどねえ。

　軽音同好会のあとは化学部。愚者の黄金を作りたいとか言っていたけど、薬品系を持っていくのは先生に却下された。仕方なく、ドライアイスと段ボールで空気砲。小学生のわくわく理科実験みたいだ。煙は線香でやる予定だったが、火災報知器が反応すると怖いのでドライアイス。そういう工夫いいよね、と俺は感心。

　こうして次々と部活動紹介を終えていく。予定より進行が少し早くてうれしい。

「ねえ、ステージに入りたいんだけど」

　大変高圧的な言い方をなされるのは、はい、『女史』です。今日もおかっぱ頭が決まっていますね。おや、眼鏡は銀フレームですか。お洒落しやれですねえ。

「ええっと、何をしに？」

「機材チェック！　開演前に壊れていたら困るでしょ！」

「はい」

　俺は黙って見送る。

　そういえば松まつ岡おか先生はどうしたんだろ？

「ねえ、松岡先生はステージから出てきた？」

　俺は隣の放送部員に聞く。前半の女の子と交代していた。名前も知らないけど、男子なのでいくらか話しやすい。

「出てきたんじゃない？」

「そう」

　俺がトイレに行っている間に出たのかな。一応確認したいけど、次の部活がやってくる。受付をしているうちに、『女史』が出てきた。

「どうでした？」

「別に、ぱっと見、変なのはなかった気がするけど、暗いからよく見えないのよね」

「あと中に、松まつ岡おか先生いらっしゃいませんでした？」

「はあ？　松岡なんていなかったわ。あいつのせいで、演目変更になったのよ！」

　松岡先生、嫌われているなあ。

「あの野郎、『大した結果も出していないのに、大きな顔だけはするなあ』ですってー。はあ？　成績至上主義な癖に、特進クラスから外れた先生はずいぶん大きなことをおっしゃられるわねえ。大体、去年機材が壊されたのもあいつがやったんじゃないかって……」

　スイッチが入った。終わらない終わらない。つらつらと松岡先生の話が出てくるのだから、憎悪を通り越して好きなんじゃないかと疑いたくなる。

「あっ、はい。ええっと、言いたいことはわかりますが、後ろがつかえてまして」

「──なんで私は言ってあげたの。そこは……」

　話、聞いてくれない。落ち着こうね。ごめんね、放送部員。俺の代わりに受付してくれている。早く終わらねえかな、と天に祈っていると、キュッキュッと足音が聞こえた。

「演劇部、受付できないだろ、困らせるなよー」

『三角巾』の足音だった。今日は大雨なので、湿気で体育シューズの底から音がするんだ。上履きと比べて滑り止めがついている。

　あー、しかし、床汚れているわ。あとでモップかけしないといけない。基本、体育館では体育館シューズを履かないといけないんだけど、面倒だから皆上履きで入ったりするんだよね。

「困らせてないから。あんたこそ何の用？」

　いや、困ってます。『女史』ったら自覚ないんだ、これは質たちが悪い。

「それがさ、ステージにスマホ忘れてきたみたいで。朝、入学式の準備したときじゃないかと思う」

「はあ？　何やってんのよ。全然、既読つかないと思ったら」

　仲悪そうに見えて連絡先は交換してんですね、お二人。

「だから取りに行っていいか？」

「すぐ戻ってきなさいよ」

　あっ、実はツンとしてデレ側の人なのかな。俺にはそういう特性の人はわからない。大体、ヤンとしている人にばかり会ってきたもんで。

「じゃあ、ちょっと見てくる」

「そう、じゃあね」

『女史』、ようやく去ってくれた。俺は、『三角巾』の後ろ姿に手をすりすり合わせておく。

『三角巾』のスマホはすぐ見つかったらしく、五分もしないうちに出てきた。

「ありましたか？」

「あった、あった。悪いね。仕事の邪魔して」

「いえ」

『三角巾』が帰っていく。そういや、陸上部、最初の紹介だったけど、『三角巾』はいなかったなあ。怪け我がしているから、代わりの人がやったのかな。

　それから、いくつかの部活の発表を挟んで、『名誉運動部』とオーケストラ部員が数人やってきた。

「どうしましたか？」

「演劇部と同じ理由と言ったらわかる？」

「はい、どうぞお通りください」

「そのまま残っていていいか？　すぐ出番だと思うけど」

「問題ないかと」

　どんだけ用心深いんだろう。去年、楽器や機材を壊されたことが、余程嫌だったってことはわかるけど。

　何か熱中できるものがあるっていいなと思いつつ、俺はスケジュールを確認する。

　あと二つ終われば、残りは大掛かりな出し物の部活だけ。オーケストラ部に演劇部。

　ということでさっさと終わらせたい。

「よっ、陸りく」

　ぎゅっと拳を握った俺に話しかけるのは、ユキだった。

　俺は進行表を確認する。次は剣道部で、ユキは両側から部長と副部長に挟まれてやってきている。逃げられないようだ。

「あー、早く終わらせたい」

「終わらせたいって、ただ立ってればいい。無駄にいい笑顔を見せて、ただ突っ立ってればいい」

「そうそう。あんたはマネキン。マネキンは何もしなくていいから」

　剣道部部長と副部長に言われる。

　ユキは、すごい言われようだ。

　部長と副部長はユキの素をわかっているみたいだ。よかったな、ユキ。同時に利用されているけど。

　文芸部の紹介が終わり、剣道部が移動する。

　俺は時計を確認する。一つの部活につき五分、だけどただカンペを読むだけの部活は三分とか四分とか時間が余る。それを見越して、オーケストラ部と演劇部は余った時間を有効活用するつもりでトリを狙ったのだ。

　俺としては、この辺りで厄介ごとが出てきそうな気がしたけど問題なく終わりそうで安心する。

　こんなことを考えている間に、剣道部が終わる。本当に何もしなかったな、ユキ。終始笑って、手を振れと指図されていた。

　剣道部が戻ってくる前にオーケストラ部は速やかに準備を始める。軍隊の隊列を思わせる楽器を持った部員たち。バイオリンやチェロ、シンバルにホルン、あとトランペットもある。他はよくわからない。大きな楽器はそのままステージに置いているはずだ。

　緞どん帳ちようが上がり、やってきた部員がそれぞれ楽器を持って配置に移動する。

　引き割幕というやつが、妙に曲がっている気がしたが、気のせいか。

　準備に二分もかからなかったのはさすがだなあと思いつつ、いや、残り時間足りるの？　という心配は予想通り、尺を無視した時間延長で終わった。

　次の演劇部がイライラしている。わかる、わかるんだけど、俺に殺意を向けないでくれ。

『名誉運動部』は演奏を終えると、満足しきった顔で楽譜を片付け始める。特に紹介もなく、片付けを終えた部員から出ていく。

　演劇部は、片付け途中のオーケストラ部を追い出すようにずかずか大道具を運び込んでいく。

　いや、寸劇にしようよ？　何、背景をスクリーンに映し出しているの？　五分だよ、五分。

　怖い、松まつ岡おか先生に文句を言われる。

　怒られる時は、『聖母』、何もしなくていいから、横に突っ立っててくれないだろうか。松岡先生は、特進クラスには甘いから、説教タイムが減ると思うんだけど。

　ハラハラしながらも、劇は終わった。

　演劇部は短い時間ながらもわかりやすい内容の劇で面白かった。面白いんだけど、そこ、カーテンコールかけないで。すぐ終わらせて。

　放送部が頑張って終わりのアナウンスをかけてくれたからよかった。『女史』はちょっと不満ながらも、舞台から降りてくれる。

　あとは、松岡先生が締めの挨拶をすれば終わりだ。ええ、あの松岡先生です。締めは学年主任です。

　けれど、おかしい。壇だん上じように松岡先生は現れない。妙な間に体育館がざわめく。

　どうしようか、と放送部が俺に助けを求めている。仕方なく、何人か残っていた先生に話をする。先生の一人が代わりに挨拶をする。三年の学年主任の先生がいて助かった。松岡先生とはさほど仲良くないようで、閉会の挨拶のあとは任せたとこっちに放り投げた。

　新入生は特に気にした様子もなく、体育館から出て行った。






　７






　新入生がいなくなり、片付けの時間になっても松まつ岡おか先生は現れない。

「どうしたんだ、松岡先生？」

『三角巾』が心配そうな顔をする。

「松岡、最後まで嫌がらせする気かしら？」

「いや、いくら松岡先生でもそれはやんないだろう？」

　歓迎会の中心になっていた三人が集まる。他にも、後片付けで各部活一人ずつ残ってもらっている。何気にユキも残っていた。

　嫌がらせだったとしても、松岡先生はさすがに最後の挨拶には出る気がする。自分の顔が潰れるようなことを嫌う性格だ。それに、なんだか妙に嫌な予感がした。

　ちょうど近くに師もろ岡おか先生がいたので俺は呼び止める。パイプ椅子の片付けを手伝ってくれていた。

「師岡先生、すみません」

「どうかしたの？」

　師岡先生はいつも通り生気がない返事をする。せっかくの二枚目が三割ダウンだ。

「松岡先生を知りませんか？」

「松岡先生？　見てないけど。さっき、挨拶が松岡先生じゃなかったのは、先生がいないからだったんですか？」

　いかにも社交辞令っぽく質問された。せっかくなので、話に巻き込むために説明する。

「──というわけです」

　師岡先生の顔がいかにも聞かなきゃよかった、と語っていた。聞いた以上何もしないのも罪悪感があるらしく、ポケットからスマホを取り出した。

「一応、松岡先生にかけてみるけど、それでいい？」

「お願いします」

　部長たちも師岡先生に注目する。師岡先生は本当に居心地悪そうだ。

「……取ってくれないな」

「電源は切られてないんですか？」

「電源は入っている」

　じゃあ、どこかにスマホを置きっぱなしにしているのだろうか。

　考えていると、後ろから足音と共にスマホのバイブレーションの音が聞こえた。

「おい、陸りく。これステージの左端に落ちてたんだけど？」

　ユキが使い込まれたスマホを持ってきた。片付けの最中に見つけたんだろう。

「左端？」

「ええっと向かって左側。演劇部か、オーケストラ部が落としたんじゃないか。一番後ろの幕のところだったから」

　ステージの左側を見る。確かにステージ全面を使っていたのは、その二つの部活くらいしかない。

「ちょっと待って」

　師もろ岡おか先生が、通話を切る。すると、ユキが持っているスマホの振動が止まった。

「そのスマホ、松まつ岡おか先生のものだ」

「えっ？」

　俺はスマホを確認する。

「じゃあ、松岡先生はどこにいるんですかね？」

　俺はユキたちが言っていたステージの左側へ移動する。

　なんだ、これ？

　床に水滴が落ちて湿っている。あとかすかに汚物の臭いがした。演劇部が使ったであろう脚立の前だ。

「きゃあっ！」

　ユキにくっついていた女子生徒の一人が目を見開き、尻もちをついていた。彼女は口をパクパクさせながら、震える指でステージの左上をさしていた。

　俺はそれを目で辿たどる。

　すると──。

　引き割幕とかすみ幕に隠れるように、変わり果てた姿の松岡先生が首を吊つってぶら下がっていた。

　脚立の上には靴が揃そろえられ、松岡先生の足からは尿が滴り床にしみを作っていた。
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「最悪だな」

「最悪だ」

「いつものことだけど」

「うん、まあまあ久しぶり」

　俺はユキや死体発見した数名と共に、生徒指導室にいた。しかも警察の監視付きで。

　松まつ岡おか先生は死んでいた。ステージ上部、ぶどう棚から下げたロープで首を吊つっていた。

　すぐさま警察を呼び、こうして俺らは事情聴取を受けることになった。師もろ岡おか先生は真っ青になって部屋の端っこで死にかけている。若い教師にはヘビーすぎる案件だ。

　あまりにショッキングな光景で、ユキと共にいた女子生徒は保健室で寝込んでいる。あとで事情聴取を受けるという話だが、第一発見者は多数いるので簡単に終わるだろう。

　警察としては自殺と見ているようで、念のため俺らに事情聴取をすることになった。

　しかし、自殺か。

　ずいぶんな場所でやってくれたものだ。体育館の天井近い場所にぶら下がっていて、オーケストラ部も演劇部も気付かなかった。

　ちょうど幕と幕の間に挟まれるようにぶら下がっていたのだ。

　部活動紹介の際に見つからなかっただけまだましだろう。新入生全員が目撃者となれば、今の騒ぎどころじゃない。

　なので、体育館に残っていた遺体の発見者たちは順番に聴取されるのを待っている。

　しかし──。

「腹減った」

　あー、お腹なか減った。昼飯も食べてないのに、どれくらい待たされるんだろう。

　さっさと帰りたい、ダメ元で生徒指導室の入口に立っている刑事に聞いた。

「あのーすみません」

「なんですか？」

　若い警官だが、丁寧な口調だ。知ってる。テレビの刑事ドラマみたいな態度取ると、色々面倒ですもんね。たかが高校生の俺に横柄な態度を取ったら、どこで告げ口されるかわかりませんものね。若人、頑張れ。なんとなく『若人』と呼ぶことにする。

「早く帰りたいんですけど」

　俺自身、ものすごく馬鹿っぽい発言だってわかっている。でも、成長期の腹はどうにもうまく調整できない。

「わかっています。ただ、話を聞く順番がありますので、もう少し待ってください」

「……」

　俺はぐるぐる鳴る腹を押さえる。

「陸りく」

　ユキが俺の首を突つついた。びっくりして跳ね上がる。

「何だよ？」

「何だよとはなんだ？　施しを与えてやろうと思ったのに」

「そ、それは!?」

　ユキの手には、カロリーバーがあった。普段はボソボソしてどこが美お味いしいのかわからない代物だが、今は何でもいいから腹におさめたい。

「ユキさん！　お願いします」

「しかたないなあ」

　そんなやり取りをしていると、鋭い視線が突き刺さった。

『聖母』が俺とユキを睨にらんでいた。いや、睨んでいるのは俺だけに思えるし、睨むというより蔑むという表現のほうがしっくりくるかもしれない。

　やっぱり嫌われている。

　正直、女の子とはあまり接点を持ちたくないんだが、横にいるユキが妙な顔をしているので仕方ない。

「あ、あのう、柊木ひいらぎさん。俺、なんか君にとって気に食わないことをした？」

　正直な感想だった。俺は、彼女にとってプラスには働いていないが、マイナスにも働いていない。だが、イケメン以外は息を吸う権利がないと言われたらどうしようもない。

『聖母』は俺とユキの顔を交互に見て、息を大きく吸った。

「では、はっきり言わせてもらいます。斎さい藤とうくんが迷惑しているので、あまり一緒にいないほうがいいかと思います」

　あー、これはたまにあるやつだー。

　ユキの名字は斎藤。ユキはご承知の通りイケメンなので女子人気がすごい。しかも剣道の特待生でスポーツも万能。俺みたいなモブ顔が横にいるとそれだけで気に食わないという人がたまにいらっしゃる。『聖母』は前々から俺のことを知っていて、不愉快に感じていたんだな。

　そういうことね、と俺は一人納得。ただでさえ気に食わなかったのに、ユキと一緒にいるのを見たらたまらず口にしてしまったということ。

　しかし、『聖母』は勇気あるなあ。たまに似たようなことを言う女子、時々男子がいるけど、ユキの前で発言しちゃったよ。

　さて、ユキはと言えば──。

「ねえ、誰が迷惑してるの？」

　声は落ち着いている。唇も緩やかな弧を描いている。ただしアルカイックスマイル。目が笑ってない。

「別に自分は陸りくのこと迷惑とは思っていないし、勝手な憶測で話さないでくれるかな？　見ず知らずの他人に、交友関係をとやかく言われたくないんだ」

　美形が怒ると怖い、怖いんだが。

『聖母』は一瞬悔しそうにうつむいていた。

「とりあえず、わかりました」

　わかっていないだろうな。ユキに背中を向けると、俺を横目で睨にらんでいるんだもん。

　これ、逆効果だ。たぶん、彼女の脳内ではユキは幼おさな馴な染じみを庇かばういい奴やつで、俺はそれに甘えまくっているろくでもない奴になっている。さらに印象が悪い。

　俺は味のしないカロリーバーを飲み物無しで食らうことになった。

「あーやっと終わった」

　戻ってきたのは『三角巾』だ。

「どうだった？」

『女史』が訊たずねる。『名誉運動部』や他に残っていた生徒たちも近づく。

「どんな状況だったとか、松まつ岡おか先生を最後に見たのはいつだったか聞いてきただけだよ」

『三角巾』はあたりさわりのないことを言った。

「どうやら警察は自殺だと見ているみたいだよ。あまり気にせずと言うと語弊があるけど、そこまで気負わずに話せばいいと思うよ」

「じ、自殺よねえ」

　戸惑いつつほっとした顔をする『女史』。あれだけ松まつ岡おか先生のことを散々言っていたけど、さすがに本当に死ねとは思っていなかったようだ。

「自分の事情聴取終わったらさっさと帰れるんだよね？」

　確認する『名誉運動部』。

「帰れるんですよね？」

　念押しするように、『若人』に確認する『三角巾』。

「はい。問題ないと思いますけど」

　俺はそれを聞いてぴくりと反応した。俺の些さ細さいな動きに気付いたのは、ユキのみで他は「早く終わらそうぜ」とか言っている。

　俺はどうしようか、と思った。

　早く終わりそうな事情聴取に安心している三人。

「あのー」

　俺はおずおずと手を挙げる。

「次、俺の事情聴取でいいですか？」

「えっ、君？」

『若人』が戸惑った声を上げる。

「ちょっと、順番を守ってください。不ぶ躾しつけじゃないですか？」

　噛かみついて来るのは『聖母』。

「不躾って何？　順番って？」

　間に入ってきたのはユキだ。『聖母』の眉が下がる。

「陸りくも第一発見者だよ。ここ数日、イベント補助委員としてずっと舞台近くにいたから、松岡先生は担任だから、呼ばれる順番としては別に最初でもおかしくないんだけど。まー、最初が嫌だったから陸上部のキャプテンが先に事情聴取受けただけ。それがなんで不躾になるわけ？」

「……そ、それは」

　やめろ、ユキ。だから顔が怖いんだってば。うわー、お前が俺を庇かばうほど、『聖母』が俺を睨にらんでくる。

　怖い、色々怖いし、たぶんなにか誤解している。

　ユキは、刑事に向けてにっこりと笑顔を見せる。とても嫌な予感がした。

「あと、普段なら陸はこうやって意見することはないですよ。何か確信があって言ったんだろ？」

　ユキが俺の肩に手を回す。

「例えば犯人がわかったとか？」

「は、犯人？」

『若人』が驚く。

　俺は気まずくなって俯うつむき、首の裏を掻かく。

「何か、知っているのか？」

「知っているというか」

　本当に、本当に困ったことに。

「他殺を自殺に偽装している可能性があることがわかりました」

　新入生歓迎会に至るまでの準備、歓迎会当日、そして、今集まっているメンバー。

　俺の目の前で、『他殺』という解に至る式が揃そろってしまった。
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　生徒指導室の隣は、進路指導室だ。

　どちらも学校内では比較的秘密を守りやすく作られている部屋で、事情聴取なんて縁起でもないことをするには向いている。

　俺は緊張しつつ進路指導室に入る。中には、渋いおじさん刑事とちょっとセクシーな眼鏡の女性刑事がいた。おじさん刑事はドラマで『おやっさん』と呼ばれていそうな風貌。女性のほうがなんだか秘書っぽい知的な雰囲気を漂わせている。うん、『社長秘書』だな。

「君かい？　妙な事を口走っている生徒は？」

『おやっさん』は優しい声色だったが、その実「素人は口出すな」と語っていた。

　わかる、わかるんだけど。わかるからもっと穏便にやりたかったのに、ユキが口を出すから。ユキは「いってらっしゃい」と笑顔で見送ってくれた。そうやって無責任に見送られたことは一度や二度ではない。

「一応、聞いておくけどなんで自殺じゃないと思うんだい？」

「自殺じゃないとは言いません。自殺と他殺、俺は、可能性がイーブンだと思っているだけです」

「イーブン？　状況から考えると、自殺としか思えないけどね。被害者の死亡推定時刻は、発見の二時間前。十一時三十五分前後、ちょうどその時、殺害が可能だった人はいるかい？　無理だろう？」

『おやっさん』の言う通りだ。

「はい、刑事さんは他殺が不可能な状態なので、自殺という流れにいくんですよね？」

「そうなるね」

「でも脚立の上に靴とか、脱ぎにくくありませんか？　そういうの気になりません？」

「……」

　気になるようだ。そうだよ、脚立の上で靴を並べるなんて、けっこう器用じゃない？　脱ぐとしても普通、脚立に上がる前だろう。

「では話を聞かせてくれるかい？」

『おやっさん』はもし犯行が可能なら聞きたいらしい。

「ちょっとメモしながら、まとめてもいいですか？」

「どうぞ」

『社長秘書』がホワイトボードを持ってきてくれる。俺は、マーカーを手に取るとタイムラインを書き込んでいく。

「入学式が終わったのが十時半、トイレ休憩をはさんで、十時四十五分から新入生歓迎会。挨拶もそこそこに十時五十五分には最初の部活の紹介が始まりました」

「詳しいね」

「イベント補助委員なので時間はみっちり管理してました」

　俺としてはやりたくなかった。でもやらねばならない。時間が押したら自分の責任になりそうだったから、とにかく必死だった。

　どう考えても歓迎会とは名ばかりの部員争奪戦は、二時間以上、下手すれば三時間近くかかる。昼飯前の新入生が可哀かわいそうなので、できるだけ早く終わらせたいというのもあった。

「一応言っておきますね。俺は、死亡推定時刻はずっとステージ横にいました。放送部と一緒に、放送機材の前ですね。離れたのは一度、トイレに立った時くらいです。けど、すぐに帰ってきて、五分ごとに次の部活の紹介者を確認しないといけないので、俺に殺害は無理ですよ」

「わかっています。君に聞きたいのは、逆にステージの奥に入っていった人だよ」

「そうですよね」

　たぶん、俺か近くにいた放送部に聞けばわかる。俺はタイムラインに書き込む。

「まず、演劇部やオーケストラ部が楽器や道具を持ってきました。他にも手伝いに何人かいましたね。これが、入学式が終わったあと、十時半過ぎ、三十五分くらいだったと思います。十五分くらい経たって、部活動紹介が始まる前に出て行ってください、と俺は言いました」

「へえ。なんでだい？　別にステージと言っても、幕がしっかり下りていて見られないなら続けても問題ないだろう？」

「実は去年、オーケストラ部と演劇部の機材が壊されていたことがあったそうです。それで、かなりピリピリしていて、ステージ内への立ち入りはかなり制限されています。ということで当事者たちにも出て行ってもらったわけです」

「ええ、密室というものですね」

『社長秘書』が言った。

　そうだ、そうなのだ。

　俺と放送部が待機していたのはステージ向かって右側。左側からもステージに入ることができるが、今回、しっかり施錠させてもらっている。その鍵は俺が持っていて、誰も持っていけないことは確認済みだ。

「被害者の死亡推定時刻は、十一時三十五分前後。まだ一人にしか聞いていないが他殺と判断するには不可能な状態ではないかね？　ええっと、真ま丘おかくんだっけ？」

　素人が口出しするな、と言いたいんだろう。わかる、とてもわかる。

「そうですね。俺は放送部の部員と一緒にずっとステージに向かって右側に待機していました。先生が発見された場所は、ステージ上左側。左側のステージに上がるドアは施錠していて、右側のドアからしか入れません。あっ、もちろん、正面から幕をめくって突入すればできますけど」

　千人近い新入生の前でやろうものなら、隠しようがない。誰かが見ているはずだからステージ上は密室と考えるべきだ。

「ふむ」

『おやっさん』は、『社長秘書』を見る。

「図にしてもらえるとありがたいんだが」

「わかりました」

　俺はタイムラインの横に、簡単な見取り図を描く。オーケストラ部や演劇部にこき使われたおかげで体育館の見取り図は暗記するほど見せられた。大きな四角とそこに繋つながる空間を描く。

「左側の通路はどうして施錠しているんだい？」

「はい。さっきも言ったように、機材を壊されないようにです。あと、ステージに繋がる左右の通路の鍵は俺が持っています」

　俺はポケットに入れた鍵を見せる。まだ、職員室に返していない。

「鍵は歓迎会中、長テーブルの上に置いていました。放送部も見ています」

『おやっさん』はじっと俺を見る。

「俺を疑うなら仕方ないですけど、五分ごとに違う部活の相手をしていますし、無理ですよ。一回だけトイレに立ちましたけど、松まつ岡おか先生がステージ奥に入ってから十五分くらいあとです。すぐ戻ってますよ。さすがに二、三分で殺すのは不可能でしょ？」

「君のアリバイはみんなが証明しているよ。ただ、いつ頃、誰がステージ内に入ったか、君が一番わかっているはずだ。どうして、被害者の松岡さんが他殺かもしれないと言える？」

「では、俺が覚えている限り、書いていきますね」

　俺はタイムラインをさらに細かく書く。

　ええっとまとめると。

　九時、入学式開始。

　十時半、入学式終了。

　トイレ休憩。

　十時三十五分、オーケストラ部・演劇部他ステージ奥へ。

　十時四十五分、新入生歓迎会開始。

　十時五十分、オーケストラ部・演劇部他ステージ外へ。

　十時五十五分、部活動紹介開始。

　十一時三十五分前後、死亡推定時刻。

　十三時五分、部活動紹介終了。

　十三時二十分、新入生歓迎会終了、片付け開始。

　十三時三十五分、死体発見。

　ついでに部活動名を、紹介した順にずらっと書き連ねる。

「ちょ、ちょっと待って？」

『社長秘書』が俺を止める。

「何も見ずに書いているけど、あっているの？」

　俺はポケットから書き込みの入ったスケジュール表を見せる。

「気になるようでしたら確認してください。時間も細かく明記しています」

　うん。スケジュール調整めっちゃ頑張ったよ、俺。十分前行動だって言ってるのに遅れてくる部活とかなんなのさ。もし、演劇部部長に責任問われたら、遅れた部活に責任転嫁するためのメモが、思わぬところで役に立った。

　こういうものの暗記は本当得意なんだよね。勉強にはあまり生かされないけど。

　最初に陸上部が紹介を始め、比較的、手間がかからない部活から順に紹介があった。

「松岡さんがステージの奥に入ったのはいつ頃ですか？」

「はい、たぶん死亡推定時刻と変わらない時間だと思います。ええっと、ステージ内を確認するからって入ってきたのは柔道部と手芸部の間だったので、十一時半ですね」

　死亡推定時刻が発見から二時間ほど前で、十一時三十五分前後。ほぼ一致する。つまりステージ奥に入ってからすぐ殺されたことを示している。

　俺は『松まつ岡おか先生ステージ奥へ』と書き込む。

「なぜ松岡さんがステージ奥に入ったかわかりますか？」

「うーん、機材チェックのためだったようです。去年の学園祭で、演劇部が何か危ないことをしようとしたらしいからだと思います。今年は、昇降装置を使おうとしていたけど却下されていました。他に危険な機材を使わないかの確認です」

　確かに機材は揃そろっていても五分の演劇でやるには大掛かりすぎるし、急ぐと危険が伴う。松岡先生が生徒に規律を押し付けるのが窮屈なのはわかるけど、部活に情熱を持っていない俺としては何も事故がないほうがほっとする。

「このあと俺がトイレに行って」

　十一時四十五分、俺トイレっと。この時、松岡先生のことをちゃんと放送部に確認しておけばよかったかな。いや、もう死んでただろうし、無理だな。

「次にステージ奥に入ったのは、演劇部の部長で、その次が陸上部キャプテンですね。最後にオーケストラ部が数名、楽器のチェックに入っていきました。松岡先生が出てこないなと思っていたんですけど、その時に気付いていればよかったのかもしれません」

「いえ、まさかこのようなことになるなんて、君も思わなかっただろう。それぞれ、何時ごろステージ奥に入ったかわかるかい？」

「では書き込んでいきますね」

　俺は記憶を辿たどる。演劇部部長がやってきたのは──。

「間違いがあるかもしれないので、部長本人と放送部の子に確認してください」

「すごい記憶力だな」

　素直に感心されるけど、あまり好きじゃない特技だ。

『女史』が十二時半。

『三角巾』がその十五分後。

『名誉運動部』たちは自分たちの出番のちょっと前にやってきていたな。

「でも、君の死亡推定時刻のアリバイがしっかりしているという裏付けにしかならない。どうして他殺だと思うんだい？　何かしらトリックを使って、松岡さんを殺したと君は言いたいのかい？」

『おやっさん』はあきれつつも俺の話を聞いてくれる。高校生の戯たわ言ごとと思っていない。いい刑事さんだとわかる。

「今から説明をするところですけど、その前に」

　俺は立ち上がり、進路指導室のドアを開ける。

「うわっ！」

「キャッ！」

「っぐ！」

　ドアの前に張り付いていた生徒たちがなだれ込んでくる。

「ええっと、先輩たち……」

『女史』と『名誉運動部』、あと放送部の子だ。

「俺は止めたんだよ」

『三角巾』が弁明する。ユキや他の生徒も後ろにいて、盗み聞きはしないまでも好奇心が見え隠れしていた。

「おい、何をやっているんだ？」

『おやっさん』は、隣の部屋で生徒たちを監視していたはずの『若人』を睨にらむ。

「ええっと、だって仕方ないじゃないですか。真ま丘おかくんでしたっけ？　みんなの前で滅め茶ちや苦く茶ちや意味深なことを言って出ていったんですよ。気になるな、と言うほうが無理ですって」

　いや最初に言ったのはユキだ。おい、ユキ。「てへっ！」とか、見た目に似合わないことするんじゃない。

『おやっさん』はため息をついて、『社長秘書』を見る。『社長秘書』は軽く頷うなずく。

「わかった。できれば一人一人話を聞きたかったんだが、情報に間違いがないか全員で確認しようじゃないか」

「いいんですか？」

　俺は疑問に思わずにいられない。普通、事情聴取と言ったら、口裏を合わせられないようにやるものだろうと思ったからだ。

「真丘くんの聴取が終わったら、他はさらっと話を流すだけで矛盾がないか確認するつもりだった。ちと、変則的だが大丈夫だろう」

　大丈夫なのかー？　とは思いつつ、俺としては好都合だった。

　皆が進路指導室に入るとさすがに少し狭い。

　ええっと、刑事二人に、部長キャプテン三人、ユキと『聖母』、放送部の二人。その他、残っていた人たちは入りきれないので隣で待ってもらった。

　さすがに狭いから、仕方ないよね。

『若人』は気になりつつも、結局隣の部屋で待機。

「ホワイトボードに書かれてある内容に間違いはないか？」

『おやっさん』が問いかけるが、異義を唱える者はいない。

「はい、念のため」

　手を挙げたのは放送部の一人だ。

「私は十一時五十分まで、アナウンスをしていました。それから、交代しています」

「はい、引継ぎました」

　放送部員ＡとＢの話。あー、そこは付け加えてなかったな。俺がトイレ行ったあとすぐだ。

「あと真ま丘おかくんは一度だけ、席を立ちましたがステージに入っていません。確か、トイレでしたよね？」

「うん。ほらここに書いてある」

　ホワイトボードを指す俺。

「時間は二分ほどで、すぐ戻ってきました」

　裏付けありがとう、放送部員Ａ。

「鍵は？」

「歓迎会の間、鍵はずっと目の前に置いていたので、取られることはなかったと思います」

　放送部二人の発言は、俺の発言と矛盾しない。

「つまり完全な密室なわけだけど、真丘くんは他殺の疑いを持っているんだったな？　さあ、どういうことか説明してくれるかい？」

『おやっさん』は再び俺に焦点を当てる。

「何か言ってたな」

「言いがかりはよしてよね」

「なんかわけのわからないこと言っている人がいる」

　いや、最後の『聖母』。妙に突き刺さる言葉だったよ。

　ただユキだけは、ポーカーフェイスで俺を見ている。幼おさな馴な染じみのこいつだけは、俺の話を疑っていない。

　俺は息を吐き、ホワイトボードの前に立つ。

「はい、ステージ上は密室に見えますけど、実は一つ通路があります」

「えっ？　どういうこと？」

『女史』が瞬まばたきする。

「いや、あなたが一番知っているんじゃないですか？」

　俺はホワイトボードに描いた見取り図、ステージの中央を指す。

「昇降装置、これで下から移動できますよね？」

「あっ!?」

　皆がざわめく。そうだ、ステージの入口はもう一つある。床がステージ下に繋つながって、そこから移動できる。

『社長秘書』が俺に黒いマーカーを渡す。俺は、マーカーで昇降装置を描きこむ。ついでにステージの左側に四角を描きこんだ。

「その四角は？」

　ユキが聞く。

「昇降装置の操作盤。ついでに言うと右側には、放送機材がある。もっともマイクがあるからステージとの間に扉一枚挟んでいるけどね」

　俺と放送部員たちが待機していた場所だ。

「じゃあ、無理じゃない。昇降装置と操作盤の距離が離れているもの」

　きっぱり否定する演劇部部長。

　うちの学校の生徒数は多く、第一体育館は広い。もちろんステージも広い。ステージ中央から操作盤まで十メートル以上ある。わが校にある三つの体育館のうち一番大きい。

　でも俺は知っている。

「操作盤を動かしてすぐさま奈落に降りかけたところに飛び乗れば可能ですよね？」

　昇降装置は急激に落ちたりしない。けっこうゆっくりしていたことを覚えている。

　音については、意外と静かだった。分厚い緞どん帳ちようと他の幕が間に入っていれば聞こえないと思う。

『女史』は唸うなりつつ、俺の意見を認めた。

「で、でも、やっぱりおかしいわ！　最終的にステージ上からいなくなるとして、まずステージに入る方法は？　降りた後に元に戻すのは？　操作盤は一つしかないし、リモコンみたいに持ち運びできるものでもないのよ？」

「ではその説明をします」

　俺は、入学式から始まるタイムラインの上に書き加える。『犯人』と書き込む。

「入学式後、トイレ休憩中。そのままステージ上に居残る」

「あっ」

『女史』だけではない。皆が、呆あつ気けにとられた顔をする。

「トイレ休憩中に、演説台を片付けて、楽器や機材を運び込みましたよね？　時間がないので、演劇部、オーケストラ部以外にも入っていたと思います。つまり、新入生歓迎会が始まる前の時点では、誰でも立ち入りできた状態でした」

　つまりずっとステージに隠れていれば問題ない。隠れる幕はたくさんある。

「確かに。でも、それだけじゃ無理だろ？」

『名誉運動部』が口を出す。

「出るときに奈落へ下がった昇降装置はどうなんだ？　さすがに下がったままならおかしいだろ？」

「ええ、でもまたステージ上に戻ってくれば、問題ないですよね？　そして、昇降装置を戻すことができる人物がいます」

　俺は進路指導室をぐるりと見回す。全員の視線が、ある人物に集中する。

「な、何よ！」

『女史』である。

「私がやったって言うの？」

「いや、っていうか、お前だけだろ。松まつ岡おか先生殺せるのは」

『名誉運動部』が突っかかる。

「大体、部費減らされるし、去年、機材壊したのも松岡先生を疑っていたじゃないか。アリバイが無い上動機も十分だろ」

「いや、ちょっと待ってください」

　俺は、突っかかる『名誉運動部』を止める。

「普通に、先輩にはアリバイがありますよ」

　俺は答える。

「そ、そうよ！　忙しい時間なの！　準備のため学校中駆けまわっていたわ」

「俺も見てます」

　放送部員Ｂが証言する。

「何より、昇降装置扱えませんよね？」

「……なんで知っているの？」

「機械音痴と耳にしました。他の部員にマニュアル見せてやらせているのも見ています」

　安心したものの居心地が悪そうな顔をする『女史』。

「じゃあ、誰だっていうんだ？　俺か？」

『三角巾』が左手を挙げる。右手は三角巾にぶら下がっている。

「確かにアリバイ的には可能ですけど」

『聖母』が確認するように呟つぶやく。

　アリバイ的には可能。入学式が終わったあと、こっそりステージに上がっておく。そのまま、幕の裏に隠れて松岡先生が来たところで殺害。死体は見えにくい場所に吊つり下げておく。そのまま、待機を続ける。『女史』がやってきて出ていったところで、昇降装置で奈落から出ていき、何食わぬ顔でステージに入って昇降装置を上げる。

『女史』の性格を考えると、一度ステージに入って設備を確認する可能性が高い。それを踏まえたとしたら、大したものだ。

「確かに俺は、部活動紹介には出ていないし、明確なアリバイもない。でも、どう考えても無理だよ」

　カチカチとギプスを叩たたく『三角巾』。

「そうだな。まず、他殺って無理だろ？　あんな高い位置で松岡先生は首を吊っていた。先生の体重考えてみてくれ。八十キロを超えているよ。俺だって、先生を運べないぞ」

　それなりの体格を持つ『名誉運動部』の意見に皆賛同する。

「フライングに使う器具、滑車装置を使っても不可能ですか？」

「滑車装置、確かにうちの部活にあるけど……」

『女史』は目を細める。

　滑車。人間には知恵があり、道具を使って簡単に物を運ぶことができる。てこの原理が有名だ。滑車もその道具の一つだ。

　滑車装置とは、いくつかの滑車を組み合わせることで持ち上げる重さを軽減させるものだ。ただ、滑車の数が増えれば、滑車自体の重さが増えるのと、重さの代わりに引っ張る距離が増えたはずだ。

　物理で勉強したんだけど、細かい式は忘れた。でも、松まつ岡おか先生一人なら可能だと思う。

　澱よどんだ空気が進路指導室に漂う。こういう空気ってやっぱ苦手なんだよな。誰かの殺意がビシバシ当たる感じ。もしくは疑心暗鬼の空気。

　でも、ここまで来ると最後まで説明しないといけない。

　やりたくないなーと思っていたら、『社長秘書』がホワイトボードの前に立った。

「では犯人は、松岡先生を待ち伏せ殺害、滑車装置を使って遺体を吊つり上げたという見解でいいですか？」

「はい。やるとすればですね。松岡先生の隙を見て後ろから首にロープをかける。滑車装置を使って、ロープを自分の体に巻き付けるように引っ張れば片手でも大人一人を持ち上げることは可能です」

「殺害は可能ですね。でも、その後は？　死体を天井に吊るすのに片手で可能ですか？」

「フックを使えばできます。ロープはフックに結び付けられ、フックはさらにフックで繋つながっていればどうですか？　ええっと口で説明するのは難しいですね」

　俺はホワイトボードを裏返し、棒人間の絵を描く。

「まず松岡先生を殺害するとともに、発見しにくいほど高い場所まで吊り上げます」

　俺は棒人間をもう一つ上に描く。

「殺害に使った紐ひもは先をフックに繋げておく。これで、一度固定されますよね？　紐をもう一本用意して紐をくくり、首に繋がった輪に通して結べばどうですか？　滑車装置に繋がった紐は切断、滑車装置も回収する。まあ、本当にそういう結び方をしているとは確認していないんですけど」

「……真ま丘おかくんの言う通り。首にかけられたロープと、天井に繋がったロープは別物、二本が結び付けられていました」

『社長秘書』は先ほど撮ったであろう現場写真を見せてくる。

　皆の視線は、『三角巾』に集中する。

「はあ、なんだよ。全員で俺を悪者にするのか？　確かに俺には殺害が可能って話だろ？　でも、俺が犯人っていう証拠はあるのか？　松岡先生が本当に自殺ってセンは消えたのか？　なにより、俺には動機がないだろ？」

　俺はゆっくり息を吐く。ここまで言ったら素直に白状してもらいたい。

「今日って大雨ですごい湿気ですよね？」

「それがどうしたんだ？」

「いえ、奈落を通って戻った場合、しっかり足跡が残っているんじゃないかなって。今の警察の鑑識さんは優秀なので」

「馬鹿馬鹿しい、俺の足跡が残ってたからなんだっていうんだ。数日前、俺は君と……」

　そこで、『三角巾』の顔色が変わった。どうしようもない痛恨のミスをしてしまったことに気付いたのだ。

「雨の日の体育館って滑りますよね？　松まつ岡おか先生を吊つり上げる際、足元が滑っては困るし、昇降装置に駆け込むときも大変だ。なので、体育館シューズを履いていますよね？」

　上履きと体育館シューズでは足跡が違う。前回、奈落に下りたとき、『三角巾』は上履きを履いていた。

『三角巾』は放心し、肩を落とす。

「なんで、あんたが……」

『女史』が震えて『三角巾』を見つめる。

「……松岡が厳しいのは別に文化部に対してだけじゃないんだ。運動部でも、記録が残せなきゃ容赦なく切られる。俺みたいにスピードはそこそこで、バトンの流れで成績を取っているリレー走者なんて、換えが利く部品なんだよ。キャプテンがなんだ、見苦しいから部活動紹介には出るなとか言われて、雑用ばかり押し付けられる。大体、怪け我がをしたのだってあいつが雨の日に廊下で練習をさせたせいだ」

　乾いた笑みを浮かべる『三角巾』の目には、涙があふれていた。

　俺は彼が感情をあらわにするほど、冷めていく。

「レギュラーに戻りたければ、『俺のやることを手伝え』だそうだ。わかるか？　去年の学園祭、楽器や大道具が壊されていた話。あれは松岡がやっていた」

「なんて奴やつ！」

「あの野郎！」

『女史』と『名誉運動部』が憤っている。

「真ま丘おかくん、一つ聞いていいかい？」

「なんですか？」

『三角巾』の声は涙で濁っていて少し聞きづらい。

「なんで、松岡が自殺じゃないと思ったんだ？　しかも俺が犯人だって。自分で言うのもなんだけど、人当りはいいほうだよ？　そんな素振り見せたかな？」

　その質問にはどう答えるべきか俺も困る。

　松岡先生の他殺が疑われたとしても、俺がアリバイを崩さなければ、『三角巾』が犯人とはわからなかったかもしれない。

「ただ、現場の状況を見る限り、先輩が犯行可能であるという証拠が揃そろっていただけです」

　人間は変わる、いい意味でも悪い意味でも。何より俺は『三角巾』のことは知らない。だって名前すら知らないのだから。

「俺は、先輩の人柄を隅から隅まで知っているわけではありません。付き合いの浅い俺が『先輩が人殺しなんてするわけない』と言い張ったほうが気持ち悪く思いませんか？」

「それもそうだな……」

　俺の答えに、『三角巾』は乾いた笑いを見せて、『おやっさん』に連れて行かれた。
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　あー、嫌だ。本当に嫌だ。

　どうにかしてくれ、この厄介ごと引き寄せ体質。

　俺は何もしてないよ、してないんだけど、なんでか怖い女性ばっかり近づいて来るし、事件が起こるんだよ。死神とか言われたくないんだけど。

　高校入ってからできるだけ気を付けて来たのに。

「殺人事件は久しぶりだね」

　ユキが天気の話題でもふるような気軽さで話しかける。

「いや、滅相もないこと言うなよ」

『三角巾』が警察に連れて行かれ、事情聴取のために集められた生徒は解散になった。

　俺は、同じ学校の生徒が犯人となって皆がしょんぼりとなっているうちに逃げた。ユキも逃走した。だって、あれだよ。俺の発言で『三角巾』が捕まったんだよ。いい気分はしない。でも、気付いた以上、言わないといけない。

　こういう時は、教室に荷物を取りに行って、さっさと下校するに限る。

　俺たちは靴箱で上履きから靴に履き替えた。

「なあ、ユキ。もう少し穏便に済ませたかったんだけど、俺」

　爪先をトントンしながらユキに言った。ユキはスポーツバッグと竹刀を入れた袋を持っている。

「そうやって、目立つの嫌うよね、陸りくは。もっと陸は自分の能力ひけらかしてもいいんだよ。そんなんだから、私の腰巾着なんて言われるんだ。私はそれが嫌なんだ」

　ユキは昔からそうだ。俺が無能と思われるのが嫌なんだろうけど。

「俺、ユキの腰巾着って言われてるの？」

　地味にショックだ。添え物とか、福神漬けとか呼ばれているのは聞いたことがある。

「まあ、柊木ひいらぎさんだっけ？　あんな風にあからさまな態度を取る子は少ないけどね」

「なあ、ユキ。あの子、たぶん勘違いしているぞ」

「勘違い？　何が？」

　ユキはにこっと笑う。

「お前のこと、男だと思っているぞ」

「そだね」

　ごく当たり前に受け入れるユキ。

　俺は呆あきれるしかない。ユキの本名は、斎さい藤とう幸ゆき美み。染色体はＸＸ。つまり女性だ。

　うちの学校は制服だ。だが、ジェンダーフリーとかいう観点で、男子用、女子用という区別はない。なので一部の女子はスラックスを愛用している。

　ユキもまたその一人だ。身長も高くあまりに似合いすぎている。名前も『幸美』を『ゆきよし』と読む者も多い。

　結果、ユキを男と勘違いしている生徒多数。

『聖母』は確実にユキの性別を誤解しているだろう。

　俺たちは校門へと向かいながら話す。

「さっさと誤解といてやれよ」

「といたところでどうなるの？　ああいう手合いは、勝手に勘違いして勝手に傷ついて勝手に他人を悪役にすんだよ。それを一番わかっているのは陸だろ？」

「うん、まあ……」

「なんか言ってきたら私が追い出すから気にしないで」

　そう言うとユキはニッと笑い、そっと袋から竹刀を取り出す。ユキの目は笑っておらず、唇からのぞく八重歯はぬらりと輝く。

「ユ、ユキ。いつも助かっているけど、穏便にな」

　ユキには何度も助けられているけど、年々、対応がきつくなっている気がする。

「私が陸を守るから安心して」

「安心も何も」

　ユキが心強いことには違いないが、年々、捻ねじれている。

　そして、真ま丘おか家の男の宿命は、俺に安寧の時間を与えない。

　校門の前に、スタイルの良い美女がいた。雰囲気は違うが、さっき事情聴取をしていた『社長秘書』だ。

　やっぱりなー、と俺は思う。

　あの場には、三人の刑事がいた。『おやっさん』、『社長秘書』、『若人』。一見、『おやっさん』が一番偉いように見えたが、彼は『社長秘書』の顔色を窺うかがっていた。

『社長秘書』は、俺に近づいて来る。ユキが目を細め警戒。

「今日はお世話になったわね」

『社長秘書』は、俺とユキに名刺を渡す。

　桜の代紋と何たらかんたら肩書きとともに『警視　安あ良ら城ぎ　桜さくら子こ』の文字が目に入る。警視、警視って言うとたしか警部より偉い。安良城さんとやらの年齢を考えると、どう考えてもキャリア組だ。いやなんでこんなところにいるの？　管轄外じゃない？

　たとえ警視であろうと警部であろうと、俺としてはお近づきになりたくない。

「ええっと、警視さんが何か用ですか？　もう俺、帰っていいんですよね？　帰らないと塾に間に合わないんです！」

　小学生みたいな言い訳だー。

「いや、別に用ってわけじゃないけど、君のことをもっと知りたいと思ったの」

　安良城さんは、サラッと長い髪をなびかせると、校門の外に停とめていた赤い外国車に乗って去っていった。

　ユキは不機嫌な面になって、名刺を破り捨てている。

「なあ、ユキ。今の」

「フラグ立ちやがった」

　ユキは俺からも名刺を奪い取ると、紙クズにした。
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『拝啓　愛する我が妻、父さん、息子よ。元気でいるかい？

　僕は、南米の呪われた人形についての殺人事件に巻き込まれたよ。まさか犯人が僕が雇った通訳さんだとは、三年ぶりくらいの衝撃だ。おかげで犯人逮捕のあと、困ったよ。言葉通じないからね。一度、帰るつもりだったけど、クライアントが南米から近いからって今度はカナダに行けってさ。困ったものだ。家に帰るのが少し延びるけど元気にしておいてくれ。じゃあな。

ＰＳ　陸りく、誕生日おめでとう。遅くなったけど、プレゼントを同封しておくよ。気に入ってくれるといいな』

　俺は手紙とともに送られてきた小包を開ける。昨日届いたらしいが、俺は今週色々あったことがどっと押し寄せ、疲れて眠ってしまっていた。朝食とともに手紙と小包を渡されたのだ。

「……」

　土曜の朝から見るのにはふさわしくない物騒な物。

　防刃ベスト。うん、実用的だけど、これからの季節ちょっと暑いかな。でも実用的なんだよな。

「お父さんも大変ねえ。私もついていけばよかったかしら？」

「なーに、幸さち子こさんが苦労することはない。海外といっても、あいつの出張先はいつも危ないところだからなあ。それにしても、幸子さんが焼くサンマはいつにも増して旨うまい、これを食べるだけで寿命が十年延びるぞ」

「やーだ、お義と父うさんったら、お上手ねえ」

　うふふ、はははと和やかな嫁と舅しゆうとの姿。俺としては、少し憂鬱になりながら朝食を済ませる。

「陸りく、どこか行くのか？　学校は休みだろ？」

「うん。なんか結束式とかいうわけがわからないのがある」

　祖父の質問に俺は曖昧に答える。

「何それ？」

　母さんもなんだかわからないらしく首をちょこんと傾かしげる。自分の母ながら、幼女じみた仕草だ。

「学園祭とか体育祭とかなら聞いたことあるけど」

「それ関係。学園祭が五月にあるから学園祭実行委員が決まって、皆で集まるんだと」

「へえ、陸、実行委員になったんだ？」

　母の言葉に、俺は目をそらす。

「違う」

「えっ？」

「俺は、イベント補助委員だから」

　なぜ参加しなくちゃいけないのか、まずこっちが聞きたい。
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　高校生が皆ではしゃいで駄だ弁べって時間を気にせずいられる場所。大体限られますねえ。

　ええ、今、カラオケルームの大部屋にいます。大部屋に大体五十人いる。狭い、狭いわ、一クラス分だわ。

　うちの学校は一学年千人を超える。んでもって、一学年二十六クラスだったかな。この時点で、学園祭実行委員は三学年合わせて七十八人。

　それで、イベント補助委員も追加。なぜかこっちは二年生のみ。プラス二十六。あっ、欠席もいるらしいが、今日は概算で。というわけで百人近いわけ。

　大部屋を一つ借りて、あとは小部屋をいくつか。そういうわけで適当に分かれて騒いでいるわけだ。

　男女混合、とても気まずい、怖い、早く帰りたい。

　俺は野郎どもが固まっている小部屋を探した。だがなかった。女子部屋はあった。だが男子部屋はなかった。膝をつきつつ、大部屋に戻って今に至る。

　そして──。

「なんでお前もいるんだ？」

　大部屋の隅っこに陣取った俺の横にはユキがいる。ユキはウーロン茶を飲んでいた。

「あー、誰もイベント補助委員なんてやる人いなくてさー。仕方なくねー」

「部活は？」

「部活を優先、誰も文句言わないだろ？」

　うん、そうだね。ユキの剣道の腕前は国体クラス。変な委員会に入ろうが仕事を免除してもらえる。天才肌というのはいるもので、こうやって練習はほどほどでもかなり強い。

　俺は、ジンジャーエールを飲みつつ、周りを見る。

　大変、皆さま明るいキャラをしていらっしゃるというかなんというか。

　男女間で会話が途切れない、ボディタッチが多い、談笑をまじえつつ、流行の曲が流れ、皆が手を叩たたきながら歌う。

　学園祭実行委員。他ではどうか知らないけどうちの学校では派手なイベントの実行委員は、その派手さにふさわしい人物がなることが多い。つまり、お祭り騒ぎにはお祭りが大好きな人間が実行委員となる。

　そして、俺……ではなくユキの周りには、ユキに話しかけようと目をきらきらさせる新入生女子が数名。二年生女子も目を輝かせている。

　俺は察した。何な故ぜ、イベント補助委員なる半端な者たちまで誘われたか。

　ユキを合法的にカラオケに呼び出す理由として、イベント補助委員という名前を使った。そういうことだろう。いや、ユキだけじゃないか。

　ユキを狙う二年女子の中に、『聖母』が交じっている。うん、なんか名前覚えておいたほうがいいよね。たしかまりあ、まりあちゃんだ。

　そのまりあちゃんもまた、他の男子に見られている。性格はきついが、顔は可愛かわいいもんな。いや、きつく当たるのは俺に対してだけか。

　他のイベント補助委員は大人しめの奴やつらが多い。たぶんなかなか決まらないので押し付けられたんだろうな。同志、同志。んでもって、このカラオケ云うん々ぬんも断れずに来ましたってだけなんだろうな。

　そういや学園祭実行委員は男子の比率が高い。イベント補助委員は女子率が高い。もしかして、男女比合わせるために呼ばれた？　もう合コンだな。

　となると、俺、いらなくない？　来なくて良かったのならサボればよかった。

「俺、ここにいていいの？」

　ユキに純粋な疑問をぶつける俺。

「陸りくが帰るなら私も帰るよ」

　ユキの答えに狼ろう狽ばいしたのは、周りでユキに話しかけるチャンスを狙っていた女子だ。

「えー、斎さい藤とう先輩帰っちゃうんですかー？　なら私も帰りますぅ」

「私もー。ここにいる必要なーい」

　そこに反応するのは男子諸君。ぎろりと目を光らせて、今まで空気のように扱っていた俺の横にすかさず座る男子が一人。

「おー、真ま丘おか！　楽しんでいるか？　せっかくだからグビグビ飲め。好きなだけ飲め！」

　一年の時に同じクラスだった奴だ。学年が上がっても『彼女欲しい』の願いはかなっていないらしい。でっかいピッチャーから俺のコップにウーロン茶を注つごうとする。

「や、やめぃ。混ざる、ウーロンエールになる」

「んー。帰るなんていうなよー。楽しめよー。ほら、なんか歌うか？　歌おう！」

　とググッと俺の肩を抱く真ま似ねをして、軽く絞める。脅しだ、脅しに違いない。

「わかった。わかったから、くっつくな！　くっつくな！」

「おう！」

　俺へ釘くぎを刺し終えたかと思うと、次は可愛い女子がいないかきょろきょろしだした。

　がっつくのはいいけど、あそこまで露骨だと周りは引く。

　あっ、今おひとりの女子と視線がぶつかった。そして、うん、声が無くてもわかる。玉砕、粉々に砕け、崩れ落ち、そしてまた蘇よみがえる。不死鳥のように。

「なーに見てんだ？」

　ユキが半眼でつっかかる。

「何って面白いから」

「面白い？　[image: ]ひ野の先輩が？」

「ひのせんぱい？」

　俺は不思議そうにユキの視線の先を見る。さっき、言い寄る男子をめっためたに粉砕した女子だ。眼鏡に二つ結び、今時珍しいほどの文学少女スタイル。前髪が長く顔はよく見えないが、輪郭がすらっとしている。

「あっ、あの人。文芸部の部長さんだ」

　何度か新入生歓迎会のとき顔を合わせていた。あだ名をつけるなら『女史２』だろうけど、名前を覚えてしまった。

「そうそう。とある界かい隈わいでは有名な先輩」

　意味深な言い方をするユキ。

「なにそのとある界隈って」

「とある界隈」

　ユキは答える気がないらしい。

「なんか意外。学園祭実行委員とかあまりあってない気がするけど」

　失礼ながら俺は感じる。ひしひしと感じる。あの人もまたこの場所に溶け込めていないことを。どちらかといえば、いやかなりの比率で[image: ]ひ野の先輩は陰の者だ。この陽の者たちの宴うたげには不向きだ。

「まー。雰囲気的にはあってないのはわかるけど。ああ見えて[image: ]野先輩。学園祭の他、学園祭も実行委員やっているよ。毎年」

[image: ]

「毎年？　もしかして三年間？　なんで？　そんなに引き受ける意味なくない？」

　立候補する人もいるだろうが、多くの場合、皆面倒ごとを嫌うので罰ゲーム扱いだ。

「いや、まあ。なんていうか、創作活動に命を捧ささげているから、発表の場を確保するためだとか」

「文芸部だからか」

「そうそう。でも適度にサボる」

　ユキの言葉にとりあえず納得する。

「でもユキはなんでそんなに詳しいんだ？」

「……だからとある界かい隈わいで有名なんだって」

　なんだよ、とある界隈って。

「あー、斎さい藤とう先輩！　私たちともおしゃべりしてくださいよぅ」

「そうですよう。先輩が来るって言うから私たち来たんですよー」

　やっぱりダシにされているユキ。

　俺はしばしテーブルに並んだピザとポテトの消費に勤いそしむとする。ユキが一人を相手すればこれ幸いに違う女子も現れる。端っこなのにさらに隅に追いやられる俺。

「あー。斎藤さん！　隣座っていいですか？」

　わざとらしく俺とユキの間に入る女子。いや、踏んでる。俺の足踏んでるから。

　あまりにわざとらしく邪魔と言っていたので仕方なく抜け出した。俺の席を横取りしたのは、まりあちゃんだった。

　うん、俺のこと嫌いすぎでしょ？

　俺はすごすごと別のソファに移動。空気に徹しながらトマトケチャップをつけたポテトを貪る。

「あっ、真ま丘おかくん？」

　女子に声をかけられてびくりと反応。

「み、三みケか木ぎさん？」

　同じクラスの女子だ。ええっと、俺の傾向と対策手帳によると──。

　長いストレートヘアが特徴で、性格は大らか。休み時間の様子を見る限り、明るい性格で話題にも耳ざとい。可愛かわいい顔立ちをしていて、メイクが得意。そばかすを気にするらしく、休み時間はよくファンデーションを付け直している。一年のときは別のクラスだったから情報はそんなにないけど、たぶん男子にもてるタイプの女子だ。

　ギャルっぽさはないけど、彼女の周りにはよく女子が集まっているので、俺の席も占領されることが多い。出席番号が前と後ろなんで。そのたびに、トイレに避難するしかない。かわいそうな俺。

「あはは。学園祭実行委員になっちゃった。いきなり飲み会とか聞いてないんだけどなあ」

　飲み会っていってもノンアルコール、ノンアルコールと俺はどこか虚空に叫ぶ。

「そ、そうなの」

　俺としては女子と二人で話したくないので、つまらない男として早く会話を切りたい。三みケか木ぎさんみたいなタイプは俺と話しても面白くないだろう。

「ねえ、真ま丘おかくん知ってる？」

「知ってるって？」

　三ケ木さんは面白くない俺にまだ話しかける。疑問に疑問で答えた時点で、会話になってしまったとハッとする。

「学園祭中止の危機」

「知らない。けど、予想はつく」

　理由は言うまでもなく松まつ岡おか先生殺害事件だ。生徒が先生を殺害というセンセーショナルな事件だが、意外にも新聞には大きく取沙汰されていなかった。

　私立葉は桜ざくら高校は生徒数が多い、つまりＯＢ、ＯＧも多い。その中にたぶん有力な後援者がたくさんいるんだと思う。卒業生の中の著名人は両指の数では全然足りない。

「まー、この通り、先輩方も含めて学園祭が中止になるとは思っていない人たちばかりみたい。私としては呑のん気きだなーって思うけど」

[image: ]

　三みケか木ぎさんの言う通りだ。実際、この場でアルコールが振る舞われたら、それがばれるだけで学園祭は中止になる。

　その恐ろしさをわかっていない。

「私、学園祭は絶対やりたいんだ。だから、実行委員に立候補しちゃった」

　えへへと笑う三ケ木さん。なんか学園祭実行委員を選んでいたのは覚えているけど、最終的に誰がなったかは記憶から抜けていた。俺はならないから関係ないと、考えていたからだろうな。

「ということで、真ま丘おかくんも手伝ってくれる？　先生たちの思惑で学園祭を潰しちゃいけないよ。せっかくだから楽しい学園祭にしないと」

　決意に満ちた目をしている。所詮は学園祭、そうは思っていないのか。

「やる気だね」

「やる気だよ。茂も部ぶくんも般はん人とくんも手伝ってくれるって言ってたから、すごい助かっちゃう」

　あいつら……。まあ、普通に三ケ木さんに頼まれたなら断れないだろうな。

　目をきらきらさせて俺の手を握る三ケ木さん。顔も近い。そこまでメイクにこだわらなくてもいいくらい可愛かわいいんだけど、ちょっと笑うと頬ほおのあたりが引きつって見えた。そばかすを隠している部分だろうか、コンシーラーが少し浮いて見える。

　なんか距離感の詰め方が陽キャだ。本来嬉うれしい場面だが、俺は焦る。なんか怖い、じわじわ汗がにじんでくる。

「じゃあ。なんか誰かが勝手にアルコール頼もうとしてたら、止めてね」

　俺の横から去っていく三ケ木さん。俺はふうっとため息をつく。

「ふーん」

　生ぬるい声が聞こえた。

　気がつけばユキが俺の横にいてじっと睨にらんでいた。

「楽しそうだね」

　じとっとした目。

「楽しくないから」

　俺はチーズが固まったピザを摘つまむと折り曲げて口に押し込んだ。
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　俺自身はほぼ誰かと親密度が上がったわけでもなく、カラオケは予定の時間が来たので修了になった。

「女の子は半額でいいから」

　お金を集めるのは男子の先輩。

　本当は全額払いたいところだけど、高校生のお財布事情なので推して知るべし。ただし、それ俺聞いてない。ポテト、ピザ、ジンジャーエール代にしてはいささか高い額を徴収される。これなら勝手にソフトクリーム頼んでおけばよかった。

「じゃあ、これで」

　何気にユキは男子価格で払っている。こいつ、そういうところ男前だよな。

　支払いを終えて解散かと思いきや。

「さー、二次会行こうかー」

　目をぎらつかせた男子ども。しかし──。

「あっ、私門限があるんでー」

　最初に声を上げたのは三みケか木ぎさん。一次会はノンアルコールで乗り切ったが、さすが高校生の悪乗りを甘く見ていない。二次会は金がないので家飲みが基本。酒を持ち込む馬鹿もいれば、不ふ埒らちな考えを持つ男子もいよう。「何もしないから」なんて男の言葉は信じない。それが正しい。

「私もー」

「家遠いから今日はこれで」

　野郎どもの思惑とはずれ、女子たちがどんどん解散していく。

「な、なあ。斎さい藤とうさんは行かないの？」

「あっ、私？」

　一いち縷るの望みをかけてユキに話しかける男子。

「んー。明るいうちに帰りたいかな。暗くなると刃物持った女性に襲われることもあるから」

「あるの!?」

　あるある、あるよ。

「あと家までつけられたり」

「あるの!?」

　あるある、よくある。

「というわけで、帰るわ」

　きらっと光る笑みを浮かべるユキ。

『じゃあ、私たちもー』

　追従する女子たち。

　まあ何人かは、他の男子と上う手まくいったようでいい感じになっていた。ちゃんと高校生らしいお付き合いをしてね、と老婆心ながら行く末を案じる。

　というわけで家に帰ることになったのだが。

　ユキと俺の家はご近所。当たり前だが帰り道は同じ。しかし、その後ろにずらずらと他の女子がついて来るのはいただけない。

「ユキ、これどうにかしろよ？」

「どうにかしろと言われても、私のせいじゃないし。一人くらい陸りく目当てかもしれないだろ？」

「怖いこと言わないで！」

　俺が怯おびえるのを楽しむように笑うユキ。ユキの手には、交通系ＩＣカード。後ろにいる女子たちに見せるように出した。

「はい。じゃあこっち」

　ユキは俺を引っ張って地下鉄の入口に入る。ぞろぞろと後ろについて来る女子たち。

　エスカレーターを下り、すぐ角。曲がったところで、俺とユキはさっとコインロッカーの陰に隠れる。

「えっ？　あれ？　どこ？」

　一瞬の隙に見えなくなった俺たちを探す女子。目の前にある改札に気付く。ちょうど電車が来て、慌てて改札の向こうへと入っていった。

　俺とユキは誰もいなくなったところで、コインロッカーの陰から出てくる。

「まいた？」

「まいたっぽい」

　ユキも俺も誰かの尾行から逃げるのには慣れている。大体、俺は怖くて地下鉄なんて使えない。ユキが交通系ＩＣカードを出したのはあくまで彼女らに『地下鉄に乗る』と思わせるためだ。

　俺とユキは地上に出て、元来た道に戻る。

　すると──。

「さ、斎さい藤とうくん？」

　ちょうど通りかかったまりあちゃんと、[image: ]ひ野の先輩に会った。彼女たちも直帰組のようだ。

「さ、斎藤くんも地下鉄ですか？」

　早速俺を無視するまりあちゃん。あからさますぎて逆に心地よいくらいだ。

「あっ、違うよ。私たちは歩き。二人は地下鉄だね、じゃあ」

　俺の手首を引っ張って去ろうとするユキ。

「あっ、違います。私たちも歩きです。地下鉄じゃないですよね？　ぐ、偶然だなー。ちょうど斎さい藤とうくんと同じ方向！　ねっ、[image: ]ひ野の先輩？」

「……うん」

　[image: ]野先輩はなんかまりあちゃんとユキ、それから俺を見て頷うなずいた。いや、違うだろ。普通に地下鉄で帰ろうとしただろ。鞄かばんから交通系ＩＣカードはみ出てますよ、まりあちゃん。

　[image: ]野先輩は[image: ]野先輩で何を考えているのか。俺とユキを値踏みするような目で見て、そっぽを向いた。

　俺、[image: ]野先輩に何かしただろうか。してないよね？

「じゃあ、途中までご一緒しませんか？」

　にっこり笑うまりあちゃん。俺にはついぞ見せてくれない笑顔。

「えー」

　ユキは紳士的な笑みで否定的な声を上げる。

　知ってる。ユキは意外なほど軽薄だ。切るときは切る性格をしている。

「斎藤さん」

　[image: ]野先輩がユキを見た。眼鏡の奥の目が何か光っている。先輩はチラッと鞄の中から薄い冊子のような物を見せる。

「!?」

　ユキがぴくっと反応。

　俺は不思議な怖おぞ気けに見舞われる。

　なんだろう、とある界かい隈わいで有名な[image: ]野先輩とユキは何かしら関係があるのだろうか。聞きたいような聞きたくないような。

「[image: ]野先輩、途中までなら」

「うん。私たちのことは気にしないで。斎藤さんはさっきと同じようにひたすら真ま丘おかくんとおしゃべりをしていて」

「ええ。邪魔さえ入らなければ」

　ユキと[image: ]野先輩、二人の間で何かが取り交わされた気がした。俺にはわからず、そしてまりあちゃんが俺に殺意を抱いていることだけはわかった。

　こうして四人で帰ることになったが、不思議なことにそれも長く続かない。

　真丘陸りく、十七歳。

　女運は誰よりも悪い。やたら事件に巻き込まれる探偵体質。

　結果、ほんの一瞬先の危機回避能力が格段に上がった。一種の予知能力のように──。

　ふと、俺は立ち止まる。ずきんと嫌な予感が全身を駆け巡り硬直した。何かが起こると、俺の直感が言っていた。

「どうした、陸？」

　ユキが足を止める。俺の半歩前。

　その数歩前、小さな影が地面に映る。煉れん瓦がが敷き詰められた歩道。左側には街路樹に二車線の道路。右側には下層にテナントが入ったオフィスビル。

　なんのことはない。ただ、小さな影がだんだん大きく、濃くなっていく。

　俺はユキを抱きかかえると後ろに飛んだ。まりあちゃんと[image: ]ひ野の先輩にぶつかり、ぶつかった二人は尻もちをつく。

「何すん……」

　文句を口にしようとしたまりあちゃん。だが、最後まで言わない、言えない。

　影が濃くなった。人とほぼ同じ大きさになったとき、その影は持ち主と重なろうとする。

　俺はユキに覆いかぶさったまま、大きくなる影を見ていた。目を閉じていればいいのに、俺の目はじっくりそれを見てしまう。スーツ姿の女性。長い髪、膝までのスカート、そして伝線したストッキング。爪先が見えた。

　たぶん美人だったのだろう。驚きで歪ゆがんだ顔は、『たぶん』という言葉でしか美醜を判断できないほど崩れていた。

　今、この一瞬がスローモーションで映っている。だが俺はその映像ほど早く動けるわけがなく、彼女を助けることはできない。

『たすけて』

　彼女の口は動いていた。そのように動いているように見えた。

　もしかして、何かがクッションとなれば、彼女の頭蓋を守れたかもしれない。でも、俺には今落ちてきた彼女を救うために自分を犠牲にすることも、代わりに誰かを犠牲にすることもできない。

　ただただ、ゆっくりぐしゃりと潰れていく、人から肉塊になる姿を見届けるしかなかった。
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　俺の手には紙コップのコーヒーが握られている。美お味いしい美味しくない以前に、俺はコーヒーを飲まない、せめてブラックじゃなかっただけマシだろうか。

　それでも、春なのに冷え切った手指を温めるのにはちょうどよい。

「久しぶりだね。飛び降り」

「うん、久しぶり」

　ユキの問いかけに、俺は答える。異常な返事だと言えるが、俺にとっては事件とは日常だった。つい保身から自分が被害にあうほうばかり考えてしまう。でも、本当のところを言えば、全然自分とは関係ない事件にからまれることのほうが多い。

　松まつ岡おか先生が殺された事件のように。

　カツカツとヒールの音がする。

「えらく物騒な会話が聞こえたんだけど」

　色っぽい声、聞き覚えがある。

　俺が視線を上げると、どこかの『社長秘書』のような女性が立っていた。

「安あ良ら城ぎ……警視でしたっけ？」

　記憶に新しい。ほんの一週間くらい前に会った人物。

　貰もらった名刺はユキにビリビリに破られたので、覚えているのは名前と階級くらいだ。

「覚えてくれていて嬉うれしいわ。他の二人に比べ落ち着いているわけね」

　落ち着いてなどいないけど、相対的にそう見えるのかもしれない。

「二人はどうですか？」

　俺、および俺の厄介ごとに巻き込まれがちなユキに比べ、まりあちゃんと[image: ]ひ野の先輩は、目の前で飛び降り自殺など初めて見ただろう。ショックを受けても仕方ない。

「二人はかなり動揺しているから、落ち着くまで女性警官についてもらっているわ。というわけで、先に事情を聞かせてもらってもいいかしら？」

　俺は安良城警視の問に頷うなずく。
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　とは言え、あまり話すことはない。場所を変え、別室に移動する。取調室というより会議室に近い。もちろんカツ丼が出る雰囲気でもなく、代わりにミネラルウォーターが差し入れられた。俺たちのメンタルを慮おもんぱかってのことだろう。

　特別処置っぽい気がするけどいいんだろうか、と少し不安。

　俺が先に聴取を受け、ユキは先ほどの部屋で待機。ユキも俺が話してしまえば、ほとんど話すことはないだろう。

「俺たちは高校の集まりでカラオケに行ってました。その帰り歩いていたら知らない女性が落ちてきた。ただそれだけです」

　本当に何も言うことはない。安あ良ら城ぎ警視の他に、あの中年刑事『おやっさん』もいた。今日は聞き役に徹するらしく、黙っている。

「……そうね。むしろ巻き込まれた被害者ともいえるわね。あれで下敷きになっていたら、怪け我がじゃすまなかったでしょうに」

「……はい」

　俺は保身でユキを庇かばった。落ちてきた女性を受け止めようともせず、自分と幼おさな馴な染じみの命を優先した。ごくごく当たり前のことなのに妙な罪悪感がある。

　なぜそんなものを抱かなくてはいけないのか悩む。悩むけど、どうしようもない。

　でも、生きていた最後の姿を見たのは俺に間違いない。

　絶望に歪ゆがんだあの顔は忘れられない。

「ねえ。何か気になったことはあった？」

「これ以上話すことはないんですけど」

「まーそうだけど。真ま丘おかくんの意見が聞きたいってのはある」

「自殺じゃないんですか？」

　俺の質問に、二人はノーコメント。何も話さない以上、自殺と他殺の両方の可能性があるということだ。

　ふーむ。落ちてきた女性、仮に『被害者』としておこう。

　松まつ岡おか先生のときも自殺に見せかけた犯行だっただけに、安良城警視も思うことはあるんだろうな。

「質問いいですか？」

「どんな質問かによるわ」

「屋上から飛び降りたんですよね？　靴はありましたか？」

「あったわね」

「靴の種類は？」

　俺が妙に気になったこと。大したことじゃない、破れたストッキングにはみ出した爪先。その足の爪だった。

「ハイヒールだったけど」

「……そうですか」

「それがどうしたの？」

　俺は『被害者』が潰れる直前の記憶を思い出す。正直思い出したくないけど、どうしても記憶に残る。

「爪先が見えました。伝線したストッキングの先、足にはホチキスの針のようなものがついていました」

　安あ良ら城ぎ警視はタブレットを取り出す。写真を確認しているようだ。

「本当ね。これはペディキュアには見えないわね？」

「ええ。巻き爪の治療中に見えました」

『被害者』の名前は知らない。でも、彼女の足は巻き爪の治療中であり、その形は変形していた。現代女性には多くある悩み、外がい反はん母ぼ趾しだ。ハイヒールを履き続けているとなると聞く。

「外反母趾で巻き爪の治療中。ヒールを履くにはつらいわね」

　安良城警視は身に覚えがあるのか、同情している。確かにあんだけ高いヒールを履いていたら、外反母趾くらいなりそうだ。

「気になっただけで、捜査の進展には繋つながらないでしょう？」

　どうしてもという雰囲気だったから、聞いただけだ。

「他に気になったことは？」

「……。当たり前かもしれませんが、落ちてぶつかる直前まで生きていました」

　飛び降り自殺なら当たり前の話。だけど、ここではちゃんと証言をしておくべきだと思った。

「口をぱくぱくしていました。助けを求めているように見えたとしても、それだけでは自殺か他殺かわからないですよね」

　飛び降りたあと怖くなることもあるだろう。後悔することもあるだろう。俺がスローモーションで世界が見えたように、飛び降りる側だってそう見えてもおかしくない。己が潰れる瞬間をコマ送りで感じていたとしたら何より恐怖だ。

　だけど、俺が言いたいのは。

「意識がある状態で死んだというわけです」

　ぽかんとしているのは『おやっさん』だ。

「聞いていいか？」

『おやっさん』が真面目まじめな顔で俺を見る。

「はい」

「君はあの一瞬の出来事を覚えていたのか？」

「……はい。厄介ごとには慣れてしまって」

　これは言っていいのか悪いのか。生あい憎にく、この中年刑事と会うのは二回目だ。ここの警察署にはあまりお世話になってなかったんだけどな。

　俺の家の近くの警察署では何度もお世話になっているので「またお前か」の雰囲気で流される。痴漢冤えん罪ざいの時もそうだったなあ。

「直前まで生きていた。意識があった」

　安あ良ら城ぎ警視は俺の意見を反はん芻すうする。

「自殺としてとらえてもいいけど、ハイヒールか。靴は本人の物だと確認しているけど」

「けど？」

「靴は二足持っていたのよね」

「あ、安良城警視！」

『おやっさん』が慌てる。

　おそらく俺に話したくない内容だったのだろう。そうだ、俺には関係ない話。一般人に捜査情報を漏らすのはいけない。

　でも安良城警視は違う。長いまつ毛を伏せ、赤い唇をにいっと曲げる。

「捜査情報を漏らすのはいけない？　でも、これくらい問題ないでしょう？　なにより、真ま丘おかくんが捜査に協力してくれるのなら、教えてあげてもいいじゃない。なにより変なところから介入される前にさっさと事件を解決してしまいたいの」

　変なところから介入？　なんか嫌な響きだなあ。ふと俺はどこのビルから落ちたのか思い出す。たぶん、大手ゼネコン傘下の下請け会社のビルだったと思う。大手が相手なら何かしらもみ消しが入る可能性がある。ならさっさと解決してしまいたいところだ。

　安良城警視がキャリア官僚なのはわかる。同時になんかガツガツしていて、正直俺の苦手なタイプ。あまり一緒にいたくない。けど、許してくれる雰囲気じゃない。

　そういう時は──。

「俺はもう話すことはないです。他に三人の聴取があると思うのでこれくらいで終わらせていただけないでしょうか？」

「そう言われてもね」

「もし、俺に話をするのであれば、三人が終わったあと。ユキ、斎さい藤とうと一緒に話を聞きたいです」

　ごめん。ユキ。ちょっと道連れにする。怖いんだよ、この刑事さんと一緒なの。いや『おやっさん』もいるんだろうけどさ。

「わかったわ」

　即答する安あ良ら城ぎ警視。『おやっさん』は困った顔をしている。苦労しているのをひしひしと感じた。
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　俺と入れかわりでユキが事情聴取を受けている間、パーテーションに区切られた場所に案内される。

　げっそりした顔のまりあちゃんと[image: ]ひ野の先輩が年代もののソファに座っていた。分煙化が主流になる前のソファなのか、どことなくヤニが染みついている色をしていた。

　いや、二人も一緒にいましたけど、俺を同じ場所に待たせる必要ないですよ。正直、会話できるかわかんない。

「もう何なの？」

　[image: ]野先輩の目が据わっている。

「いや、ネタにはなるけどなるけど。無理、スプラッタ、無理」

　先輩が頭をかきむしる。なんですか、ネタって？

「信じられない。最悪。お肉食べられない」

　まりあちゃんも同様。

「見たくないもの見ちゃうし、今日は厄日だ。どうしてくれるの？　尻もちついた時に、手のひら擦りむいたじゃない！」

「ごめん」

　とりあえず謝るけど、俺は悪くない。あの時点でユキを抱えて後ろに倒れこむのは最良の方法だと思っている。でも、ここで訂正しても反論されるだけだ。大人しく謝罪する。

　俺の目の前で次々事件が起きるのはわかる。わかるけど、俺自身が起こしているわけじゃない。

「……まりあ。そうやって人に当たるの悪い癖。真ま丘おかくんがいなかったら、私たちも巻き込まれて死んでいたかもしれないのよ」

　あっ、[image: ]ひ野の先輩意外と優しい。でも女性は全般的に怖いので、一番離れたところに座る俺。刑事さんがまたコーヒーを出してくれるが、もう飲み物ばかりでお腹なかたぽたぽです。コーヒーよりコーラがいいです。

「で、事情聴取どうだった？」

　[image: ]野先輩がぐいっと近づいて来る。

「たぶん、ここで口にしちゃいけない話だと思います。まあ、見たままを伝えただけです」

　コーヒーを運んでくれた刑事がじっと見ている。あっ、あの人前にいた若い刑事『若人』だ。俺のこと覚えているだろうか。

「はあ、それくらいいいじゃない。こっちは不安で不安で仕方ないのに。面白くない奴やつ」

　まりあちゃんは俺のことを貶おとしめなくてはいられない病気にかかっているのでしょうか？

「ふーん。じゃあ、別のこと聞いていい？」

「別のこと？　ユキの話とか？」

　大体女子が俺に聞いて来る話題はそれくらいしかない。ユキの付属品のモブ、これがほとんどの女子が俺に抱く評価であり、その残りが興味ないかなぜか殺意という。

「そうそう、斎さい藤とうさん。幼おさな馴な染じみって話聞いたんだけど、正直どうなの？」

「どうなのって言われても」

　返答に困る話をする人だ、[image: ]野先輩は。

「普通にいい友達ですけど」

「ともだちねぇ～」

　なんだかねちっこいからみだ。最初は、大人しそうな見た目で文学少女に見えたけど、このからみはなんだか酔っ払いのそれに近いものを感じる。

「なんか他に色々あるんじゃないの？　ねえ、先輩に、先輩に話してみなさい」

　いや、本当にイメージ違うんですけど。中身、おっさんじゃないか。

「と、特に。ま、まあけっこうあいつには助けてもらってますけど」

「あいつぅ？」

　ニヤニヤ笑う[image: ]野先輩。どこが面白いんだろうか。

　対してまりあちゃんは、どす黒いオーラを発している。

「斎藤くんに、いつも、迷惑をかけているのは、どうかと思うんだけど！」

　俺にメンチを切るまりあちゃん。

　怖い、この子怖い。

　いや、迷惑をかけているのは本当だけど、俺にも色々事情が──。

　でもここで訂正しておかねばならないことが一つある。

「あの、ユキのことを誤解しているようだけど」

　あいつ、女ですけど。勘違いしてません？

「斎さい藤とうくんを誤解？　何言っているの？　自分が色々迷惑をかけておいて！　好き勝手言ってるんじゃないですか？」

　話にならない。どうしよう、俺は視線を[image: ]ひ野の先輩に移動する。先輩は先輩で何やらニヤニヤしている。[image: ]野先輩はユキのことを『斎藤さん』と言っている。つまり、勘違いしていない。

　そんなこんなで、ユキが帰ってきた。

「斎藤くん！」

　甲高い声でユキに駆け寄るまりあちゃん。俺は白けた目でまりあちゃんを見る。

「どうだった。どうだった？」

　さっきとは打って変わって子犬のように笑顔を振りまくまりあちゃん。柴しば犬いぬの尻尾の幻想が見えてきた。

「こういうところで情報を共有するのは駄目だと思うよ」

「そ、そうだよね。ごめんね、無理言って」

　さっき俺に言っていたことと全然違いますよ、まりあちゃん。ユキにはすぐ引くんですね。

「じゃあ、お二人も事情聴取行ってらっしゃい」

　ユキはにこにこと[image: ]野先輩とまりあちゃんを見送る。

「あっ、その点なんですけど」

『若人』がぽりぽりと首の裏を掻かいた。

「さっき、待っている際に大体聞いていた分と、お二方の証言に相違はなかったのでもう事情聴取はいいそうです。さっき女性警官に色々話していましたし」

「あっ。そうなんですか」

　ほっとするまりあちゃんと[image: ]野先輩。そうだよな。今は気丈に振る舞っているけどさっきまで動揺して、メンタルケア受けていたもんなあ。

「家まで送らせていただきます」

　俺もパトカーに乗せて送ってもらえるんだろうか。いや、ちゃんと帰れるけどこの警察署からだと少し家まで遠いんだよな。具体的に言うと、電車かバスに乗らないとちょっときつい距離。

　今すぐ帰れるなら歩いてもいいけどもう少し時間がかかると嫌だな。夕方になるとやたらストーカーに襲われる確率が増えるという経験則。

　じゃあさよなら、[image: ]ひ野の先輩とまりあちゃん。俺が二人の後ろ姿に手を振っていると、突然まりあちゃんが振り返った。

「あの、斎さい藤とうくんともう一人は帰らないんですか？」

　はい、もう一人です。名前すら言うのが嫌なんだ。

「あっ、あの二人はまだ用事があって──」

「なら私も待ちます！」

　ふんっと鼻息を荒くするまりあちゃん。

『若人』が苦笑いをする。[image: ]野先輩は「ふぅん」と眼鏡を押し上げて、俺とユキを見て笑う。

「ええっと、二人は帰っていいんだよ？」

「いいえ残ります！　おかしくないですか？　私も目撃者なのに全員同じ対応をするべきじゃないんですか！」

「うっ」

　正論だから上う手まく言い返せない。面倒くさい。

　そっとどうにかしてくれと、[image: ]野先輩を見る。先輩は先輩で「ネタになる」と小声で言っていた。

「どうしたの？」

　そんな中、カツカツとヒールの音と共に現れる安あ良ら城ぎ警視。

「そ、それが」

　ごにょごにょと説明する『若人』。

　安良城警視はまりあちゃんたちににっこり笑う。

「わかったわ。一緒に来て頂戴」

「い、いいんですか？」

『若人』が戸惑っている。たぶん、少なくとも推奨できることじゃないんだろう。

　俺も同感、大丈夫なんだろうか。一抹の不安を抱きつつ、安良城警視についていく。
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　さて、さっきより少し広めの会議室に連れて来られる。ご丁寧に、ホワイトボードが設置され、マグネットで写真が貼り付けられていた。いかにもこれから捜査会議を始めますという雰囲気だ。

　俺とユキはともかくとして、まりあちゃんと[image: ]ひ野の先輩がグロッキーになっていた。遺体の写真もしっかり貼り付けられていたためだ。

　他にホワイトボードには、屋上に揃そろえられたハイヒールやビルの写真。ビルの看板に『せのお工業㈱』と書いてある。たまに名前が入ったトラックを見かける。なんで大手ゼネコンの傘下だって知っているのかと言えば、そのトラックに小っちゃくゼネコンの名前が入っていたからだ。

　他に現場の状況などが書かれていた。特に問題なければ自殺として片付けられる案件だと思うけど、妙に細かく会社内容が書かれてあるのが気になる。実名は書かれていないが、被害者Ａ、部下Ｂ、部下Ｃ、取引先Ｄなど登場人物も豊富だ。たぶん、俺たちが部外者であることへの配慮だろうけど、それなら最初から呼ばなきゃいいのに。

「ビルの一階から三階はテナント、四階以上が会社の事務所で今日は土曜日なので出社している人は少なかったの」

「遺書はありました？」

「被害者の遺書は、会社のオンラインストレージの中に見つかったわ」

　安あ良ら城ぎ警視の補足説明。確か一階は飲食店だったと思う。八階建てのビルを小さいとは言えないし、たぶん自社ビルを持っている程度には大きな会社だ。

　俺はじっとホワイトボードの書き込みを見る。

「何か気になることはある？」

「……あの、この会社って前にも自殺者が出ました？」

「どうしてそう思う？」

「情報が細かすぎるじゃないですか」

　俺の目の前で人が落ちてからまだ数時間しか経たっていない。なのに、ご丁寧に同僚の写真まで貼り付けてあるのが気になった。

　まるで前にも捜査しました、というふうに見えた。

「正解よ。実は半年前にこの会社で首つり自殺があったの。その時は本当に自殺だったという結論になった」

　安良城警視は、含みのある言い方をする。俺には、本当は他殺じゃなかったのかという問いかけに聞こえた。

「実はこの会社、なかなか面白いところで、自殺騒ぎが起こる前に労働基準監督署のがさ入れがあった場所なのよ」

「高校生でもわかる言葉でいうと、ブラック企業でブラック形態がばれたというお話でいいですね」

「うん、その通り」

　安あ良ら城ぎ警視は僕らが座れるようパイプ椅子を準備する。ついでに『若人』がミネラルウォーターのペットボトルをくれるけどもう飲み物は十分です。さっきトイレに行って来ればよかったな。

「監査が入ったのはいいんだけど、注意で終わった。そして、自殺者がでた」

「もしかして、自殺者というのは、労基にタレコミした人ですか？」

「うーん。惜しい。中間管理職。部下にサービス残業を強いたのはいいけど、本人はさらに上。二百時間超えている月もあったらしいわ」

『に、にひゃくじかん!?』

　俺とまりあちゃんの声が重なる。まりあちゃんは気に食わなかったのか、歯茎をむきだしにして美少女とは言いがたい顔をした。

「そんだけ残業したら、さすがに自殺しちゃうと思いますけど。さっきの言い方だと他殺の線も考えているんですか？」

　俺なら無理。絶対無理。

「他殺というか、自殺教唆。ちょうど自殺した彼のやっていた案件でうやむやになっていたことがあったのよね」

　安良城警視は登場人物に中間Ｅと書き加え、半年前に自殺と備考を入れる。

「いろいろごまかすのにちょうどいい人材だったわけですね」

「その可能性もある。そして、今回の被害者、ここでは被害者Ａとしている。被害者Ａは中間Ｅの上司だった」

『被害者』は上司かあ。けっこう派手で若い雰囲気の女性に見えたけど。やり手だったということかなあ。それとも──。

「被害者Ａはこの会社の親会社の常務の娘ね。親会社は大手ゼネコンとだけ言っておくわ」

　あー、コネ入社かあ。やっぱりゼネコン関連だったんだ。

「うん、若い女性がなぜか管理職。でもコネ入社なら仕方ないという顔をしているね」

「い、いえ。そんなことはありません！」

　俺は慌てて訂正する。どことなく安良城警視も似たような立場なので、イラッと来ているのかもしれない。

　女性の心の機微はしっかり見ておかねば、それが真ま丘おか家男性陣の家訓だ。

　俺はさっと情報を整理する。

「被害者Ａは半年前に自殺した中間Ｅの上司で、屋上から飛び降りた」

「その通り」

　そして、安あ良ら城ぎ警視は『被害者』の死を他殺の面でも考えている。

「部下Ｂ、部下Ｃ、取引先Ｄはなんですか？」

「この三人は、中間Ｅの死でうやむやになった案件に深く関わっていたの」

「どんな案件で？」

「基礎工事関連の残土処理。その数年分のいろいろと言ってもピンとこないでしょ？」

「今度、勉強しておきます」

　わからないけどなんかいろいろあるんだろう。

「まー、なんとなく流れはわかりましたけど、俺はどんな意見を言えばいいんでしょうか？」

「もし、今日の事件が他殺であった場合、誰が一番容疑者として当てはまるのか、意見を聞かせてほしいの」

　高校生を呼び止めて聞くような話じゃないよねえ。

「意味がわかりません。そんな素人意見を聞くために私たちを呼び止めたんですか？」

　ごもっともだけど、勝手に残ると言い出したのは君だよ、まりあちゃん。

　[image: ]ひ野の先輩はまりあちゃんの頭をこつんと叩たたく。

「あんたは黙ってなさい」

「……」

　大人しくなるまりあちゃん。

「あっ、続けてください」

　[image: ]野先輩は笑いながら、まりあちゃんの頭を押さえる。

　野や次じ馬うましたいからついてきたな、この先輩。

　そんなことを考える俺。

「犯人が誰かなんて、登場人物がどんな人かわからないと答えられません。それに、Ｂ、Ｃ、Ｄ以外の未登場の誰かが犯人かもしれないですけど」

「ごもっともね。まあ、クイズだと思ってもらえればいいわ。じゃあ順番に」

　まず、部下Ｂから。男性、営業職、『被害者』とは同い年。入社は『被害者』より早いが、コネはない。中間Ｄの部下でもある。仕事はできて、現場によく向かっていた。Ａのやり方が合わず、Ｄにいろいろ相談していた模様。今日は、Ａが無理やり持ってきた案件が上う手まくいかず会社にて仕事をしていた。中間Ｅが自殺したことで、仕事が一番回されてきた人。Ａが落ちたとき、七階のデスクで資料作りをしていた。

　うーん、仮に『営業職』としておこう。

　部下Ｃ、女性、事務職。会社内では『被害者』と彼女しか女性正社員はいない。勤務態度はまじめだが、他に事務職はパートなど非正規ばかりで多くの仕事を押し付けられていた模様。『被害者』からも資料作成などをかわりにやらされていた。土曜日は休日なのに来ていたのは頼まれていた仕事が終わっていないため。『被害者』が落ちたとき、七階の給湯室でお茶を淹れていた。

『事務職』か。仕事を押し付けられたのなら、この人の残業すごそうだな。

　取引先Ｄ、男性、産業廃棄物処理会社勤務。残土処理案件で『被害者』の会社と取引が多かった。だが、中間Ｅの自殺以降は大幅に仕事が減り、『被害者』に仕事を頼むため会社に来た。本来休日である土曜日に来たのは、『被害者』と平日に都合が合わなかったため。『被害者』が落ちたとき同じく七階の応接室にいた。

『取引先』と。

　んでもって、中間Ｅは『中間管理職』としておこう。

　ふーん、ざっと聞いた限りでは殺す動機はあるようなないような。

　人間の心の機微はどうなるかわからない。では、殺害できるかできないかになってくる。

「皆、同じ階にいたのならアリバイはありますよね？」

「そこは何とも言えないのよね。デスク、給湯室、応接室とばらばらにいたから。そこまで広い会社じゃないけど、区切られているところまで目を向けられない」

　アリバイは皆ないと。

「『被害者Ａ』はどうしていたんでしょう？　落ちる直前の行動なんかはわかりませんか？」

「八階に社長室や重役の部屋があったからそこに普段いたみたい。取引先Ｄがやってきたことを部下Ｃが内線で伝えたらしいから」

『事務職』が『取引先』を応接室に案内。内線で『被害者』に連絡。その後、『事務職』は給湯室にてお茶の準備、流れとしては問題ないかな。

「では、『被害者Ａ』の人柄は？」

　容疑者の話を聞いておいて、『被害者』の話だけ聞かないわけにはいかない。

「人柄？　そういうのは気にしないと思っていたけど」

　安あ良ら城ぎ警視は、俺が『三角巾』相手に言ったことをしっかり覚えているらしい。

「まー一応」

　何がヒントになるかわからない、聞いておきたいことだ。

「見た目は派手だったみたいだけど、仕事はやり手だったそうよ。会社の業績自体はアップしている。けど、業績に反して人望はなかったようね」

「あまり工事関係の人に見えませんからねえ」

　俺は落ちる瞬間の歪ゆがんだ顔しか見ていない。けど、身だしなみがしっかりした女性だということはなんとなくわかる。アパレル関連だったらカリスマになれそうだ。でも、工事関連の職種だと男性社会。女性として魅力的であればあるほど、反感を呼びそうだ。

　だから気になるのは巻き爪とハイヒールだ。

「自殺は難しいですよね」

　俺は写真のビルの屋上を見る。フェンスに囲まれていて、外に行くにはよじ登らないといけないだろう。

「踏み台が無ければ、膝丈スカートじゃ難しいですよね」

　いくらスリットが入ったスカートでものぼるのは難しい。踏み台でもなければ下着までスカートをめくり上げないと不可能。なおかつ巻き爪なら痛みが走ってさらに難しい。

　資料を少し見せてもらえれば、自殺が不可能なことくらいわかる。何より、鑑識が入ればフェンスに『被害者』の指紋やらなにやらがあるか調べてわかる。

「じゃあ、誰が犯人なのって問題？」

　率直に聞いて来るまりあちゃん。俺のことは気に食わないが事件の犯人は気になるらしい。ユキと[image: ]ひ野の先輩はずっと傍観者のままだ。

「ええっとその前に『営業職』さんについて、直前までデスクで仕事をしていたんですよね？」

「そう証言しているわ」

「この会社、オンラインストレージを利用していたら、更新日時と落ちてきた時間を照らし合わせることで、直前まで作業していたことがわかりませんか？」

　ネット上でデータを保管するなら、自動保存機能がついていると思う。

「……ちょっと待って」

　安あ良ら城ぎ警視はスマホを出して何やら確認する。

「クラウドの記録では、ちょうど被害者Ａが落ちた時間に保存されていたわ」

　つまり直前までデータをいじっていた可能性が高い。

「アリバイ工作にしてはお粗末ですけど、ずっと作業していた可能性は高いですよね」

　建設関係なら複雑なソフトで仕様書を作ることも多いだろう。スマホでちゃちゃっとやることは難しそうだし、何よりそれでアリバイ工作をするつもりなら最初から報告しているはずだ。

「あと『被害者Ａ』の靴についてなんですけど、ハイヒール以外にも室内履きのスリッパなどありますよね？」

　俺の質問に『若人』を見る安良城警視。『若人』はごにょごにょと上司に報告する。

「屋上のハイヒールの他に、室内履き用のスリッパと幅が広いパンプスがあったそうよ」

　大体予想通り。スリッパは社内で、パンプスは外歩き用だろう。

「見た目を気にする人だったんだと思います。巻き爪でも来客に会うときはハイヒールに履き替えていたのかもしれないです。逆に言えば、客人が来るまではヒールではなくスリッパかパンプスを履いていたと考えると──」

『被害者』に内緒で、屋上にハイヒールを揃そろえることくらい簡単。

　そうなると、自然とこんな予測が浮かんでくる。

「犯人はハイヒールを並べたあと、『被害者Ａ』を屋上からでなく八階の窓から落とす。ハイヒールを屋上に並べることができ、『被害者Ａ』の遺書をオンラインストレージに置くことが容易にできる人物がいます」

「部下Ｃだっけ？　被害者Ａのかわりに資料作りしていたの」

　[image: ]ひ野の先輩がようやく口を開く。

　俺は頷うなずく。

「一応聞いていい？　正直、あまりに杜ず撰さんなやりかただと思うんですけど。鑑識が入ればいくらでも証拠が見つかりそうな話に思えた。Ｂ級サスペンスでも、もう少し考えるところだと思うけど？」

　[image: ]野先輩の意見は鋭い。

「俺もそう思います」

　でも犯人の目的は、自殺を他殺に見せかけて容疑を逃れることではないとしたら？

「いかにも怪しい自殺現場。これが他殺だとなれば、他にも洗い直される案件が出てくると思います」

「自殺に見せかけた他殺。そうなると……、あっ!?」

　[image: ]野先輩は思い出した。

「前にあった『中間管理職』の自殺について再捜査が行われる。それを狙ったものだと思います」

『中間管理職』はおそらく部下に慕われていたのだと思う。部下に仕事を振らねばならないが、それ以上に重荷を背負っていた。彼が死んだことで防波堤が崩れ、部下たちにはダイレクトに重荷がのしかかってきたはずだ。

『中間管理職』の死を良しとしない部下、『事務職』はどうにかして死の真相を突き止めようとした。そして、死の原因だと思った『被害者』を殺害した。

「確かに、君の言う通りね。今、まさに捜査の見直しが検討されている。けど、そうなると中間Ｅを自殺に追いやったのは被害者Ａってことかしら？」

　安あ良ら城ぎ警視の言葉に俺は曖昧に肩をすくませる。

　少なくとも『被害者』を殺した犯人は、『被害者』が『中間管理職』を死に追いやったと思っているだろう。でも──。

「どうなんでしょう。でも、俺、この被害者についてなんとなく性格がわかるんですよね」

　とても不器用なタイプだと思う。コネ入社で全く性質の異なる場所に勤めることになった。男社会の中で若い女性が管理職になるとそれだけで馬鹿にされる。派手な格好や高いヒールはむしろ威嚇ともいえよう。派手な化粧やおしゃれは、女性にとっての武装なのだ。

　もう十七年間、女性の顔色ばかり窺うかがっていた俺ですから、多少は女性の機微くらいわかるつもり。でも、あくまでたぶん。所詮他人の想像に過ぎない、勝手に他人の感情を決めつけちゃいけない。

　仕事もできる人だった。だから、自分ができることが他人にもできると思う。

　それで他人に無理をさせて、業績が上がった。ならもっといけるだろうとエスカレートしたんだろうか。

　生存者バイアスって言うんだっけ？

　死ぬとは思わなかった、ですむ問題じゃないけど。自殺の可能性もあるし、そうでないかもしれない。

　あー、嫌だ。

　俺、将来週休完全二日制の仕事場を所望します。盆正月、有給はちゃんととらせてくれるところを目指そう。

　そのまえに生き残らないといけないけど。

「じゃあ、中間Ｅは自殺でいいの？」

「わかりません。でも、『中間管理職』が死んで得した人はいますよね」

　殺したとは限らないけど──。

「なあ、もう話はしたし、俺は関係ないんでそろそろ帰ってもいいですか？　自殺なんでしょう？」

　部屋の外から声がした。やたら大きな声なので会議室の中まで響く。

「前の時も自殺だし、大変ですねえ。ブラック体制の会社は。うちの会社も色々大変なんですけどねえ、ノルマ多くて。あー、どうしようかな」

　他ひ人と事ごとのように話すのはおそらく『取引先』だ。

『中間管理職』が死んで残土処理のアレコレがうやむやになったことを思い出す。誰かがそのことで得した可能性が高い。

　妙に軽薄で、妙にほっとしていて、でも早く帰りたそうな。

　俺は安あ良ら城ぎ警視を見る。

　警視は美しい顔をにいっと歪ゆがませ、獲物を狩る目をしていた。
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　新入生歓迎会から数週間。担任の松まつ岡おか先生が殺された件のゴタゴタもだいぶ落ち着いてきた。

　周囲はもう学園祭の準備モードに入っている。出し物は大体決まって、何を準備するか話し合っている最中。演劇やお化け屋敷など、凝ったものを出すクラスや部活は、どんどん進めているので放課後居残りする人は結構いる。

　学園祭は無事行われるようだけど、残念なのはミスコンが無くなったことくらいだろう。去年、ミスコンでひと悶着あって、これ幸いにと無くしたのだろう。

　どんな事件だったかというと、俺の傾向と対策手帳にあるミスコン女王が狙われて、危害を加えられたという話。その女王がなんか、俺と相性が悪そうなタイプだったのでメモしていたことを覚えている。

　さて、俺のクラス二年Ｃ組は、担任だった松岡先生が死んだため、急きゆう遽きよ副担任の師もろ岡おか先生が担任になった。若い先生にはけっこう荷が重い。師岡先生はいつにも増して、生気のない顔で朝のホームルームを始める。いろいろあったのか目は真っ赤でクマがあり、口にはマスクをつけている。たまにしゃがみこみ大きなくしゃみをしている。

　いろいろあったというより、花粉症だな。

　春になると色んな花粉飛んじゃうから。ストレスたまると免疫力も下がるし、辛つらいんだろうねえ、お大事に。

　ちょっと熱っぽいのもあるのか、こめかみにある火傷やけど痕あとが妙に赤く見えた。

　出席を取る中、俺は他ひ人と事ごとのように窓の外を眺める。

　なんでもない点呼が続く中、変な音が鳴った。真後ろから聞こえる。

　何かの着信音だろうか。慌ててスマホの音を消そうとしたようだが、逆効果だった。

『あなたの運勢は最高です。

　何をやっても上う手まくいきます。

　今まで立ちはだかっていた壁だって一発で消える。

　さあ、邪魔なものは全て消し去りましょう。

　えっ、どうすればいいかって？

　なら、こちらをクリックしてください』

　どこをどう押し間違えたのかよりによって音声読み上げアプリを起動してしまったらしい。機械的な女性の声が響いて来る。

「ひゃっ！」

　クラスの視線が声の主に集中する。ちょうど俺の真後ろの席。

　三みケか木ぎさんだ。

「……」

　師もろ岡おか先生は、三ケ木さんを一瞬見たが何事もなかったかのように点呼を続ける。そうだよね、師岡先生はそういうことを注意する性格じゃない。三ケ木さんも不注意だけど、たぶん師岡先生だから気を抜いてたってのはあるんだろうな、と俺は勝手な推測。

　変な問題起こすと、学園祭無くなっちゃうよ。

　しかし、さっきのは一体何だったんだろう？

　占いにしてはなんか不気味な文面に思えた。

　機械的な声を思い出し、机の隅に書き込んだ。
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　午前中の授業を終え、昼休み。

「次、化学か。教室でやるっけ？」

　弁当を食いながら俺に話を振るのはクラスメイトの茂も部ぶだ。もう一人一緒に飯を食っている般はん人ととともに、俺らは一年Ｃ組のモブ三人組として存在している。陰キャ、というほどではないけど、まあ女子とはあまり話さない。うん、影の薄い男の子たちです。

　茂部と般人はこれまで接点はなかったが、同じモブ同士仲良くなるのも早かった。

「教室。あー、師もろ岡おか先生の声ってボソボソしてねみーんだけどなあ。最近、特に睡眠誘導能力があがっている気がする」

　茂部が机に突っ伏す。

「言うなよ。松まつ岡おかのことで色々ストレスたまってんだろ？　あんだけボロボロになって頑張ってるほうじゃね？」

「なんか庇かばうなあ、茂部。師岡先生のこと好き？」

　なんか気持ち悪い声をあげて茂部をからかう般人。うん、男子高校生のノリだと俺は妙にしみじみする。

「ちげーよ」

[image: ]

　なんかしみじみとした声の茂も部ぶ。

「師もろ岡おか先生な、中学の時教育実習生で来てたんだよ。あんときは、普通にまともなイケメンだったわけよ。んでもって四年ぶりにあったら、あんな幽鬼になってたの。怖くない？」

「つまり、社会の荒波にもまれたせいで、ああなったと」

　一応、大学は教育学部を目指している般はん人と。早速、進路が揺れ始めている。

「うわー、教師ってブラックっていうけど、本当なんだな」

　飯を食らいながら他ひ人と事ごとのように話す俺たち。そんな中、「りーくー」という声が聞こえた。

　誰かと思えば、ユキだ。相変わらずの男前で、クラスの女子が甲高い声をあげている。

「どうした？　教科書忘れたのか？」

　来るとしたらいつもそんな用事が多い。

　さっきまで一緒に飯を食っていた二人はちょっと遠目に見ている。ユキは男女問わず相手に対して特別なオーラを醸し出すからなあ。俺と同じ『ジャンル：モブ』を持つ茂部や般人にはちょっと近寄りがたいらしい。

　ちなみにユキは特待生だけど、普通科クラスのＤ組だ。教科書も同じものを使っている。借りに来るのはいいけど、女子の視線が痛い。

「古典。……ん、なんだこれ？」

　ユキが俺の机に書かれた落書きを見る。

「ああ、これか？」

　さっき机になんとなく書き込んだ占いの文面。

「なんだと思う？」

　俺も聞きたい。

　三みケか木ぎさんに聞けば一発でわかるんだけど、俺はたとえクラスメイトだろうと、女子とは自分から安易に接点を持つ気はない。じっくり吟味して、特に害意がない女性であるか判断しなくては。まー、正直怖い。

「検索検索」

　スマホをいじって調べ始めるユキ。

「ふーん、これだって」

　そこにあるのは最近話題の占いサイトだった。『ふぉーちゅん』とかいう占い師がやっているらしく、けっこう凝った作りだ。アプリ化もしているようだ。

「別にどうでもいいかな」

「陸りくは占いには興味無さそうだもんな」

「占い以前に、呪いに振り回されてるからね」

　大きなため息をつく俺。

　ふと三みケか木ぎさんを見る。占いなんて信じなくてもなんでも上う手まくいっているように見える。隣の芝生は青く見えるってやつだろうか。

「あんまり誰か見てると誤解されるよ」

　ユキがさらっと言ったことに俺はびくっと反応する。

「じゃあ。教科書借りていくね」

　笑って出ていくユキ。女子の数人がユキの背中を目で追ったのに気付かないわけない。そして、視線が俺に移動する。

「いいな、お前」

「はぜろ」

　遠目に見ていた茂も部ぶたちが言い放った。二人はユキの性別を知っており、なのでユキのカテゴリは女子に入るらしい。

　でも、女子にとって俺はユキというかっこいい同級生に繋つながる存在。『将を射んと欲すれば先まず馬を射よ』の馬だ。しかし俺とて簡単に射られる馬じゃない。

　ユキと間を取り持ってもらおうとするのか、女子が数人近づいてきた。

「あっ、急に尿意が！　トイレ、トイレに行かなきゃ！」

　俺は慌てて教室を出る。

　あぶないあぶない。かつて、ユキとの接点を作るために俺に近づいてきた女子が何人いたことか。そんでもってやんわり断ろうとして、逆恨みされて駅の階段で落とされかけた。

　うん、女の子怖い。

　俺はトイレに駆け込み、さほどもよおしていないけどとりあえず出すものだして出る。時間ギリギリで教室に戻ると席につく。

　けれど──。

　チャイムが鳴っても先生が来る様子はない。

「どうしたん？」

「先生、遅くない？」

　授業開始時間から五分、まだ先生は来ない。科目は化学。理系クラスなので、必修科目だ。担当は師もろ岡おか先生で、普段ならチャイムちょうどに入ってくる。

「今日って移動教室だっけ？」

　実験の際は、化学室に移動になる。今日は座学だから教室でいいと聞いていたんだけど。

「何も言われてないけど」

「じゃあ、どうして？」

「誰か先生呼んで来いよー」

　この流れは普通だ。だけど。

「なー、イベント補助委員行って来いよ」

「なんでそうなる！」

　関係ない。俺、全然関係ない。誰だ、今言ったのは。その声は茂も部ぶだな。何の恨みがある？　ユキか、ユキのことか!?

　しかし、このクラスの中ではいつの間にか『イベント補助委員』と書いて『雑用係』と読んでいる。

「まおかー。いけよー。んでもってできるだけゆっくりよんでこーい」

　つまり、時間を稼いで授業を潰せと言いたいらしい。

　別に行くのは問題ない。問題ないが、ここで雑用係として定着したらどうなるのか。いけない、それはいけない！

「はいはい、ていあーん！　こういうのって、普通は学級委員が行くもんじゃないのか？　もしくは日直、日直だろ！」

　俺はずばり言い切った。言い切った結果。

「そうだよね、じゃあ行こうか」

「えっ？」

　立ち上がったのは俺の後ろの席の三みケか木ぎさんだ。黒板の日直の欄を見る。

　まおかりく。ま行のま。

　みかぎりこ。ま行のみ。

　なんだよ、日直、よりによって俺だよ。タイミングよすぎだろ。

「あー。真ま丘おかてめぇ、一人で行けよ。三ケ木さん道連れにすんな！　二人も必要ないだろ！」

　ちょっと待て。つまり、日直で行くと、三ケ木さんと二人きりになる。それを見越して、日直ではなくイベント補助委員の名を出したというのか。

　えっ、茂部ごめん。お前の気遣いに気付いてあげられなくて。何、「ていあーん」とか挙手してるの、俺。やめて、三十秒前に時間巻き戻して。

「あっ、三ケ木さん。ごめん。俺一人で行ってくるから。じゃあ」

　女子を気遣いつつ、さりげなく距離を置く。俺の定石。

「そうだ、一人でいけー」

「ゆっくりなー。ゆっくりでいいぞー」

　ヤジを飛ばされながら俺は教室を出ようとした。

　しかし──。

「待って。私も行くから」

　くいっ。制服の裾をつかまれる。

　やめろ、こういうのは女子に縁がない男子がクラッと来る仕草、ベスト10に入るぞ。

　ちょんと摘つままれただけなのに、妙な抗あらがえなさがあるんだ。

「私も日直だもんね！」

（いやいいよ！　別にいい！　別にいいから。一緒に来るなー！）

　とは俺の心の声ですが、口から出ることはなかった。そうです。怖いんです。女の子にそんなこと言えるわけないでしょうに。
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　ということで、俺は三みケか木ぎさんとともに師もろ岡おか先生を呼びに行くことに。

　そんなわけで絶賛気まずい。

　俺としては、親密度を上げたくない。でも何も話さないのは気まずい。いや、向こうが俺のことを無視してくれたらありがたいんですけど、それはそれできつい。

　無言のまま職員室へ向かう。

「失礼します」

　広々とした職員室には授業がない先生がコーヒーで一息ついたり、小テストを作ったり、遅い昼飯を食べたりしている。

　職員室と言っても『第二職員室』。うちの学校、生徒だけでなく先生も多い。

　師岡先生は見当たらない。席にもいないし、給湯室にもいない。

「あのー、すみません。師岡先生を見ませんでしたか？」

　ちょうど近くにいた先生に訊たずねる。

「師岡先生ねえ。見てないけど。あの人は、ここよりも化学準備室にいることが多いからなあ」

「ありがとうございます」

　今度は化学準備室かよ。たぶん第三化学室の隣だな。地味に遠い。ええっと確か芸術棟の三階の端っこ。なぜか芸術棟にある。校舎の増改築のせいで、色々ごちゃまぜになっていることは多い。

　また無言の気まずい道のりになるかと思いきや。

「ねえ、真ま丘おかくんって斎さい藤とうさんと親しいよね？」

「あっ、うん……」

　向こうから話しかけてきた。しかも聞かれたくない話題。しかし、ここでポイント。『斎藤くん』じゃなくて『斎藤さん』なのだ。

「大変だよねえ。うちのクラス、斎藤さんのこと勘違いしている人多いからさ。滅め茶ちや苦く茶ちや聞かれない？」

「うん。学園祭前とかバレンタインの時とか大変」

　目の色変えた女子が文字通り襲い掛かってくる。キューピッドにしたいなら、もう少し俺にも優しく、いや優しくはしなくていいので路傍の石でも眺めるように無視して欲しい。

「ねえ。知ってる？　一部の女子は真丘くんと斎藤さんが仲良いのを推奨してるんだよ」

「ええっと、推奨って何？」

　まるでお米をもっと食べなさいとか、そういう活動ではないんだぞ。

「あー、ごめん。これ言っちゃいけないやつだった。今の忘れて」

「そーいうのが一番気になるんだけど！」

　何、言われてんだ、俺。

　しかし、そんな話をしているうちに化学室についた。廊下の突き当りにあるのが第三化学室で化学準備室はその一つ手前の部屋。

　俺はノックする。

「師もろ岡おか先生いますかー」

　ガタッ、何か音がした。誰かいる。先生だろうか。

「先生、授業忘れてませんか。皆待っているんですけどー」

　三みケか木ぎさんもドアを叩たたく。

「せんせー、どうしたんですか？」

　なんか様子がおかしい。俺は不安になる。

「うわあああああ！」

　耳をつんざく声が響く。この声は確かに師岡先生だ。

「くるなー、くるなー！」

　何が来るな？　理解が及ばず、俺は混乱する。

「先生！　師岡先生！」

　俺がいくら叩いても頑丈なドアはびくともしない。準備室が無理なら、化学室から入れないか回り込む。けれど、化学室から繋つながるドアも開かない。鍵がかかっている。

「ちょっ、何なの？」

　俺たちが騒いでいたからか、眼鏡をかけた女子が様子を見に来た。なんか見たことがある顔、この間のカラオケで会った[image: ]ひ野の先輩だ。

「なんか、中で師もろ岡おか先生がおかしいんだ。鍵も開かないし」

「えっ、えええ!?　じゃ、じゃあ私職員室から鍵取ってきたほうがいい？」

「頼む！」

　[image: ]野先輩、判断が早い人だと俺は感心しながら、準備室前に戻ってドアを叩たたき続ける。

「先生、先生！」

　反応がなくなった。

「先生、どうしたんだよ……」

　俺は準備室の廊下側の窓からのぞき込もうとした。でも、窓の前に段ボールが積みあがっていて中が見えない。

　さらに悠長に待っている余裕はなくなった。

「……っく」

　変な臭いがした。つんとする刺激臭。

「なんか嫌な臭いする……」

　三みケか木ぎさんが鼻をおさえる。

　化学の実験ではおなじみの注記。つんとする臭い、喉の痛み。

　俺は嫌な予感がした。悠長に鍵を待っている暇なんてない。

「三ケ木さん！　廊下の窓全部開けて！　開けるだけ開けて！」

「えっ？」

「早く！」

　俺は三ケ木さんが廊下の窓を開けている間に、化学室から椅子を持ってくると、準備室の窓をぶち破った。窓の鍵を開け、積みあがった段ボールを蹴り倒す。

　中はひどい臭気。俺は袖で口と鼻をおさえ、化学準備室に入った。

　奥には倒れこんだ師岡先生。近くには家庭用洗剤や漂白剤の容器。

　よくある自殺の常じよう套とう手段。正直、おすすめできない組み合わせだ。

　雑多に置かれた荷物、先生の鞄かばん、実験道具に、壁に貼られたカレンダー。遺書らしき物は見つからない。というか、今見つける余裕はない。俺の目も涙がぼろぼろ出始めた。

　俺は準備室のドアの鍵を開け、息をしないようにしつつ師岡先生の体を廊下へと引きずり出す。できるだけ準備室から離れ、水道の前で止まる。

　最悪だ、なんでこんなことに。

　先生の様子はどうだ？　目や口元が荒れている気がする。心臓は？

「……どう、真ま丘おかくん？」

　三みケか木ぎさんが心配そうに聞く。師もろ岡おか先生の胸に耳を当てる俺。

「まだ、生きてる。バケツ、バケツに水汲くんで！」

　毎度毎度、事件に巻き込まれるの、ほんと、やめて欲しい。

　あー、せっかくのイケメンが台無しだな。マスクの下は無精ひげが生えており、目にはクマ。それからところどころ腫れている。青白い顔色のせいか、こめかみの火傷やけど痕あとが、妙にくっきり見えた。

　俺は師岡先生に水をかける。腫れの原因はおそらく塩素ガスだ。

　おそらく化学準備室では塩素ガスが発生していた。よくあるやつ、混ぜるな危険で発生する有毒ガス。

　それを狭い化学準備室で発生させるなんて。

　また自殺かよ！

　あー、もうやだ。この様子だと、自殺するかしないか迷っているときに俺たちが声をかけた。んでもって、混乱して毒ガスを発生させた。

　やめて、三連続だし。んでもって、また殺人の偽装とか言ったら怒るよ、本当に。

　でもまあ、本当に自殺だったらそこまで追い詰められた先生に申し訳なさを感じる。

　俺は先生の目を洗う。

　ドップラー効果のサイレンが近づいて来るのが聞こえた。
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　その後、[image: ]ひ野の先輩が救急隊員を芸術棟まで案内してくれた。救急車を呼んでくれたのも[image: ]野先輩だ。鍵を持ってきたのはいいが、ただならぬ状態を見て一一九してくれたらしい。

　俺は救急隊員に状況を説明し、その後、先生から事情聴取もどきを受けることになった。

「なんということをしてくれたんだ？」

　この言葉の意味わかる？

　学校の先生が言う台詞せりふかな？

　なんということイコール師もろ岡おか先生が自殺未遂を起こしたことではない。

　他の先生の許可を取らず勝手に救急車を呼んだことらしい。呼んだのは[image: ]野先輩だけど、俺は黙って自分がかけたことにした。

　それにしても──。

　いや、違うでしょ！　ここは人命第一でしょ！　なんかあったらどうすんのよ。

　三みケか木ぎさんも先生の話に、顔を青くしている。

　結局、師岡先生はそのまま病院へ搬送、入院が決まる。

「師岡先生は事故だってさ」

　先生に口止めされた。自殺ではなく事故。この言葉の差は大きい。

　俺と三ケ木さんは廊下をトボトボ歩きながら、教室へと戻る。途中の教室は意外と静かだ。先生たちは、今日はもう授業にならないと生徒たちを帰したらしい。

「先生、大丈夫かな……」

「命に別状はないと思う」

　俺がすぐさま処置したので、何もないと信じたい。呼吸もあったし、心肺停止にまでは至ってなかった。

「松まつ岡おか先生の事件に引き続いてこんな騒ぎが起こっちゃったら、学園祭無くなっちゃうかな」

　ぽつりと三ケ木さんがつぶやく。

「学園祭」

　俺には良さがわからない。お祭りは楽しいものなんだろうけど、すこやかな青春をおくるには俺の半生は波乱にあふれていた。

「どうだろうね」

　なんとも言えない返事をして、教室に到着。ドアを開けると、けっこうな人数が残っている。

「おい！　なんだよ、さっきの騒ぎ」

　理不尽なのは先生だけでなくクラスメイトもだった。

「いや、授業が潰れろとは思ったけど、師もろ岡おか先生ごと潰せとは言ってない」

「俺に言われても困る」

　モブ仲間の般はん人とくんの理不尽な言葉。般人一はじめくん、あだ名はパンピーくんである。

「担任に続いて、副担任。なんか変な流れだよな。師岡先生もなんであんなことしたんだろ」

　茂も部ぶ、俺もそう思うよ。こいつは俺を責めないが、元はと言えばこいつが俺に行かせようとしたのが悪いと気づく。とはいえ、別の生徒が行って、ちゃんと師岡先生を助け出せたかどうかは知らない。俺が迅速に動けたのは、そういう局面に慣れすぎていたおかげだ。

「今日はもう授業はないってさ」

「へいへい、よかったですね」

「なんだよ、その言い方」

　俺もさっさと下校することになった。とはいえ、色々話を聞かれたせいでいつもの下校時間と変わらない。

　担任に続いて、副担任。

　二年Ｃ組、クラスの雰囲気はどことなく澱よどんでいて、まだ駄だ弁べって下校していないのは不安を共有して心を落ち着かせるためかもしれない。

「師岡先生大丈夫かな？　化学のセンセーでも実験失敗することあるんだね」

　般人に比べるとまともなことを言っているのは女子たちだ。

　実験の失敗？　ああ、口裏合わせるんだったなあ。

「性格はともかく顔は良かったからさあ。最近のやつれ具合、もう見ていられなかったんだよね」

「あー。わかる、顔はいいんだよ、師岡先生。松まつ岡おかのせいでこき使われてあーなったって聞いたけど」

「えー、じゃあ、松岡いなくなれば、普通にかっこよくなるもんじゃないの？」

「いやいやいや。そう上う手まくいくものじゃないし」

「あれ？　私、教員採用試験に落ちたストレスでああなったって聞いたけど？」

「えー、それじゃあ無免許になるでしょ？」

「どっちにしろカッコよくないと。あー、去年一瞬カッコよく見えたんだけどな」

「はは、何それ、いつの話？」

「いつと言えば、駅前のシェイク、無料券今日までだ」

「あんたダイエットするって言ってたでしょ？」

「うん、明日から」

　話題がどんどん飛んでいく。

　ちょっと傾向と対策手帳に、涼すず森もりさんダイエット中と書いておく。んでもって、俺はこれ以上教室にいても意味がないなと、鞄かばんに教科書を詰める。

「帰るのか？」

「うん、いても仕方ないだろ」

「……そうか。じゃあ、師もろ岡おか先生の見舞いは行かないよな？」

「み、見舞い？」

　俺は耳を疑った。

「茂も部ぶさあ。空気読めないって言われない？　あの状況でなんとか先生が助かったにしても、すぐさまお見舞いなんて発想できるわけないだろ？」

　般はん人とは、モブＡの顔を体現した友人を諭すように言った。般人もまた、モブＢのような顔をしているけど。

　茂部はあまり大きくない目を細めて、親指でそっと後ろを指す。

　女子グループが何か話している。俺の苦手なタイプ、ギャルっぽい集団だ。

「ねえ、どこの病院かな？　先生に聞けばわかる？」

「こういう時って千羽鶴折ればいいんだっけ？」

「千羽？　無理無理、ネイル折れちゃう。十羽もあれば十分でしょ」

　心無い善意で話すギャルグループ。

　俺はぐぬぬぬっと顔を歪ゆがませる。

　正直、師岡先生はお見舞いなんて求めていないだろう。迷惑以外の何物でもなく、それを察する能力が欠けた生徒がクレープ屋に行くノリで病院に向かうのを無視していいのだろうか。

　しかし、相手はギャルグループ。しかも妙な自信がありあふれる女子高生ブランドを体現したかのような集団だった。そして、なぜか真ん中に三みケか木ぎさんがいる。

「三ケ木さん、変な群れにいる」

「おい、般人。変とか言うな、刺されるぞ」

　俺は女子の悪口は言わない。絶対言わない。思っているだけだ。

「オタクに優しいギャルは幻想生物なんかなあ」

　茂部くんのとても悲哀に満ちた言葉。

「三ケ木さんは優しいだろ？　俺らのこと誘ってくれているし。ちょっとメイク濃いけど」

　しれっと失礼なことを言うな、般人。

「すっぴんのほうがたしかに可愛かわいい」

　茂部、言い方わかってるな。

「オタクに優しいなら他の何者にも優しいんじゃないかな？」

　横から入った声に般人と茂部が驚く。誰かと思えばユキだった。

「どーした？」

「いや、陸りくがまた厄介ごとに巻き込まれたっぽいんで顔見に来た。なお、おかげさまで今日は部活無し」

　竹刀が入った袋を持ったユキは、件くだんのギャルグループを見る。そして、鞄かばんと部活道具を置き、何食わぬ顔で女子たちの輪に入っていく。

「やめとこーよ。普通、今日入院して即日お見舞いとか聞いたことないし」

「あっ、斎さい藤とうくん！」

　目をきらきらさせるギャルＡ。『斎藤くん』ということは、勘違い組か。

「ちょっと気になること話していたから加わっちゃった。邪魔したらごめん」

「あっ、いいよいいよ」

　普段、俺たちモブ男子には見せない笑顔を見せる女子たち。

　知っている、イケメンに限るってやつでしょう。知っていますとも。でも、そいつはメンズじゃない、そこはわかっているのか。

　もしここが異世界でステータスが読めるなら、ユキには『スキル：美形補正』とか入って交渉成功率があがっているに違いない。

　ユキがなんやかや話しているおかげで、ギャルグループの放課後の予定は変わった。

　代わりに駅前にできたクレープ屋の『闇鍋五種クレープ』なるゲテモノメニューに挑戦することになったようだ。なお、ランダムで五種類具材を包むという品で、甘い物から激辛まで揃そろえた具材二百種の中からどう選ばれるのかによって味が恐ろしく変わるという運メニューだ。俺はやらない。絶対やらない。

「じゃあ、帰ろうか、陸」

　ギャルグループに手を振りつつ、俺のところに来るユキ。茂も部ぶたちは萎縮して、いつのまにか自分の席に戻っていた。

「いつもながら大変だね。また見つけて」

　なんで俺が見つけたことを知っているんだろうとかは言わない。

「師もろ岡おか先生が実験事故なんて嘘うそでしょ？」

　小声で俺に耳打ちするユキ。

「なんでわかる？」

「陸とは幼おさな馴な染じみだからね。しかし、最近その関連の事件ばっかだねえ」

　表向き、あくまで師岡先生の不始末で塩素ガスが発生、倒れて救急車を呼ぶ事態に至ったということになっている。

「さあ、ともかく一緒に帰ろう」

「ああ」

　俺とユキは、教室を出る。
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　廊下を歩きつつ、ユキは周りに人がいないことを確認する。

「自殺なの？」

　単刀直入に聞くユキ。俺に聞かれても困る。

「知らない。でも、化学の先生が混ぜるな危険の薬品を混ぜてガス中毒になるなんて、教員免許どうやってとったか疑問になるだろ？」

　塩素ガス中毒は、身近な家庭用洗剤・漂白剤でも起こりうる。それこそ知識がある人間なら、わざとやらない限り、そんなことにはならない。

　ストレスが溜たまりまくって、もう死んだほうがマシという人間が自殺の手段に使うレベルのもので。

　うん？

　ふと、俺の頭に『？』が浮かぶ。

　なんだろう、おかしいなあ、やめてくれよ、こういう流れ。

　深く考えたくなくて、俺は首を振る。

「あー、なんか引っかかることあったっぽい」

　ユキがにやにやして俺の顔をのぞき込む。

「なんでもない。なんでもないから」

　ユキを押しのけ、靴箱に向かおうとする俺に、何かが立ちはだかった。

「やめてください！」

　何がやめてくださいなんだろう。仁王立ちをする人物には見覚えがある。それこそ、俺をやたら嫌っている美少女まりあちゃんだ。

　俺は周りを見る。まりあちゃんが指すのは俺とユキ。他に該当人物はいない。

　正直関わりたくないけど、一応相手をしないといけないのかな。

「あのー。俺、君に何かした？」

　あっ、『君』とか言ったら変かな。気持ち悪いかな。でも言っちゃったし。ええっと、まりあちゃんの名字はなんだっけ。なんかクラスの奴やつと名字が被かぶってて。あっ、柊木ひいらぎだ、柊木。とげのある葉っぱ、それで覚えておこう。

「何かした？　これを見たらわかるんだけど！」

　まりあちゃんはドドンとスマホを見せる。小さな文字で埋め尽くされた画面、何かと思えばネット小説のようだ。

「これが何か？」

　俺は小さな文字を読んでいく。

　ん？

　んん？

　んんんん？

　どういうことだろうか。

　芸術棟でガス中毒事件、生徒の一人が窓を割り教室に突入、倒れた先生を助け出し──。

　んんんんん？

　俺は目をこする。誤字脱字が目立つ文面だがやたら詳細にさっきの事件について書かれている。小説の投稿時間は今から三十分ほど前。

　いや、時間を考えると事件発生から二時間も経たっていないのに書き込まれている。妙にリアルな描写と関係者としか思えない内容。だが、リアルだったのは途中までで後からなんだかおかしい内容へと移り変わる。

　ガス中毒になった教師と助け出す生徒。二人の描写が俺と師もろ岡おか先生に似ていることは割愛して、救助する際に人工呼吸を行っている。

　いや、それだけならまあないこともない。化学ガス系は直で人工呼吸は駄目なんだけど、そこには目を瞑つぶるとして。

　人工呼吸の描写が妙に生々しく、目を覚ました先生がなぜか生徒を抱擁し、それから……。

　俺は唸うなりながら、スマホを凝視する。

「あっ、これ、[image: ]ひ野のせんぱ……」

　スマホをのぞき込んだユキ。言いかけてハッと口を押さえる。

「ひのせんぱい？」

　俺のじとっとした視線がユキをとらえる。ユキが目を逸そらす。

「そのいやらしい目で斎さい藤とうくんを見ないでください。この痴漢！」

「いや、なんなの痴漢って！」

　俺は言いがかりをつけるまりあちゃんに言い返す。

「痴漢ったら痴漢でしょ！　こんなわいせつ行為を校内で繰り返すなんて！」

　いや誤解だ、誤解なのに、なんでこんなに睨にらまれなくちゃいけない。確かに途中まで俺と師岡先生のことが書いてあったと思うけど、後半はどう考えてもフィクションじゃないか。

　靴箱の前で騒いでいたので周りに人が集まってきた。

　しかも女子がひそひそ話している。どう考えてもまりあちゃんの『痴漢』発言のせいだ。

　言っておく。俺は悪くない。悪いのは勝手に誤解しているまりあちゃんと、なんか生々しい小説をネットにあげている誰かだ。

　そして、誰かというのはもう目星がついた。

　俺はユキ、まりあちゃんを交互に見る。

「場所をかえようか」

「何？　逃げる気？」

　声を荒らげるまりあちゃん。俺が何を言おうと聞く気はないのか。

「ねえ、ここで大騒ぎしても先生が来るだけなんだけど」

　ユキが笑顔のまま、冷ややかに諭す。

　まりあちゃんは複雑な顔をして、口をぎゅっと閉じる。

「だから場所をかえるだけ。ろくでもない犯人に会いに行くから」

　こんなろくでもないことをしでかす人物に会いに。

　俺は必死で怒りを抑えつつ、芸術棟へと向かった。
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　正直、誰が犯人かなんて、もうどこまで鈍くてもわかる。

　というか、ユキが言ってたし。

　ガシャンと芸術棟二階、文芸部部室に入る。

「どういうことか説明していただけますか？　[image: ]ひ野の先輩」

　ノートパソコンの前でにやにやと誤ご魔ま化かし笑いをする眼鏡の先輩を見る俺。

　五時間目、芸術棟で鍵を取ってきてくれようとしたり、救急車を呼んでくれたのはありがたい。迅速な判断だったと思う。

　思うけど、その前に[image: ]野先輩何なの？　なんで授業のはずなのに、芸術棟に一人でいたのって問題。

「あー、バレちゃった？」

　イヒヒヒッと、本来なら端整なはずの顔をぶち壊すちょっと陰気な笑い。女子高生というより魔女。大鍋かき混ぜているタイプ。

　ごめん、陰キャに優しい俺、仲間意識を持つ俺でもこの笑みは許せない。

「[image: ]野先輩。さすがにやっていいことと悪いことがあるんじゃないですか？」

　俺だってさすがに怒る。やっていいことといけないこと、それくらいもう理解して欲しい。

「人一人が死にかけたときに、それをネタにするとか……」

　俺はほんの少し軽蔑をまじえながら言ってしまった。

　[image: ]ひ野の先輩は作り笑いをやめ、視線を下げる。

「……あっ、ごめん。ちょっと軽率だったかも」

　気まずそうに出てきた言葉からは、多少反省の色が見えた。

「……ちょっと、[image: ]野先輩、どういうことです？　なんでこんな奴やつに謝っているんです？」

　なんだか困惑している様子のまりあちゃん。こんな奴呼ばわりされた。

「あー。私が悪いの、他人の不幸を創作のネタにしちゃったから。いやー、久しぶりに滾たぎったからって、すぐさま書くのは良くないよね。反省しないと」

　反省しているのかどうかわからない。

「えっ？　創作？」

　まりあちゃん、理解が追い付いていない。

　うん、なんとなく気付いていたけどまりあちゃんは、フィクションとノンフィクションが区別できていない残念な子だ。いくら特進クラスでも、創作物を全て鵜う呑のみにするのは良くない。

「あー、やっぱ消したほうがいい？」

「消してください」

　反省したように見えない[image: ]野先輩。

「んー、誤字訂正ついでにちょっと書き換えればいけると思ったんだけどな」

「さすがに俺でも怒り通り越して切れますよ。よくわかりませんけど、そういうのってあなたの仲間内でもタブーとされる行動なんじゃないですか？」

　珍しくずけずけと俺が[image: ]野先輩に言えるのは、たぶん彼女がまとう空気だ。女の子にはなんだか近寄ってはいけない空気というのがあるんだけど、[image: ]野先輩は失礼だが女性なのに女性でないなんだか別の空気をまとっている。たぶん、[image: ]野先輩にとって俺が異性ではなく、観察対象だからだろう。嫌なことに安心してしまう。

「……ごめん。うん、わかった。消す」

　俺のプライバシーを侵害したことより、仲間内の関係のほうが重要らしい。

　俺はふうっと息を吐くと、改めて文芸部の部室を眺める。

　初めて入った。移動教室の時、たまに通り過ぎるだけで気に留めたこともなかった場所だ。

　物置を改装しただけで、金属の棚には行き場のないガラクタが固まっていた。本棚には文庫がぎっしり、たまに漫画が交じっている。下のほうには薄い冊子があって『葉は桜ざくら高校文芸部作品集』と書いてある。けっこう歴史があるらしく、何十冊と並んでいた。

　そして、[image: ]ひ野の先輩の座る席にはノートパソコン。横には辞書や、用語辞典が置いてある。

「もしかしてずっと原稿書いてたんですか？」

　元々おかしかった。五時間目の授業中になんで[image: ]野先輩が一人だけやってきたのか。芸術棟で他の授業が行われていたら、他の生徒も騒ぎに駆けつけておかしくなかった。

「うーん。そうだよ。今なら早割が間に合うからね。先生も気分悪くて保健室行ってくるって言えば何も言わないし」

　つまり堂々とサボっていたわけだ。

　俺は呆あきれつつ、同時に芸術棟にいてくれたおかげで師もろ岡おか先生に迅速な対応ができたのでよかったと思った。まあ、自殺が未遂に終わって師岡先生が喜ぶかは別として。

　自殺って失敗すると後遺症が残ることもある。でも、あの状態だとたぶん数日で退院できる程度だ。

「……ん？」

　俺はふと引っかかった。

「どうした、陸りく？」

　ユキは暇なのか椅子に座って、本棚にあるマンガを読んでいた。

「ええっと。師岡先生は化学担当だよな？」

「何を当たり前なことを」

　そうだ、だから化学準備室で倒れていた。

「臭いからして塩素ガス」

　混ぜるな危険で有名なもの。比較的低濃度でも死ぬことがある毒物だけど。

「俺が師岡先生なら、もっと確実に死ねる薬剤を用意する」

　材料はたんまりあるし、何よりその辺りの知識を知らないわけない。

「ど、どういうことなの？　死ねるって何？」

　不思議そうな顔をして、まりあちゃんが聞いて来る。

　しまった。自殺云うん々ぬんは、秘密だった。

　ユキと[image: ]野先輩も俺を見てくる。ユキはさっき話したようなものだし、[image: ]野先輩は見ていたので事故にしてはおかしいと思っているはずだ。

「ええっと」

　説明したいけど、どう説明していいのか？

「……もしかして、師岡先生って事故じゃなかったってこと？」

　おや、俺のことは散々誤解していたのに、妙に察しがいい。

「どうしたの？　珍しく察しがいいわね？」

　俺の言いたいことを代弁してくれる[image: ]野先輩。

「先輩！」

　まりあちゃんはちょっとぷんすかという雰囲気で怒る。俺が言ったら、舌打ちするんだろうな。

「まあ。なんか色々あるんだけど、まりあは黙っておける？　あんたが首を突っ込むと話が進まないから」

「……」

　[image: ]ひ野の先輩の言葉に少々不満げなまりあちゃん。

「黙ってくれる？」

　にこっと営業スマイルを見せるユキ。

「はい！」

　まりあちゃんは、ピシッと背筋を伸ばす。今後、まりあちゃん関連は全部ユキに対応してもらおう。

「じゃあ、続きどうぞ。ええっと、師もろ岡おか先生の自殺が実際どうなのって話からね」

　[image: ]野先輩は、パイプ椅子を三つ用意する。

「まるで俺がここにいる全員に、自分の推測を話す前提で言ってますね？」

「いいじゃない？　推測は推測。真ま丘おかくんの迷推理を聞かせてもらいたいわ」

　今『めいすいり』の漢字変換が違った気がする。

「素人の戯たわ言ごとですよ」

「戯言大好き」

　妙に気が抜ける。俺は「まあいいか」と、パイプ椅子に座る。

「自殺って楽になりたいからやるでしょ？　だから、確実に死ねる方法を選ぶと思うんです」

「そりゃそうだね」

　ユキが同意する。

「どういうところが気になるのか、全部挙げてみてくれる？」

　[image: ]野先輩が頬ほお杖づえをついて俺を見る。

「時系列として、五時間目、師岡先生が教室に来なかった。俺ともう一人が化学準備室に迎えにいった。師岡先生が叫んで正気とは思えなかった。さらに異臭がしたから、窓から化学準備室に入った。先生が倒れていた、の流れですね」

「ふむ。途中、私が来たと。ちょうどこの上なのよ、化学準備室。っで、普通に考えると自殺するか悩んで迷っていたところ、真丘くんたちがやってきて混乱。慌てて毒ガスを発生させた、というように見えるんだけど」

「そうですね」

　俺は指を二本立てた。

「師岡先生の自殺が怪しい理由は二つ。一つ、塩素ガス自殺だとして、化学室にはもっと違う毒物があります。より即効性の強いガスなら、苦しむ必要はないですからね。なによりガス系ならもっと部屋を目張りするなり蟻一匹入る隙間のない密室に近づけるべきでしょ？　だけど、化学準備室は、施錠がしっかりしているものの目張りはまったくされていなかった」

　これもしかして、二つぶんの理由だったろうか。まあいいや、まとめて一つにしておこう。

「これから、目張りをする予定だったとしたら？」

「それらしい道具、ガムテープとかは見えませんでした」

「ふむふむ」

　[image: ]ひ野の先輩は眼鏡を押し上げつつ、頷うなずく。

「二つ、時間帯。師もろ岡おか先生は、五時間目に授業がある。授業に出なかったら生徒が探しに行くのが基本でしょう。わざわざそんな時間に自殺しますか？」

　勿もち論ろん、硫化水素ガスも一瞬で死ぬとは限らない。濃度によってはもがき苦しむ。

「真ま丘おかくんの話は確かに一理あると思う。でも、師岡先生がストレスで追い詰められていたとか考えられない？　駅で電車に飛び込み自殺する人って、損害賠償とか考える余裕がないって言うけど」

「ええ、それも十分考えられますね。でも、わざわざ家庭用洗剤と漂白剤を化学準備室に持ってきて、自殺に使うのって変じゃないですか？　それが衝動的ですか？」

　俺が化学準備室で見たのは洗剤と漂白剤の容器だ。混ぜ合わせて作るなら他にたくさん材料があるのに、わざわざ家庭用洗剤・漂白剤なんて持ち込む必要はない。

「……うーん」

　[image: ]野先輩が首を傾かしげる。

「わざわざそうした動機は思いつく？　陸りく」

　ユキが問いかける。

「自殺に見せかけるため、でも死ぬつもりじゃなかったとしたらどうでしょう？」

「どうして？」

　応答するのが大体[image: ]野先輩なので、俺の口調は敬語で統一されてしまう。この手の問答にユキはあまり加わろうとしないし、まりあちゃんは静かだ。[image: ]野先輩が言ったように話が進まないから黙っているのだろうか。

「自殺に見せかけるって。何でそう思うの？」

「化学室の化学薬品を使うと、大変殺傷能力が高いガスができますから。だからって薬品を薄めて作るのもおかしいですよね。結果、殺傷能力が比較的低くなる、家庭用洗剤を使ったんじゃないかと思います。そして、時間帯に関しても誰かが来るのを見計らって、あえて騒いで助けが入るの待ってやった。とはいえ、放置していたら危なかったと思いますけど」

「……もしかしてあれ？　ミュンヒハウゼン症候群ってやつ」

　[image: ]ひ野の先輩は博識でらっしゃる。

　ミュンヒハウゼン症候群、簡単に、まあ簡単すぎて説明が足りてない言い方をすれば、自傷行為をすることで他人に心配してもらおうとする、そんなかまってちゃんの行動だ。

　ユキもこの名前を知っている。理由としては、数年前、自称俺の恋人と名乗るストーカーが俺の飯に毒物を混入、救急車をストーカーが呼び、あくまで献身的な恋人を演じていたが、ユキや俺の家族が病院に来たことでばれたという話がある。

　怖いよね。そっちは、代理ミュンヒハウゼン症候群って言うんだって。自分じゃなくて、他人を傷つけるほう。

　あっ、まりあちゃんだけ知らないみたいだから、必死にスマホで検索している。

「師もろ岡おか先生に至っては違うかなって思います」

「だよね。そんな感じしない」

　ただ言ってみただけのようだ。わかる、ちょっと難しい単語使いたい、わかる。そして、それに乗せられるまりあちゃん。

「じゃあ、どんな動機があって？」

「普通に考えると、死にたいけど本当に死ぬほどじゃない。だから、自殺未遂を起こしたというように見えますけど」

　それでも、かなり苦しかったと思う。何より処置が遅かったら死んでいたと思うので賭けに入っていたと思う。でも、ここで[image: ]野先輩に教える必要はない。

「ふーん、何か隠してない？」

　[image: ]野先輩、ここで勘が良いのは好ましくない。

「隠すって？」

「いや、なんかこれまでの説明に対して結論が短いから変だなって思って」

「現実の結末なんて、そんなもんでしょう？　それより、サイトの小説、削除できましたか？」

「……はい」

　話題を変えると大人しくなる[image: ]野先輩。

「あっ、ついでに」

　ユキが挙手する。師岡先生の自殺未遂事件について、何か意見があるのかと思いきや。

「他の作品について。なんでリバってるんですか？」

　全然違う話。

　ええっと他の作品？　他にもあるの？

「リバは無理って言ってるじゃないですか。かえてください」

「いや、リバっていうかそれが王道だし、人気も高いし、むしろ史実だし」

「ダメです、かえないのであれば、肖像権侵害で訴えます」

「いや、ちょっと、やめて！」

　ユキに縋すがりつく[image: ]ひ野の先輩。なんらかの弱みをユキは握っているようだ。とある界かい隈わいで有名な[image: ]野先輩。元々、ユキと接点があったわけで、深く追及すべきかせざるべきか、今日はやめておこう。

「ええっとユキ、そろそろ帰ろうかと思うんだけど」

　変な小説は取り下げてもらったし、なんか色々話してしまったけど、もう用はないと俺は立ち上がる。そういや、なんで来たんだっけ？

「あ、あの」

　忘れてた。なんか最初にいちゃもんを付けてきたのはまりあちゃんだ。

「何？　この通り、俺は別になんもやましいことはないんですけど、何か文句ありますか？」

　ちょっと冷たい態度の俺。だって、変に逆恨みして言われっぱなしも嫌だから、たまには反撃していいよね。

「……で、でも、あなたが怪しまれるような行動をするのが悪いんだし」

　何を言っているんだ、この子？　人のせいにするか普通？

[image: ]

　いや、よく考えろ、俺。俺の周りに普通の女の子はいない。近づいてくるとしたら、ろくでもない子だし、それなら最初から嫌われたほうがいい。

「うん。俺が全面的に悪かった。ということで、今後、互いのために全く関与しないほうがいいと思う」

「つまり、俺に近づくな、だってさ」

　ユキが直訳してくれる。んでもって、俺の肩に顎を乗せ、くっ付いている。

　ポカンとしたまりあちゃん。すぐさま、顔に苛いら立だちが浮かび、憤怒の表情に変わるが、[image: ]ひ野の先輩に取り押さえられた。

「じゃあね」

　ユキが俺に寄っかかって、そのまま文芸部の部室を出る。

「まあ言いたいことは言ったけど、もっときつめに言ってもいいかなって思うな、私」

　ユキが呆あきれたように言った。

「きつめに言いすぎて変な噂うわさが立つのも怖いんだよ」

「大丈夫だって」

「っていうかくっつきすぎ」

　押しのけようとするが、ユキは離れない。それどころか顔を近づけ耳元でささやく。

「ねえ、なんか全部説明していないよね？」

「……」

　ユキにはお見通しだったようだ。

「なんでわかる？」

「陸りくと何年一緒にいると思ってるわけ？」

　何もかもわかっていると言わんばかりだ。

　俺はふうっとため息をつく。

「師もろ岡おか先生が自殺未遂をしたと仮定してその動機について」

「うんうん」

　正直話したくないけど、言わないとユキはしつこそうだ。

「化学準備室のカレンダーに丸がついてた。二週間後、学園祭の日」

　普通、カレンダーに印をつける場合、楽しみにしていることのほうが多い。でも、師岡先生の狙いは。

「ただでさえ殺人事件でピリピリしている学校内。学園祭はあるかないか微妙なところ。そこで師岡先生の自殺未遂が加わるとどうなる？」

「さらに開催が危ぶまれるね」

　その通り。もめごとを嫌う学校側の考えとしては、何も起こらないほうがいい。

「まあ、この推測については、師岡先生がなぜ学園祭を中止にさせたかったのかがわかんないとなんとも言えないけどね」

「ふーん。陸りく。まだない？」

「……本当にユキには隠し事はできない」

　俺は首の後ろを掻かく。

「あと、なんで家庭用洗剤と漂白剤を持ってきたかについて、もう一つ理由があるんじゃないかって思った」

「どんな？」

「自殺じゃなく他殺に見せかけるため」

　ここの所、俺に降りかかってきた事件を逆手にとったかのような動き。

　本当に他殺だったら困るけど、師もろ岡おか先生はまだ生きている。何かあれば話すだろう。

　俺は、もうこれ以上は首を突っ込むまいと心に決めて家に帰ることにした。
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　学園祭、大変華々しい物に思えるが実際はどうだろうか。

　うん、華々しいと思うよ。葉は桜ざくら高校みたいな三千を超える生徒数なら本当に見栄えはするだろう。学園祭をやめるにやめられない理由があるとすれば、地域の祭りの一つとしてカウントされているからだ。中止するとなると対外的に色々な憶測を生む。

　教育者サイドとしても、もめごとが起きないように中止したい側と、伝統として続けたい側に分かれていた。

　結果、本来二日あるはずの学園祭は、一日に短縮。大きなイベントをいくつかなくすことで決着がついた。

　学園祭実行委員会頑張ったな、が俺の感想。

　さて、学園祭数日前、俺は一日中、学校内を走り回っている。

　理由は──。

「どういうことですか？　原材料に生クリームってあるんですけど」

「あー、ホイップ売り切れててさあ。生クリームのほうが美お味いしいかなって」

「保健所！　生クリームは、刺身とかと同じ扱いの生もの！　申請下りないです！」

「えー、本当か？」

　他にも他にも。

「この時間、ステージ借りてたの私たちなんですけど？」

「はあ、時間になっても全然来てなかっただろ？　せっかくだから使わせてもらったんだけど」

「予約優先！」

「仕方ねえだろ、空いてないんだから」

「第二、第三体育館当たればいいでしょ！」

　こんなのも。いや、このステージ、先月殺人事件が起きた場所なんですけどね。

　正直、飲食店とか校内でやめようよ。確かに華があるけど、色々手続き大変なの。食中毒とか怖いし。

　フライヤーのレンタルとかわからないで、フライドポテト出そうとしないで。あー、学園祭でそんなに買っても余るだけだぞ、ちゃんと前年度の模擬店の実績を参考に……。

　なにやってんだろ、俺。

　イベントの補助のはずががっちり働かされている。こんなに働かされるなら、学園祭中止になればよかったのに、と心底思った。

　学園祭の中止の話は上がっていたけど、結局開催される。学園祭実行委員の中で強く働きかけた人が多かったようだ。ここ何年かの実績や周辺のお祭りを楽しみにしている声を集めたらしい。多少、縮小傾向でミスコンといった大掛かりなものをいくつか排除する羽目になったが、おおむね学園祭実行委員たちの勝利だろう。

　お祭り、俺もこの受難体質がなければ楽しめただろうか。正直、お祭りみたいな人ごみの中にいると、両手を上げて「僕、痴漢なんてやりません」アピールしながら動かないといけないな、とか経験則が語っている。

　あと、学園祭前になるとどうしても放課後残って作業する人たちが増える。

　校門を飾るモニュメントを作る美術部、各種案内看板を書く書道部、運動部関連は比較的暇なように思えるが、お祭りが好きな者が多いのでやたら出店にこだわったりする。それとは別にクラス別の催しもあるけど、こちらは比較的静かなほうだ。

　一年Ｃ組ではお化け屋敷や出店などは諦めて、憩いの広場なる休憩所を作った。当日、ごった返す学校内で案外休憩所は少ない。ならば、教室一つ丸ごと休憩所にしてしまおうという考えだ。勿もち論ろん、せっかくの学園祭にそんなつまらない出し物は面白くないという意見もあったが、熱心な人たちは基本部活動を優先するし、それ以外はできるだけ楽なほうがいいということで合意に至る。何より、担任、副担任が不在だったので、変にややこしい手続きはしたくなかったのもある。

　俺としては大賛成だ。

　休憩所は、各所からソファや椅子、あとでっかいクッション、テーブルなどを借りてくる。アロマも炊いて、ウォーターサーバーも借りてきて、エアコンの使用許可を取るだけ。一人二人、教室にいて留守番をするのだがたぶん開店休業なんじゃないかと思う。あっ、あと子ども用にキッズスペースも作るとか言ってたかな。

　さて、あくせく動くうちに今日も放課後の準備タイムは終了。あとは、居残り組を校舎から追い出さなきゃっというところで──。

「よお、真ま丘おかくん！」

　耳元で女性の声が響き、俺はびくっと体をのけぞらせた。誰かと思えば、行動がどこか胡う散さん臭くさい眼鏡がトレードマークの[image: ]ひ野の先輩だ。

「な、なんですか、脅かさないでください」

「いや、普通に声をかけたつもりなんだけど」

　心外と言わんばかりに首を横に振る[image: ]野先輩。

「今日は、斎さい藤とうさんはいない……ね」

　[image: ]野先輩はなんだかそわそわして周りを見る。

「ユキは今、部活です。週に三日は出てくるように言われているんで」

　あれでもスポーツ特待生だ。練習の日数としては甘いらしいが、ユキが実績を上げている間は何も言われないらしい。しかしそれでも最低限部活に出るので、俺と同じイベント補助委員なのに仕事はかなり免除されている。

「ほうほう」

　[image: ]ひ野の先輩は、安心したような口ぶりだ。ユキはなぜか[image: ]野先輩の弱みを握っているようなのであまり顔を合わせたくないのもわかる。

「ところで何の用です？　先輩もお忙しいでしょう？」

　[image: ]野先輩は学園祭実行委員のはずだ。やることはたくさんあるだろう。

「ふふふ、仕事なんてーのはね、サボるためにあるのよ」

「……」

「あー、そんな目をしないで！　面白い話を耳にしたので、真ま丘おかくんに教えとこうかなと思って来たの」

　[image: ]野先輩は元々端整であろう顔に妙に下卑た笑みを浮かべる。基本女性全般を天敵とみなす俺ですが、[image: ]野先輩に対しては少し砕けて話せるのはこういうところが理由だと思う。

　一応、聞くだけ聞いておくか。

「どんな話です？」

「今年も、学園祭を中止しろって脅迫文が届いていたそうなの。しかも何通も」

「……脅迫文？」

　そんな話初めて聞いた。

「なんで[image: ]野先輩が知っているんですか？」

「今年、やたら学園祭に関して先生たちの反対意見が多かったのよ。反対する理由について調べているうちにね」

　そういえばユキが、学園祭、学園祭と発表の場を増やすために委員会に入っているって言ってたなあ。

「それで学校側はどうしたんですか？　『今年も』ってことは、去年もあったということですよね？」

「うん、そうだよ。去年の場合はちょっと違う内容だったけどね」

「去年はどんな内容だったんですか？」

「ミスコンを中止しろ、学園祭までは言ってない」

「ミスコンかあ」

　ミスコン。思い出した、そういえば去年ひと悶着やっていた。去年のミスコン女王が狙われていた話だ。

　たしかに、ミスコンなんて今のご時世やっていいのか悪いのかわからないもの。確かに客入りはいいが、反対派も多い。

　俺としてもあまり好きじゃない。だって、ただでさえ怖い女子がさらに目をぎらつかせるから、おばかな野郎どもがたきつけるから。昨今、ＳＮＳで宣伝活動なんて当たり前だし、妨害工作も多い。ロビー活動では、普段目も向けない俺みたいなモブ男子にまで営業スマイルを見せるミス候補たち。

　葉は桜ざくら高校は生徒数が多い。それだけ多くの女子の頂点ともなれば、就職活動に有利に働くらしい。歴代ミスコン女王の中には、女子アナになった人もいれば、一部上場の大手企業の社長秘書になった人もいるという。

　俺としては顔よりも性格、性格が良くて俺を刺したり首を絞めたり毒殺しない女の子であればそれでいいと思うんだけど。

「去年、ミスコンで何かあったのは聞いたことありますけど、具体的に何があったんですか？」

「あったというか、襲撃されたというか」

　勿もつ体たいぶるように言う[image: ]ひ野の先輩。

「襲撃って？」

「ミスコン女王が薬品をかけられそうになった」

　ええっと、傾向と対策手帳、手帳に書かれていたはず。去年の女王は。

「百もも道ち浜はま先輩？」

「そう。美人だけど、性格悪そうな先輩」

　確か去年の三年生だ。性格悪いかどうかはよく知らないけど、[image: ]野先輩は女子の評価には厳しそうなので何も言わないでおこう。

「薬品をかけるってけっこうえげつないですね」

「うん。その時は、近くにいた先生が庇かばってくれて百道浜先輩は無事だったの」

「庇ってって、薬品を？　うちにそんな勇気がある先生いたんだ」

「軽い火傷やけどをしたらしいわ。んでもって、犯人は見つかっていないのよね。他のミスコン出場者とか怪しかったけど、皆証拠不十分だったそうよ」

　やっぱ怖い。女の闘い怖い。

「じゃあ、学校側としては今年の学園祭、絶対やりたくなかったんじゃないですか？」

「そうそう。特に松まつ岡おか先生が反対していてさ。今年は絶対やらないって豪語していたのよ。まさか、その松岡先生が死ぬとはねえ」

　俺は爪先でトントン床を鳴らす。色々情報が入ってきて、頭の中で整理する。

「だからミスコンは無し。なんとか開催を一日に短縮することで了承もらったわけ」

　なるほどと俺は頷うなずく。確かに、妥当な折り合いのつけ方だ。

「それで[image: ]野先輩は俺にそんなことを報告してどうしろって言うんです？」

「いやーどうもこうもないけどさ。なんか教えておいたほうが面白そうかなって」

　[image: ]野先輩はにいっと嫌な笑顔を見せる。

「聞いたのよ。松岡先生を殺した犯人、ずばりいい当てたのは君だってさ」

「……」

　俺は露骨に目をそらす。

「別に見返りは求めないよ。何か面白い事件に首を突っ込んだ時、話を聞かせてもらいたいだけ。ネタになるから」

　ネタになるから。たぶんそれだけが[image: ]ひ野の先輩の行動原理な気がする。

「はいはい。教えたところで何の意味もありませんけどね」

「うんうん。面白い事件を解決してくれるなら、こちらも情報提供は惜しまないから」

　話が通じているのか通じていないのかわからない。

　ただ、脅迫があったということを頭に入れて、居残りを続ける生徒を急せかしに行くことにした。
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　学園祭当日、俺の仕事は意外にも楽なほうだった。

　本来、二日あるはずの日程は一日。色々、大きなイベントがなくなったためだ。でも、外部からの訪問客の受け入れはやるので、早朝から色んな人がやってきている。

「学校の見回りをお願い」

　三みケか木ぎさんに頼まれて、ついでに『休憩所、二年Ｃ組。キッズスペースあります』と書かれた張り紙を貼り付けて回ることに。

　三ケ木さんは三ケ木さんで、イベントの進行をやらなくちゃいけないからと教室を去って行った。

　俺も教室を出て、校門に向かった。何か問題があったらすぐにトークアプリのグループにメッセージを送って報告。事細かに情報交換するのは、今回の学園祭で何事も起こさないためだ。

　なんにも起きないほうがいい。そう思った矢先、校門近くで人だかりを見つける。連日、美術部が遅くまで制作に携わった桜の木のモニュメントの下、ガヤガヤと集まっている。

　一般公開の時間まであと五分。九時五十五分。部外者だ。

　何の騒ぎだ？

　喧けん嘩かとかやめてくださいね、と野や次じ馬うまをしにいくと人だかりの中心に美人が立っていた。靴から爪の先まで綺き麗れいに整えられた女子アナみたいな風貌で、ブランド物のハンドバッグを持っている。どこかで見たことがある顔だと思ったら、去年のミスコン女王百もも道ち浜はま先輩だ。

　周りにいるのは在校生の男子。ミスコン女王を見つけて集まっていた。

「百道浜先輩、相変わらず綺麗ですね」

「ありがとう、お世辞でも嬉うれしいわ」

　いや、お世辞とは思っていないだろうな、と俺は思う。それだけ、女王百道浜には自信があふれていた。

「それにしても残念ね。今年はミスコンがないなんて」

「ええ、そうなんですよ。ちょっと今年の学園祭は縮小気味で。あっ、でも先輩が来て挨拶してくれるだけで十分です！」

　人気者の女王がいるから人だかりができているわけか。喧嘩とかじゃなくて良かったけど、校門の目の前で雑談はやめて欲しい。とはいえ、はっきり口に出すこともできない小心者の俺はどうするかと言えば、とりあえずトークアプリに書き込み。

『校門前に、百道浜先輩。人が集まっているけど、喧嘩ではないよう』

　遠まわしに邪魔だよね、でも注意するほどでもないよ、と伝える。

　すると、すぐさま返事が返ってくる。

『うそ、百道浜先輩？』

『行く行く、今から行くわ』

　反応をしてくるのは主に男共。女性陣の反応は薄い。かろうじて三みケか木ぎさんが愛想笑いの透けて見える相あい槌づちを打っているくらいだ。

　なんとなくわかる。あの先輩、すごい美人だけど同性にはあまり好かれないイメージ。去年、よほど男性陣の投票率が高かったんだろうな。

　さあさあ、俺には関係ない話。次の場所へと移ろう。

　ほどなくして一般公開の時間。

　意外にもキッズスペースの需要はあるのか、早速子連れの一般客に声をかけられた。

「この校舎の三階です。エレベーターはないので気を付けてください」

　子連れのお母さんに説明する。

　不思議と真ま丘おか家の女難は独身女性に限られるので、既婚者が相手だと安心できる。

　じいちゃん曰いわく、

『真丘家の初代は神の血を引く清らかな巫み女こをたぶらかした。巫女は初代と番つがうために神性を失ったが、初代は捨てた。ゆえに巫女は真丘家を呪い、運命の女性に出会わない限り十八になると死ぬ』

　らしい。

　ろくでもねえ初代だ。それが本当なら全てお前のせいだぞ。

　まあ、今はそんなことに腹を立てるのではなく、巡回巡回。

　ええっとコースは西側の校舎付近から順に回ると。

「おーい」

　誰かの声がする。

　振り向くと、ユキが手を振っていた。エプロンをかけて銀色のヘラを持っている。なにかの仮装なのか着物を着ていた。

「似合う？」

「町娘というより浪人」

　ユキは無言で俺の頬ほおをつねった。いやいや、似合う、似合うんだけど他の女子と違って、ユキの着物は着流しなんだもん。

「一つ食べていく？」

　剣道部はお好み焼きの屋台だ。食べやすいように割りばしに巻いてはし巻にして売っている。

「いや、お腹なか空すいてないし」

　朝ごはんはしっかり食べてきた。どうせ食べるならお昼時に食べたい。まだ十時過ぎ、そこまで腹は減ってない。

「ふーん」

　ユキはエプロンを取ると、屋台にいる剣道部員に投げた。

「おい、斎さい藤とう！　客引きはどうするんだ！」

　剣道部の主将が怒っている。

「終わりー。イベント補助委員の仕事あるから行ってくる」

　ユキは気にした様子もなく、俺について来る。

「いいのか？　客引き」

「いいのいいの。どうせいるだけで、上う手まくひっくり返せないし」

「いや、ユキがいるだけでかなり売り上げ違うと思うけど」

　ユキの容姿は目立つ。今日はさらに着物姿のためか、在校生のみならず外部からの訪問客も目をきらきらさせている。

　俺としてはあまり注目を集めたくはないが、まあ、休憩所の宣伝くらいにはなろう。

「ユキ知っているか？　なんか学園祭に脅迫状届いてるって話」

「知ってる。それ、[image: ]ひ野の先輩情報じゃない？」

「おう、そうだけど」

　なんか一瞬、ユキの目が光った気がした。ほんの一瞬だけど。

「先輩、陸りくに妙なからみかたしなかった？」

「からむっていうか、野や次じ馬うま根性丸出し。なんか俺が受難体質で色々事件に巻き込まれるから、話のネタになると思っているみたいだけど」

「うん、まー、そうだよね」

　ユキはスマホをいじりながら、受け答えする。スマホをのぞくと、学園祭関連のグループがにぎわっていた。

「陸が百もも道ち浜はま先輩ネタ投下するから」

「その話題ばっかりみたいだな」

　でも、反応するのは男共ばかりだ。

「俺さ、この百道浜先輩についてよく知らないけど、女子の間ではあまり評判良くない？」

「うん！」

　即答するユキ。

「まー、一部の女子は傘下に入っているんだけど、嫌われているところにはとことん嫌われている？　なんていうか、敵には容赦しないタイプ」

「容赦しないタイプ」

　俺の勘は当たっていた。やはり、なんか近づかないほうがいい人種だった。

「男受けはいいし、女子の一部にも崇拝されているんだけど。まあ、微妙な容姿の子にはメイクのアドバイスとかしてそこそこ可愛かわいく仕上げてくれるけど、自分と張り合うレベルの子には怖いというかなんというか残酷。先輩に全く相手にされないのであれば楽だよ」

「ユキはどうだった？」

「私？　なんか一時期、色目使われていたけど、性別知ったらスルーされるようになった。ジャンル的には被かぶらないから敵にはならなかった」

　わかりやすい人だ。こんなユキでも可愛かった頃はあったんだぞ。

「なんか中学時代は色々やらかしていたタイプで、うちの高校に来たのはやらかしがばれないように、知り合いがいない遠い学校を選んだからだって話だけど」

「どんなやらかししたんだよ。それも[image: ]ひ野の先輩情報？」

「いや、これは私が聞いた噂うわさ。まあ、先輩に聞けばもっと詳しいことがわかるかもだけど」

　ユキは少し言葉を選ぶように続ける。

「中学時代、理科の授業中、事故を起こして同級生に大おお怪け我がを負わせたって。怪我した子はそのまま学校行けなくなったとか。表向きには事故で処理されたけど本当はどうだかなって話。百道浜先輩の親って、学校側に顔が利く人たちだったらしいからね」

「なんだよ、それ。怪我した子、可哀かわいそうだな」

「うん。被害者の子、名前チラッと聞いていた気がするけど忘れちゃった。憶えているのは外国人みたいな名前だったことくらい」

　外国人って、アリスとかミーナとかそういう風なのかな？

「それ本当なら、かなり性た質ち悪くないか？　百もも道ち浜はま先輩」

「まあ、どこまで本当か知らないけど、本当なら百道浜先輩も詰めが甘いよね。女子アナにでもなりたくて、うちの学校に来たかもしれないけど、何千人も生徒がいて目立ったら中学時代のやらかしも噂うわさになるのにさ」

「じゃあ、もしかして去年百道浜先輩を狙ったのって」

　中学時代の恨みのせいじゃないだろうか。しかも犯人は見つかっていない。

「今年、先輩が学園祭に来ているのって、かなり危なくないか？」

　ミスコンを中止したとしても、狙われているのが百道浜先輩なら話は別だ。

「普通に考えると危ないよね」

　ユキはあまり興味がないのか淡々と答える。

「まあ、何もないことを祈ろうよ」

「そう願いたい」

　と、俺とユキは駄だ弁べりながら校内を見回る。食べ物の屋台やヨーヨー釣りに、射的。屋台の種類から昔行った神社のお祭りを思い出す。母と父にしっかり手を繋つながれ、まだ庇ひ護ご下かにいることで真ま丘おか家の宿命について深く考えていなかった頃。

　校舎に入ると、教室ごとに出し物がある。喫茶店なりお化け屋敷なり、占いの館なり。これらのラインナップを見ると、うちのクラスはどれだけ手を抜いているかがわかる。うん、よろしい。

「ユキはこのまま俺について来る気か？」

「うん。そうしようかな？　なんか不都合でもある？」

「不都合はないけど、なんか目立つ」

　主に通りかかる女子の視線が。

「たぶん、俺は周りの女子から『あいつ邪魔』って何度も包丁ぶっ刺してやりたいと思われているのかもしれない」

「陸りく、大丈夫だよ、刺されそうなときは助けてあげる」

「ありえそうなことを言うな」

　実際、何度もあったことなので本当に困る。

　しかし、さっきから聞いているとなんだか引っかかる。

　妙な共通点が多い気がする。頭の中を整理したいのに、こういう時に限ってスマホが鳴る。グループトークだ。

「もう通知切るぞ」

　百道浜先輩の話題はどうでもいいからと見ると、なんだか大変なことになっていた。

『早く来てくれ、ステージに油撒まかれている』

　てらてらした床の写真が添付される。

「本気かよ……」

　俺とユキは体育館へと向かった。
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　うちの学校は広い。体育館は三つあり、ステージとして使われる予定の第一体育館はさっきの場所からのんびり歩いて十数分。走れば五分くらい。体育の授業の時は、校舎に近い体育館を使うことが多い。

　先に体育館に来ていた人たちは呆ぼう然ぜんとしていた。遠目に汚れたステージ床を見ている。よく見るとモブ仲間の般はん人とくんがいた。たぶん茂も部ぶと一緒に三みケか木ぎさんのため働いているのだろう。

　まりあちゃんもいた。俺とユキが一緒にいるのを、不愉快そうに見ていた。

　時計を見ると、十時半。まだイベントが始まる前で、準備の段階だ。しかし、イベント開始まであと三十分しかない。

「やばいよね。これ、消火器必要？」

「消防車って一一〇だっけ？」

　なんか混乱しているのか、変なことを口走っている。危険物かもしれない。皆どうすればいいか考えている。

「ねえ、イベントの進行って誰？　どうする」

「三ケ木さんなら、さっき連絡ついたよ。すぐ来るって」

　俺は鼻をクンクン鳴らす。

「おい、危ないぞ！」

　俺がステージに上がろうとすると止められる。もしガソリンや灯油なら、危なくて近づかない。

「大丈夫。火はつかないから」

　俺はステージにかけられた油を指につける。揮発性はない。変な臭いもない。

「たぶん、サラダ油。ガソリンでも灯油でもないから」

「サラダ油でも油だろ？　火つくんじゃないか？」

「頑張ればつかなくはないと思うけど、放火には向いてないよ。まあ、カーテンとか布についたものは危ないと思うけど」

　準備でちょうど幕が下がっていた隙を狙われたのだろう。上がった幕からポタポタ油が落ちている。

　俺の言葉を信じてくれたのか、少しホッとする一同。

　でも問題が残っている。

「じゃあ、どうするんですか？　もうすぐイベント始まっちゃいますけど」

　なんか俺のせいっぽい言い方をするのはまりあちゃんだ。うん、だいぶ誤解なくなったと思ったけど態度変わらないね。

「そのことなんだけど」

　挙手するのは三みケか木ぎさん。ちょっと息が荒いのは別の場所にいて、急いでやってきたからだろう。汗をかいた髪がうなじに張り付いている。

「第三体育館なら少し狭いですけど設備的にもいけると思います」

　そうだ、うちの学校はでかい。でかいし広い。生徒数が半端ないので、体育館も勿もち論ろん一つじゃ足りない。たしか第三体育館は他の二つの体育館に比べて少し狭いが一番新しい。場所も第二体育館に比べて近いし案内もしやすい。演劇部が派手なワイヤーアクションでもしない限り問題ないだろう。

「ええっと、じゃあ、私許可貰もらって来る」

「私は軽音同好会に先にできないか掛け合ってくるね。前座にすれば時間稼げない？」

「俺はステージ使えるか点検する。さっき手伝ってた人員、第三体育館についてきてくれ」

　こうして俺とユキを含めた数人を残し、第一体育館はがらんとなる。

「じゃあ、残った人は掃除お願い！」

　動き出すと早い陽キャの皆さん。俺は何をすればいいのか迷って、とりあえずステージを雑巾がけすることにした。犯人捜しより先にイベントの進行を考えるとは前向きな人たちだ。

　とはいえ、俺はとりあえず証拠写真を撮っておく。パシャリパシャリ。いろんな角度で撮っておく。油の流れから、緞どん帳ちようが下がっているときに、右側からぶっかけられたみたいだなあ。

　あと、掃除しろってことは、警察には言わない方向でいるんだろうな。いいのか先生。監督不行き届きなんじゃないか？

「このまま床を拭いて使えないの？」

　ユキがごみ袋と新聞紙を持ってくる。

「三十分で片付けられる感じじゃないよ。一斗缶ひっくり返したみたいな量だし、拭いても滑る。演劇部とかこけたら危ないだろ。無駄に動くからあそこ」

　俺は新聞紙に油を吸わせてはゴミ袋に入れる。

「もうなんでこんなこと、私が、しなくちゃ」

　なぜかまりあちゃんも残っている。

「やりたくないならやらなくていいよ」

　さくっと切るユキにまりあちゃんは涙目になる。ごめんな、うちの幼おさな馴な染じみ、けっこうざっくりしているから。

「だ、大丈夫です。わ、私雑巾がけ、大好きですから！」

　意味がわからないけど、掃除してくれるなら静かにして欲しい。

　急きゆう遽きよ第一体育館にはデカデカと張り紙がされ、広い内部には俺たちと数人の関係者しかいない。ああ、吹奏楽じゃなくてオーケストラ部、楽器の持ち運び大変そうだな。演劇部の『女史』、めっちゃ怒っている。そりゃそうだわ。

　と、俺はふと考える。

「ま……」

　まりあちゃんと言いかけて。

「柊木ひいらぎさん」

　言い直す。

「なんですか？」

　相変わらず素っ気ない返事。いや返事してくれただけいいほうか。

　ユキがなんか見ているが、まあ気にしない。

「ステージに油がかけられていたのがわかったのいつ？」

「いつって。たぶん、連絡がある直前。皆、気付いてすぐさま連絡したもん」

「それって、柊木さんたち？　ずっとここ、第一体育館にいた？」

「ええ。私はステージ班に割り当てられていたから」

　ふむ。じゃあ、気になることがある。

「柊木さんは学園祭をやめろと脅迫を受けている話は聞いてる？」

「聞いてます。[image: ]ひ野の先輩から」

　どういう接点で[image: ]ひ野の先輩と親しいんだろ。なんか共通の趣味でもあるんだろうか。

「学園祭を潰そうなんて、ろくでもない人ですよね！」

「うん。でもおかしいよね」

　俺は状況を考える。

　今の時間は十時半過ぎ。連絡があったのは、スマホの通知を見る限り十時十八分。俺が気付いたのは十時二十分くらいだろう。

　ふむ。

「常識的に考えて内部犯じゃないと不可能だよね？」

「だねえ」

　俺の発言にユキは同意する。俺のトラブルに一緒に巻き込まれることが多いので、落ち着いている。

「ちょ、ちょっと！　それどういうことです？」

「だって、可能か不可能かと言えば、不可能だよ。一般客が、こんな大量の油を持って、体育館に行って、ステージに忍び込んで、油をこぼす。できる？」

　第一体育館は遠い。俺がさっきいた場所から十数分の距離、校門からだと二十分はかかりそうだ。十時に一般開放、第一体育館まで走れば何とかつきそうだけど。

「大量の油を持ったまま第一体育館に向かうのは無理」

　重いし何より目立つ。誰にも見つからずに油をこぼすことなんて不可能だろう。

「でも、学校関係者ならバケツにでも油を入れれば、違和感なく運べるでしょ？」

「だからって、身内を疑うのは……」

　言いたいことはわかる。けど、すでにうちの学校は在校生から殺人者を出している。感情で容疑者を絞るのは、申し訳ないが愚かなことだ。

「俺のスタンスとしては、まず事件について犯行ができるかできないかで考えて、やりそうかやりそうじゃないかでは考えないんだ」

　人間の動機は多種多用だ。どんな理由があって、何を行うかなんて全部予想つくはずがない。

　ただ、俺の中で一人、ある人物が思い浮かぶ。

「陸りく、誰か頭に浮かんだ？」

「浮かんでるし、まあ、不可能とも言えない人物が一人いたり」

「誰！　誰なの!?」

　食いついてくるまりあちゃん。俺がのけぞるのでユキが間に入ってやんわり距離を取る。

「学校に容易に入れて、学園祭を潰したい人」

　俺は一呼吸置く。

「師もろ岡おか先生だよ」

「いや、ちょ、ちょっと待って！」

　まりあちゃんが雑巾を落として頭を抱える。油まみれの手だから汚いのだが本人は混乱している。

「確かに師もろ岡おか先生は根暗で何考えているのかわからないけど、毒ガスで死にかけたんでしょ？　まだ容体悪くて休職中じゃない？」

「休職中でも学校のＩＤは生きているでしょ？　関係者のゲートを通るのは簡単だよ」

　学校の裏門は守衛さんがいない代わりにゲートが取り付けてある。関係者のＩＤカードがあれば簡単に入れる。まあ、そこのところは部外者でも同じことが言えるけど。

「先日の自殺未遂事件、師岡先生が学園祭を潰すために起こした事件だとしたら、説明はつくでしょ？」

「で、でも、だからって師岡先生が。私、ステージ付近にずっといたけど、師岡先生は見なかったよ。周りにいたのは、手伝っていた人たちばかりだもん」

「うん、別に俺は犯人とは言ってない。ただ、思い浮かんだのが師岡先生って話」

　俺はそう言って、油まみれの新聞紙をゴミ袋に入れた。何か作業をしながら考え事にふけると、妙に頭が冴さえてくる。

　学校に入り込むことはできるけど、ステージに油をまくのは師岡先生には無理だろう。

　でも、俺の言い知れぬ勘が師岡先生と何か繋つながりがあると言っていた。

　彼の二枚目だけど陰気な顔、こめかみに見える火傷やけどのあと。ふと、ばらばらのピースが二つ繋がる気がした。

「師岡先生って、去年もうちの高校いたよね？」

　俺は去年、先生から習った覚えがないので知らない。

「うん。確かそうだったと思うけど」

　ユキが曖昧に答える。

「去年の学園祭のとき、百もも道ち浜はま先輩を庇かばったのってもしかして──」

　俺の頭の中で、事件の全容の欠片かけらが並べ直される。

「ええ。去年百道浜先輩を庇ったのは、師岡先生だよ。だから師岡先生じゃありえないんだって！」

　そうだ。師岡先生のこめかみの火傷痕あと。百道浜先輩を庇った時にできたものだろう。

「だったら、学園祭を中止しろと脅迫したのは、師岡先生だ！」

「意味わかんない！」

　まりあちゃんが叫ぶ。

「師岡先生は、これから起こるであろう事件を防ぎたかった。学園祭が開催されればまた、事件が起こると思ったんだよ。去年、ミスコンを中止しろと脅迫した犯人がまだ、百道浜先輩を狙っていたとしたら？」

　師もろ岡おか先生は、犯人の犯行を防ぐために、学園祭を中止にしたかったとしたら。

　俺の考えはまだまとまっていない。ただ、手遅れになる前に動かなくてはと床を拭いていた雑巾を投げ捨てる。

「百もも道ち浜はま先輩が危ない！」

　俺はステージを下り、第三体育館へと走った。
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　第三体育館までは歩いて五分ほど。しかし、学園祭のため出店が両脇に並び、人が集まっている。

「ちょっと、す、すみません」

　出店の列に並ぶ人を押し分けながら、俺は第三体育館へ。運動神経のいいユキはさらっと人ごみをかき分けていく。

　まりあちゃんはちょっとどんくさくて抜けられないようだけど、彼女を待っている暇はない。

　体育館に入ると壇だん上じようにはマイクの前に立つ百道浜先輩がいた。前座の軽音同好会は終わったのか、満足げにステージの下に下りていた。

『今年はミスコンが無く残念ですが、こうして呼ばれたのも──』

　挨拶をしている。彼女の頭上には大きなくす玉。

　ピリピリする感覚、俺が十七年間の半生で育んできた危機回避能力が、今の状況を止めろと警鐘を鳴らしていた。

「やめろー!!」

　俺は大きな声を張り上げる。でも体育館は広く、その叫びはステージまで届かない。

　百もも道ち浜はま先輩がにこやかな笑みを浮かべたまま、くす玉の紐ひもを引っ張る。

　手を伸ばし走る俺。観客が座るパイプ椅子に足を引っかけて転ぶ。

　くす玉が開き、リボンや紙吹雪が見える。それと共に、何かしらの液体が降り注ぐ。

　遅かったと思ったその時だった。

　制服を着た男が百道浜先輩を突き飛ばしていた。余裕はなかったのだろう、突き飛ばされた先輩は端整な顔に怒りをあらわにしていた。しかし、自分のいた場所の床が焦げて煙を放っているのを見ると、次第に恐怖に塗り替わっていく。

　突き飛ばされた百道浜先輩を心配して駆け寄る女子。大声を上げる観客。野や次じ馬うま根性を見せる者もいれば、逃げ出す者もいる。

「師もろ岡おか先生？」

　いや、違う。

　師岡先生にしては小さく、影が薄い。何より制服を着ているのは──。茂も部ぶだった。

　意外な人物の登場に俺は驚きつつ、躓つまずいた足を引きずりながらステージへと向かう。

　倒れた茂部の足に薬品がかかっていて、白い煙を発していた。

「っててて」

「なにやってんだよ。もうちょい脇役っぽい態度取れよ」

　なんでこいつが百道浜先輩を庇かばったかについて。

　そうだ。

『師岡先生な、中学の時教育実習生で来てたんだよ』

　今思えば、茂部は個人的に師岡先生と親しかった可能性はあった。それに、第一体育館のステージに油をまくのも師岡先生一人じゃ確実性がない。

　となると色々からまった紐が解ほどけていく。

　茂部の中学で教育実習をしていた師岡先生。たぶん教科は理科。

「なあ、茂部。お前って、百道浜先輩と同じ中学出身か？」

「……ああ。たぶん、陸りくの想像している通りだ」

　茂部め、モブ顔の癖にかっこつけるなよ。

　百道浜先輩は自分より可愛かわいい女子には容赦ない。中学時代に事故に見せかけて怪け我がを負わせるほど。

　その中学に教育実習に来ていた師岡先生。そして、昔は明るかったけど、今のように根暗で陰気な性格になったのは──。

　自分が担当する授業の時に事故が起きたから。怪我をした子が一生背負う傷を負ったら明るい顔で生きていけない。

　だからといって、師岡先生が百道浜先輩を狙ったというのは違う。誰が狙っているか師岡先生は知っていて、茂部を協力者にすることで防ごうとした。

　真犯人は──。

『すっぴんのほうがたしかに可愛かわいい』

　そうだ、知っていた。茂も部ぶは、メイクを常にしっかりしている三みケか木ぎさんの素顔を知っている口ぶりだった。

「璃リ子ズ先輩。学校内でかなりファンがいたんだよ」

　被害者は、外国人みたいな名前。クラスのみんなは『りこ』と呼んでいたのに読み方を変えたのだろうか。

　俺は視線を百もも道ち浜はま先輩へと移す。先輩の傍らには、心配する女子、三ケ木さんが寄り添っている。

「陸りく、あとは任せていいか？　俺、ちょっと無理」

「ああ」

　俺は茂部をゆっくり下ろすと、百道浜先輩たちに近づく。

　三ケ木さんは放心する先輩を揺さぶりつつ起こす。

「先輩、ここは危ないですから、外出ましょう。保健室、保健室に行きましょう」

　百道浜先輩の肩を抱き、体育館の外に連れて行こうとする三ケ木さん。とても優しげに見えるけど。

「三ケ木さん、待って」

　俺は止めるしかなかった。

　すると──。

『あなたの運勢は最高です。

　何をやっても上う手まくいきます。

　今まで立ちはだかっていた壁だって一発で消える。

　さあ、邪魔なものは全て消し去りましょう。

　えっ、どうすればいいかって？

　なら、こちらをクリックしてください』

　いつか聞いた占いの音声。

　三ケ木さんの表情が変わる。

　ゆっくり近づいて、二人を離す瞬間を狙いたかったが、三ケ木さんの動きはその場の誰よりも速かった。

「来るな！」

　三ケ木さんは、百道浜先輩の体をくるりとひねり、左腕で百道浜先輩の首を抱えるように拘束した。右手にはバタフライナイフが掲げてある。

『キャアアアアアア！』

　残っていた野や次じ馬うまたちが叫ぶ。

　三みケか木ぎさんは目を吊つり上げ、ナイフを振り回す。

「出ていけ、すぐに出ていけ！」

　蜘く蛛もの子を散らすように出ていく野や次じ馬うまたち。

　俺を含め数人だけが体育館のステージに残る。足を薬品で焼かれ、動けない茂も部ぶは悲哀に満ちた目をしていた。ユキの気配はする、あと何人か。誰が残っているかはわからない。

「出ていけと言っているだろ！」

　がなる、喉を痛めそうな声。普段の三ケ木さんからは想像もつかない。

「だ、誰か助けて！」

　百もも道ち浜はま先輩が暴れる。

「黙れ」

　三ケ木さんの声がさらに低くなった。百道浜先輩の頬ほおに赤いすじができ、だらだらと血液が流れる。

　命に別状はない。でもかなり深く切られている。それこそ、痕あとが残るだろう。

「ち、血？　い、痛い。あ、あたしの顔が」

「焼けるよりいいでしょ？　ただ縫えばいいんだから」

　三ケ木さんの声。

　これが彼女の動機だ。

「ひどくない？　百道浜さんさあ、私たち中三のとき同じクラスだったのに。ちょっと名字と学年が変わっただけですっかり忘れているんだもん。名前も読みを変えたかな。あっ、顔はかなり変わったよ？　おかげさまで」

　三ケ木さんはナイフを持っている手で自分の頬を拭った。落ちたファンデーションの下には赤いすじが浮いていた。

　彼女が隠したかったのはそばかすじゃなかった。いくら昨今の美容整形技術のレベルが上がっても、完全に傷跡を消すのは難しい。

「失明しなかっただけよかったって先生に言われたの。でも、ただれた皮膚は何回も移植しないと治らなくて、ようやくこの通り。まだこれから他の場所も残っているんだけどね」

　三ケ木さんはストレートヘアをかき上げる。むき出しになったうなじには、赤い水玉模様が見えた。師もろ岡おか先生のこめかみの火傷やけど痕によく似ている。

「学校は二年も遅れちゃった。まさか、入学した高校で、女王面したあんたを見るとは思わなかったけど」

　百道浜先輩の顔は血と涙の鼻水でメイクなんてどろどろに溶けている。女王というにはあまりに威厳がなく、ただ恐怖におびえている女性がいた。

「まさか私のことに気付く人がいるなんてねえ」

　三ケ木さんは倒れている茂部を見る。憐あわれんでいるような蔑んでいるような表情。

「別に私はこの人以外、誰かを傷つけたいわけじゃないの。そりゃ、実験の時、ちゃんと百もも道ち浜はまのことを見ていなかった担当教師も同席していた教育実習生も憎いよ。そのうえ、教育実習生は同じ高校で教師をしていて、百道浜先輩を庇かばってカッコつけちゃったりするし。師もろ岡おか先生いつ気付いたのかな？　副担任だから、名簿の生年月日でも確認したのかな？」

　やれやれと呆あきれた顔をする三みケか木ぎさん。

「だから守衛さんには言ってたんだよね。師岡先生が脅迫の犯人である可能性があるから引き留めておいてって。嘘うそは言ってないよ。だって事実でしょ？　でも、まさかの茂も部ぶくんかあ。これは予想外」

　捕まった百道浜先輩の頬ほおからとめどなく血が流れ続ける。

「だ、誰か助け」

「だーかーらー、うるさい」

「っ！」

　ざくっと百道浜先輩の反対側の頬にナイフが突きたてられる。今度は傷どころじゃない。たぶん貫通している。

　何回も見てきた嗜し虐ぎやく的な目。誰かを傷つけることで、満足しようとする。でも、まだまだ満ち足りないはずだ。

　人間の復ふく讐しゆう心は、自分の受けた仕打ちの何倍、何十倍にして返さないと満足しない。

　俺は両手を上げる。

「三ケ木さん、百道浜先輩をもっと傷つける方法知りたくない？」

　周りが唖あ然ぜんとすることを言う俺。

「お、おい。何言って……」

　茂部が言いかけたところで、ユキがわき腹を蹴る。ユキは俺が何をしようとしているのかわかる、だから手伝ってくれる。

　茂部、可哀かわいそうだけど黙っていて欲しい。

「だって、別に百道浜先輩の命を取るつもりはないでしょ？　顔を傷つけられたから顔を傷つけ返す。ただ、これだけ大掛かりになったから人質にとっただけ」

「真ま丘おかくん、そんなこと言っても、この人は解放しないけど」

「うん、わかってる。でも、殺したらそれで終わりなんだ」

　人間っていうのは残酷だ。自分が受けた仕打ちと同じ物、それを仕返すだけでは物足りない。

「殺したところで百道浜先輩の肩書は、葉は桜ざくら高校ミスコン女王で終わる。顔を傷つけたところでその功績はどうなる。それより、もっとお似合いの処分はどう？」

　三ケ木さんの眉が動いた。

「お似合いって？」

　俺は笑うと、百もも道ち浜はま先輩を見る。

「百道浜先輩。俺、実は余命一年しかないんです。いや、もう十一か月かな？　これなら先輩より、俺が先輩の代わりに死んだほうが有意義ですよね」

「……」

　三みケか木ぎさんの表情は変わらない。

「三ケ木さん。俺、こう見えてある種の人たちに愛される体質なんだ。愛しすぎて、もう殺して自分の物にしてやりたいって思われるくらいの」

「……」

　三ケ木さんに反応はない。

「百道浜先輩の代わりに差し出す俺の命、すごく魅力的に見えない？」

　三ケ木さんは動かない。

　失敗したかなあ。普段なら、俺をためらわずに刺そうとする女性はいくらでもいるのに。

「……ね、ねえ。リズ、ほらあの子も言っているようだし……」

　百道浜先輩が汚れた顔で汚れた言葉を口にし出した。頬ほおの傷が貫通しているせいか、発音がたどたどしい。

「私はまだ未来があるのよ？　ほら余命一年ならあっちをさくっとしたほうが、罪も小さくてすむんじゃない？」

　いや、すまないと思う。

　だけど、ここではグッジョブ。百道浜先輩の口からどんどん汚泥のような醜い命乞いの言葉が出てくる。

　そうだ、それでいい。

　三ケ木さんの目的は、百道浜先輩の命じゃない。先輩をいかに汚し、醜くするかだ。

　そして、俺が百道浜先輩の身代わりに死んだとしたら、彼女は一生後ろ指を差されて生きていくしかない。今、ここで吐いている命乞いは、どんどん先輩の華々しい経歴を汚している。

「……わかった」

　百道浜先輩を解放する三ケ木さん。百道浜先輩は尻もちをつく。彼女の座った床が濡れているのは見なかったことにしてあげたい。

「ごめんね、真ま丘おかくん。恨むならあの女を恨んでね」

　血まみれのナイフを両手に俺に突進してくる。

　仕方ないから俺を狙う、そんな顔をしているが、嘘うそだ。三ケ木さんの目にはギラギラした炎が宿っている。散々、過去に俺を襲ってきた色んな女性。その誰もが、瞳に魂を焦がすような炎を宿していた。

「!?」

　俺は三みケか木ぎさんを受け止める。彼女の血まみれのバタフライナイフは、俺の胸のやや左より辺りを狙う。ちょうど心臓の辺り。

　即死させようという心意気が三ケ木さんの優しさだろうか。

　ぐぐっと肋ろつ骨こつに圧が掛かる。俺は、彼女の体重を支えるようにして、そして──。

「なんで」

　三ケ木さんの手からナイフを奪い取った。手のひらに刃やいばが食い込むが今は後回しだ。

「なんで、刺さらないの!?」

　困惑する三ケ木さん。そうだね、普通、心臓にぶっ刺さると思うよね。でも──。

「誕生日プレゼント、サンキュー親父おやじ」

　俺の制服の隙間から見えるのは防刃ベスト。海外製なだけあってちょっとごわごわした着心地だけど、性能抜群。長時間着るのには最悪の着心地ですけどね。それは仕方ない。なんとか繊維とか金属板が縫い合わされ、心臓の前は特に防御力が高い。

　こんだけ役に立ったなら、着心地を差し引いてもレビューに星五つけておかないと。

　まさかのことで動転する三ケ木さん。さらに追い打ちとして。

「っと」

　マイクスタンドが振るわれた。見事三ケ木さんの腹に『胴』を打ち込む。女の子のおなかに申し訳ない、でも──。

[image: ]

「……ユキ、一発でいいから」

「……」

　無言のユキ。着物姿にマイクスタンド。その目は据わっていた。ここで止めないと、三みケか木ぎさんはユキに撲殺されてしまうだろう。

　三ケ木さんの手から凶器が離れ、倒れてしまうと、周りで傍観していた人たちが動く。

　三ケ木さんは拘束され、百もも道ち浜はま先輩は手当を受ける。

　対照的な二人にふさわしく、三ケ木さんには憐れん憫びんの、百道浜先輩には軽蔑の目が向けられているように見えた。

　俺はといえば──。

「やめてよね。ああいう真ま似ね」

　ユキが心底、心配した声を漏らす。

「俺がいざというとき、装備を整えることくらいわかっているだろ」

　最悪失敗しても、死ぬことはないと踏んでいた。

「……手」

　ユキは俺の手を取る。さっきナイフを取り上げてざくっといったところ。まだ血があふれている。

[image: ]

　赤い舌が俺の手のひらを滑っていく。ぬるっとした感触は血とはまた違った生ぬるさを帯び、指の腹に柔らかい唇の弾力を感じる。

　ステージの端っこで二人、皆に背を向けている。三みケか木ぎさんや百もも道ち浜はま先輩で手いっぱいの皆を他よ所そに、獣の治療めいた行為は俺に背徳感を抱かせずにはおかない。

「ユキ、それじゃ止血にならないし。俺が変な病気持ってたらどうするんだよ」

「持ってるの？」

　ユキは、口元を赤くしながら目を潤ませる。蝋ろう燭そくの炎のような揺らめきが宿った目。昔のことを思い出す。

『ねえ、りくくん、わたしのことすき？』

　同じ保育園にいたふわふわ髪の可愛かわいい女の子。ユキちゃん。

　俺の人生最初のトラウマガール。

「皆に見えるよ、気付かれるよ」

　普段隠しているユキの本性。彼女の本来の性質を目の当たりにしたら、皆どう思うだろうか。

「見せておけばいいよ」

「見られると、また俺に距離を取られるよ」

　中指と薬指の間を舐なめていたユキの舌が止まる。名残惜しそうにユキの舌が俺の手から離れる。血と唾液が混じった粘性の液体が糸を引き、ぷつりと切れて落ちた。

　潤んだユキの揺らめく炎が宿った目は、いつもの目に戻る。

　俺は防刃ベストのポケットから厚手のハンカチを取り出して、ユキの口元を拭う。ポケット便利だな、レビューにこれも書いとこう。

　ユキの口を拭ったハンカチを手のひらに巻く。あくまで怪け我がの治療をしていましたと言わん顔をして。

　上う手まく誤ご魔ま化かせたかと思ったら、何かすごく目を見開いたまりあちゃんが見えた。

　えっと、ごめん。今見たの忘れて欲しいな。他の人には見られてないよね？

「陸りく、ちゃんと約束覚えている？」

　ユキはまりあちゃんの視線、お構いなしだ。

「陸が十八歳になった時、誰も運命の女性が現れなかったら」

「うん」

「私が苦しませずに殺してあげるね」

「わかった」

　俺は十八になったら死ぬ。でも、誰の手でもなく、ユキの手で死ぬ。

　どうしようもない真ま丘おか家の呪いだけど、終わり方としては悪くないなと思わなくもない。見ず知らずのストーカーに刺されて死んだ叔父さんに比べると。

　でも同時に、死ぬわけにはいかない。

　ユキの手を汚させる羽目になる。














「あー面白いネタが仕入れられた」

　あれだけ大掛かりな事件があったあと、不謹慎極まりないことを言うのは[image: ]ひ野の先輩。

　その先輩に呼ばれ、俺とユキは文芸部の部室に来ている。なぜかまりあちゃんもいた。

　学園祭から数日。直後は大変だった。

「またお前かよ」という表情を隠せない『おやっさん』や、何か値踏みをするような安あ良ら城ぎ警視。どんどん事情聴取に慣れていく。

「[image: ]野先輩、一体あの騒ぎの中、何していたんですか？」

「何って、遠くから観戦。おかげで百もも道ち浜はま先輩の醜態をいっぱい録画できて、言い訳して完全に被害者ぶる先輩を黙らせることに成功したのよ」

「いつのまに」

　やっぱ怖いな、[image: ]野先輩。いつ何に使われるかわかんない。

「っで、なんです？　俺たちに何か用ですか？」

「あー、なんか事情聴取でどんなこと話したのか聞いておこうかと」

「黙秘権を行使します」

　また警察で、安良城警視たちに変な目で見られたっていうのに。どうも引き寄せ体質の俺です。

　大体、俺から聞かなくても[image: ]野先輩はもう情報を集めきっていそうだ。

　そういえば、あれは何だったんだろう？

　三みケか木ぎさんが逆上する前にスマホから流れた音声。

　あれって占いのものだったな、『ふぉーちゅん』とか言うのの。偶然、通知が流れただけなんだろうか。

「ふーん。まあいいけど。ところで」

「ところで」

「余命一年って本当？」

「……まだ死ぬとは決まっていません」

　運命の女性というのが何なのか俺にはわからない。ただ、真ま丘おか家の宿命として叔父さんみたいに無念のうちに死にたくない。

　しかし……。

「まあ、今回の事件、色々闇があったけど、百道浜先輩はどうにか因果応報に導けたのでよかったのかな？」

「よくないですよ」

　結局、三ケ木さんの罪は大きい。でも、彼女もまた被害者だった。

　俺は今回、異性の恐ろしさを見てしまったわけだが、同時に同性のいいところが見られたのは意外な誤算だったかもしれない。

「……茂も部ぶに、師もろ岡おか先生に、かっこよすぎないですか？」

「えっ？　師岡先生はともかくモブはそこまでレパートリー必要ないけど？」

「何言っているんですか？　[image: ]ひ野の先輩」

　ただのモブとか言ってごめん、茂部。陰気で人生に疲れているって言ってごめん、師岡先生。

　茂部は色々画策していた。まず俺に師岡先生を呼びに行かせようとしたのも、俺が応急処置に長たけていることを知っていたからだろう。一年のとき同じクラスだったから、茂部は俺が応急処置を何度かやっているところを見たことがある。ええ、高校生活一年目は比較的平穏ですが、それでも事件が皆無だったわけじゃない。

「よく気付いたよなあ。三みケか木ぎさんのこと」

　好きだった先輩が同級生になり、顔が変わっても好きでいるとかどんだけ純情や。俺も普通の人生なら、そういう甘酸っぱい恋とかしたかった。

　師岡先生も先生で自分の責任をいつまでも感じて、身を挺ていして罪を犯させないようにするとか。俺、女の子に生まれてくればよかったかもしれない。

　なお、師岡先生は体育館の騒ぎの時、怪しいからと守衛さんに捕まっていた。三ケ木さん、茂部という伏兵さえいなければ、犯行は成功していたんだよな。

　師岡先生は、根はとてもいい先生みたいなのでちゃんと復職して欲しい。ついでに吹っ切れて明るくなってくれるといい。

「なーんか、私に色々隠していることがあるみたいだけど、まあいいか。またいいネタ取れたし」

「ああ、[image: ]野先輩。ちゃんと固定でお願いしますね。また、リバで書いたでしょ？」

「ええっと、斎さい藤とうさん。創作には地雷なく雑食で生きたほうが幸せだと思うの」

　また二人の間でよくわからない用語が飛び交っている。勉強したほうがいいのか、このままスルーしたほうがいいのかよくわからない。

　ユキは先輩と話しつつ、やたら俺にくっついて来る。たぶん、俺が危ないことをしたせいだろう。しばらく過保護が続きそうだ。

　きっと、ユキはこれからも俺を守ろうとし、そして楽に殺してくれるに違いない。

　そんな未来はお断りだけど。

　そして──。

「っけつ」

「けつ？」

「不潔です！」

　なぜかいたまりあちゃんが目をふるふるさせて睨にらんでいる。

「ちゃんと風呂には入っていますが」

　くんくんと鼻を鳴らして、制服の袖に顔を付ける俺。異性に不快感を与えないよう、最低限の身だしなみは気を付けているつもりだ。

「そういう意味じゃありません！」

「いや、意味わからんて」

　思わず本音が出て、まりあちゃんに上履きを顔に投げつけられた。

「なにするんだよ！」

「あなたが悪いんです！　なんかいい所見せたと思ったら、あんな破廉恥な……」

　と言いかけて、顔を真っ赤にして口をつぐむまりあちゃん。

　やめて見られていた俺が恥ずかしくなる。そして、ユキ。お前はなんで平気そうなんだい？

「えっ、はれんち？」

　目を輝かせる[image: ]ひ野の先輩。

「ちょっ、詳しく。まりあ」

「な、なんでもありません！」

　騒がしい文芸部部室。もう帰っていいかな、と思いつつ、俺は大きく息を吐いた。




　プルルプルル。

　騒がしい部室の中で、誰かの鞄かばんでスマホが鳴る。

　画面が明るくなり、アプリが開かれる。




『あなたの運勢は最高です。

　何をやっても上う手まくいきます。

　今まで立ちはだかっていた壁だって一発で消える。

　さあ、邪魔なものは全て消し去りましょう。

　えっ、どうすればいいかって？

　なら、こちらをクリックしてください』




　占いアプリの文面が映し出されたかと思えば、画面が暗くなり消えた。
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